
発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/2

2024/1/2 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣

2024/1/2 危機管理部危機対策課静岡県危機報道官 令和６年能登半島地震による被害状況について【第２報】（訂正）（１月２日11時00分現在）

2024/1/3

2024/1/3 危機管理部危機対策課静岡県危機報道官 令和６年能登半島地震による被災地への備蓄食料の提供

2024/1/4

2024/1/4 健康福祉部健康増進課健康増進班 しずおか健幸惣菜クッキングセミナーをクッキングスタジオからライブ配信します

2024/1/4 健康福祉部健康増進課健康増進班 産学官連携により開発した「しずおか健幸惣菜」弁当販売に向け関係者試食会を開催

2024/1/4
健康福祉部障害福祉課手帳手当班、知的障害福祉班、精神保健福祉
班

障害者手帳にかかる情報連携の再開

2024/1/4 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応（健康福祉部関連）（１月４日12時00分現在）

2024/1/4
スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班、生涯・パラ
スポーツ班

アジア競技大会・アジアパラ競技大会優勝者等への知事顕彰授与式

2024/1/4 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 令和６年能登半島地震 被災建築物応急危険度判定業務に係る職員派遣

2024/1/4 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第２報）

2024/1/4 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 駐日ドイツ連邦共和国大使館駐在武官による知事表敬の実施

2024/1/5

2024/1/5 教育委員会富士特別支援学校教頭 「富士特別支援学校展」の開催～つながる色 ひろがる表現～

2024/1/5 教育委員会高校教育課指導第２班 令和５年度静岡県西部高等学校定時制生徒合同文化祭兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

2024/1/5 交通基盤部建設業課建設業班 工事請負契約等に係る入札参加停止解除

2024/1/5 経済産業部農地計画課事業調整班 世界かんがい施設遺産に登録された「北山用水（富士宮市）」及び「本宿用水（長泉町）」の関係者が知事を表敬訪問します

2024/1/5 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果

2024/1/5 経済産業部地域産業課商業まちづくり班 【1/10当日取材のお願い】個店がつなぐ地域の未来～「地域のお店」デザイン表彰 表彰式＆フォーラムを開催します～

2024/1/5 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和６年「はたちの献血」キャンペーン ～「はたち」の若者に献血を呼びかけます～

2024/1/5 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応（健康福祉部関連）【第２報】（１月５日10時00分現在）

2024/1/5 スポーツ・文化観光部世界遺産課 メタバース空間からも参加できる！世界遺産県民講座とタウンミーティング 受講生募集中

2024/1/5 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 今期日本リーグ優勝の靜甲女子ソフトボール部によるソフトボールクリニック

2024/1/5 危機管理部危機政策課危機報道官 令和６年能登半島地震への本県の支援について（１月５日現在）

2024/1/6

2024/1/6 教育委員会高校教育課指導第２班 令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況

2024/1/7

2024/1/7 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した藤枝順心高校に対する知事コメント

2024/1/7 危機管理部消防保安課危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第３報）

2024/1/9

2024/1/9 教育委員会高校教育課指導第２班 令和５年度静岡県東部高等学校定時制生徒合同文化祭兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

2024/1/9 議会事務局政策調査課議会事務局 政策調査課 県議会高校出前講座の実施（1月及び2月実施）（取材案内）

2024/1/9 議会事務局政策調査課政策調査課 県議会特別委員会の開催

2024/1/9 交通基盤部生活排水課計画班 令和６年能登半島地震で発生した下水道被害に対する支援

2024/1/9 経済産業部新産業集積課新産業集積班 フードテックを活用した新事業創出に 取り組む県内企業を支援します！

2024/1/9 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について（健康福祉部関連）【第３報】（１月９日10時00分現在）

2024/1/9 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 （当日取材依頼）令和５年度 短期集中単位互換授業「ふじのくに学(観光学)」開講！
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2024/1/9 スポーツ・文化観光部大学課大学・学術班 ＜募集告知＞産学官が連携し、キャリア教育プログラムを初開催！

2024/1/9 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツコミッション担当室 【取材依頼】静岡県のスポーツを支える「ふじのくにスポーツボランティア」を対象とした研修会を開催します！

2024/1/9 くらし・環境部水資源課水資源班 天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

2024/1/9 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 早咲き桜の開花情報を公開しました！

2024/1/9 くらし・環境部住まいづくり課計画班 「住んでよし」の理想郷、豊かな暮らし空間創生認定住宅地（第11号）が完成しました！

2024/1/9 経営管理部資産経営課資産経営班 官民対話でより良い公共施設に！「令和５年度第２回 ふじのくに官民連携実践塾」参加者募集中

2024/1/9 経営管理部人事課自治研修所 「地方自治セミナーin静岡」の開催

2024/1/9 危機管理部危機情報課静岡県地震防災センター 「第160回ふじのくに防災学講座」を開催します！

2024/1/9 危機管理部危機政策課危機報道官 【第２報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（１月９日現在）

2024/1/9 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 JICA海外協力隊が、任地国への赴任にあたり地域外交担当部長を表敬訪問します

2024/1/10

2024/1/10 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 高校生が「オンラインで同時に黒はんぺんを食べた最多人数」で世界記録を樹立！取組内容を教育長に報告します！

2024/1/10 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第１回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（富士地区）の開催

2024/1/10 教育委員会教育政策課人権・教員育成班 令和５年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

2024/1/10 交通基盤部景観まちづくり課景観づくり推進班 第16回静岡県景観賞受賞地区が決定！！～表彰式を開催します～

2024/1/10 経済産業部富士農林事務所生産振興課 「食の都しずおかレストランフェア」スペシャルイベントの開催

2024/1/10 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 【当日取材希望】施設園芸における栽培データ分析ワークショップを開催します

2024/1/10 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第78報】

2024/1/10 健康福祉部障害者政策課就労・施設班 七間町名店街で「ノウフクマルシェ」を開催します！

2024/1/10 健康福祉部福祉長寿政策課企画総務班 令和６年能登半島地震に係る義援金の募集

2024/1/10 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第４報】（１月10日10時00分現在）

2024/1/10 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港定期便における年末年始の利用実績

2024/1/10 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 【取材依頼】第27回伊豆文学賞審査会の開催

2024/1/10 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 アピタ磐田店で環境啓発イベントを開催します！

2024/1/10 くらし・環境部廃リサイクル課資源循環班 参加者募集！1/27（土）に富士市内で海岸清掃イベントを開催します

2024/1/10 くらし・環境部公営住宅課県営住宅管理班 令和６年能登半島地震で被災された方へ県営住宅を提供します

2024/1/10 くらし・環境部住まいづくり課計画班 新設住宅着工統計令和５年11月の主な動向

2024/1/10 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢者が被害に遭わないための防犯・交通安全研修会を開催します！

2024/1/10 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第４報）

2024/1/10 知事直轄組織多文化共生課多文化共生班 大規模災害発生時の外国人支援訓練を行います！

2024/1/11

2024/1/11
知事直轄組織政策推進局総合政策課、経済産業部産業革新局新産業
集積課

総合特別区域の令和４年度取組に対する国の評価結果が公表されました

2024/1/11 教育委員会高校教育課指導第２班 県立高等学校における損害賠償請求事件の判決確定

2024/1/11 経済産業部工科短期大学校教務課静岡キャンパス 鳥居 静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和６年度入学生）の実施

2024/1/11 経済産業部農業戦略課農業戦略班 ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の受賞者に 知事褒状を授与します。

2024/1/11 経済産業部地域産業課地域産業班 中小企業等向け「Ｄ２Ｃセミナー」を開催します！

2024/1/11 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 学生技能者の県下No.1を決定する第12回静岡県ものづくり競技大会を開催！

2024/1/11 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 WAZAチャレンジ教室の実施
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2024/1/11 経済産業部労働雇用政策課労働政策班
TECH BEAT Shizuoka × 県内スタートアップ支援拠点連携イベント第２弾「オープンイノベーション解体新書 スタートアップ
に聞く 協業をすすめるコツ」

2024/1/11 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 インフルエンザ施設別発生状況について【第79報】

2024/1/11 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第５報】（１月11日10時00分現在）

2024/1/11 スポーツ・文化観光部総合教育課総合教育班 令和５年度第３回総合教育会議を開催します

2024/1/11 くらし・環境部水資源課水資源班 令和５年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を開催します

2024/1/11 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 南アルプスを未来につなぐ会運営会議の開催

2024/1/11 経営管理部西部地域局地域課地域課 西部地域女子スポーツ３チームと連携した花博ＰＲ動画完成の報告

2024/1/11 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 オープンデータ西部地域ワークショップの開催～オープンデータを活用した地域の課題解決方法を考える～

2024/1/12

2024/1/12 教育委員会社会教育課地域家庭班 第76回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）を県内３館が受賞！

2024/1/12 教育委員会高校教育課指導第１班 「探ＱラボShizuoka」（探究オンラインプラットフォーム）ウェブサイトを開設しました

2024/1/12 交通基盤部河川企画課河川企画課
「令和５年度 第１回静岡県河川審議会」の開催  ～“新たなステージに入った水災害”に対する取組等について報告し、御意見
を伺います～

2024/1/12 経済産業部工科短期大学校学務課静岡キャンパス、沼津キャンパス 静岡県立工科短期大学校令和５年度第９回オープンキャンパスを開催します！

2024/1/12 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/5～1/11）

2024/1/12 健康福祉部精神福祉センタ精神保健福祉班 【災害時等における心の応急対応に向けて】サイコロジカル・ファーストエイド（PFA)研修の開催

2024/1/12 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】

2024/1/12 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第６報】（１月12日10時00分現在）

2024/1/12
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史ミュージアム企画総務
課

＜参加者募集＞ふじのくに地球環境史ミュージアムの佐藤館長が「イネ・米・田んぼ」をテーマに有識者と対談します

2024/1/12 スポーツ・文化観光部空港振興課 静岡－高雄（台湾）連続チャーター運航に伴うお出迎え・記念品配布の実施

2024/1/12 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 静岡ガス野球部が中学生に直接指導します。

2024/1/12 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 第2回総極真世界空手道選手権大会優勝者等による知事表敬訪問

2024/1/12 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 ドッジボール第10回全日本女子総合選手権大会で優勝（２連覇）した静岡県代表「Fillies（フィリーズ）」による知事表敬訪問

2024/1/12 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 中学生・高校生を事故から守る！ 自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

2024/1/12 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

2024/1/12 経営管理部税務課企画管理班 納税功労者表彰式

2024/1/12 危機管理部危機報道官危機対策課、原子力安全対策課 防災訓練の実施見合せ

2024/1/12 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第５報）

2024/1/12 危機管理部危機政策課危機報道官 【第３報】（訂正）令和６年能登半島地震への本県の支援（１月12日現在）

2024/1/12 危機管理部危機政策課危機報道官 【第３報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月12日現在）

2024/1/15

2024/1/15 教育委員会横須賀高校教頭 横須賀高校郷土芸能部が６年連続で全国高等学校総合文化祭への出場を決めました！

2024/1/15 教育委員会高校教育課指導第２班 農業分野の全国大会等で顕著な成績を収めた県立農業高校の生徒が、教育長を表敬訪問します

2024/1/15 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県県議会選挙区等調査検討委員会の開催

2024/1/15 交通基盤部建設政策課企画班 令和５年度 公共事業の事業評価対応方針を決定

2024/1/15 経済産業部林業振興課県産材利用班 第５回ふじのくに木使い建築施設表彰の作品募集－静岡県産材を活用した優れた建築施設を募集します－

2024/1/15 経済産業部農業ビジネス課経営基盤強化推進班 令和５年度静岡県農地利用最適化推進活動事業知事賞の表彰式を行います！

2024/1/15 経済産業部商工金融課制度資金班 県HPによるサステナブルファイナンスの取組紹介

2024/1/15 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 「バイ・ふじのくに」直売会を山梨県内（道の駅富士川）にて開催します！



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/15 健康福祉部健康増進課地域支援班 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜に関する健康教育と適塩給食の試食会を開催します～

2024/1/15 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】

2024/1/15 健康福祉部地域医療課地域医療班 令和６年能登半島地震対応への静岡DMAT中間報告会及び知事への活動報告を行います。

2024/1/15 健康福祉部こども未来課少子化対策班 しずマリ成婚者にインタビューを行います！ ～フリーアナウンサー内山絵里加さんによる突撃取材！～

2024/1/15 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第７報】（１月15日10時00分現在）

2024/1/15 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 第27回伊豆文学賞入賞作品が決定！

2024/1/15 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 木造住宅の耐震診断・耐震改修などに関するご相談をお受けしています

2024/1/15 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 「地域で活躍する女性防災リーダー育成講座」を開催します！

2024/1/15 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 清水町を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基準達成）として表彰！

2024/1/15 危機管理部危機政策課危機報道官 【第４報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月15日現在）

2024/1/15 知事直轄組織広聴広報課県民のこえ班 県庁に冬の彩り 高校生からシクラメンを県に寄贈

2024/1/16

2024/1/16 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 静岡がん会議2023「超高齢社会に備えて～高齢者がん医療とケア・地域のあり方～」の開催

2024/1/16 経済産業部食と農の振興課農産環境班 除草作業を一切行わない、有機水田農業経営の「抑草」技術を学ぶ研究会の開催

2024/1/16 経済産業部農業戦略課革新支援班 令和５年度静岡県農業経営士等認定式の開催

2024/1/16 経済産業部地域産業課地域産業班 地理的表示「静岡（清酒）」のロゴマーク決定！静岡県酒造協同組合が知事を表敬訪問します。

2024/1/16 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 首都圏量販店「ヤオコー」で第１回「頂フェア」開催します！

2024/1/16 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 スタートアップ支援ネットワーク「ふじのくに“SEAs”」会員の募集開始

2024/1/16 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第82報】

2024/1/16 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 今年度下半期分の「静岡県子ども食堂物価高騰対策支援金」の申請受付を開始します!!

2024/1/16 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第８報】（１月16日10時00分現在）

2024/1/16 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第６報）

2024/1/16 危機管理部危機政策課危機報道官 【第５報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月16日現在）

2024/1/16 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班
北方領土元島民3世（県内在住）による講演や元島民2世が代表の団体によるマットプロレスを実施 ～北方領土返還要求静岡県民
大会を開催します～

2024/1/17

2024/1/17
教育委員会高校教育課静岡県教育委員会 高校教育課 学校づくり
推進班

県立高校の在り方に係る地域協議会（清庵地区）

2024/1/17 教育委員会高校教育課指導第２班 令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況（合格者数等）

2024/1/17 交通基盤部生活排水課計画班 令和6年能登半島地震で発生した下水道被害に対する支援

2024/1/17 経済産業部水産振興課水産振興班 令和５年度静岡県水産振興審議会の開催

2024/1/17 経済産業部食と農の振興課地域農業班 1月21日（日）～静岡県の食文化シンポジウム開催～

2024/1/17 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班 トップレベルICT人材育成「課題解決ブートキャンプ」参加者を募集します！

2024/1/17 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第83報】

2024/1/17 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第９報】（１月17日10時00分現在）

2024/1/17 スポーツ・文化観光部文化財課文化資源活用班 「法多山の田遊び」が国の重要無形民俗文化財に指定されます！

2024/1/17 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 第39回日本大衆音楽祭文部科学大臣賞 受賞者による部長表敬訪問

2024/1/17 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 ふじのくにデジタルアートコンテスト優秀作品展覧会開催！

2024/1/17 くらし・環境部自然保護課自然保護課富士山・南アルプス保全班 「富士山ごみ減量大作戦」の参加者募集！

2024/1/17 知事直轄組織東京事務所渉外広報班 47都道府県のお米で作ったお酒「絆舞」を知事に贈呈



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/17 知事直轄組織地域外交課海外交流班 台湾の防災青年大使が防災視察のため本県を訪問し、地域外交担当部長を表敬します

2024/1/18

2024/1/18 教育委員会静岡城北高校教頭 静岡大学教育学部附属特別支援学校高等部生徒の本校授業体験及び芸術作品の相互展示

2024/1/18 教育委員会社会教育課青少年指導班 「オンラインを活用したボランティア団体連携・交流推進講座」を開催します！！

2024/1/18 教育委員会特別支援教育課企画班、西部特別支援学校 第34回特別支援学校高等部合同作品展の開催

2024/1/18 交通基盤部公園緑地課都市公園管理班 県営都市公園経営基本構想(改訂案)・県営都市公園経営基本計画(案)について、県民の皆さんの意見を募集しています

2024/1/18 交通基盤部道路保全課道路保全課 維持舗装班 「静岡県舗装中長期管理計画」改定委員会の開催

2024/1/18 経済産業部マーケティング課ブランド戦略班 セブン-イレブンとイトーヨーカドーで「バイ・シズオカフェア」を開催

2024/1/18 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 「ふじのくに新商品セレクション２０２３」受賞商品販売フェアの開催！

2024/1/18 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 ふじのくに食の都づくり仕事人を対象とした マッチングツアーの開催

2024/1/18
健康福祉部福祉長寿局福祉指導課、障害者支援局障害者政策課介護
指導第２班、障害者政策班

介護サービス事業所等物価高騰対策支援金 （令和５年度下半期分 介護分・障害分） の申請受付を開始します。

2024/1/18 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第84報】

2024/1/18 健康福祉部介護保険課介護人材班 介護の未来ナビゲーターが県内の高校で出前講座を行います。（取材依頼）

2024/1/18 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第10報】（１月18日10時00分現在）

2024/1/18 スポーツ・文化観光部世界遺産課交流・継承班 ｢富士山の日｣フェスタ2024～富士山と芸術～ 一般参加者募集！

2024/1/18 スポーツ・文化観光部文化政策課文化政策班 令和６（2024）年度ふじのくに子ども芸術大学講座実施団体等の公募

2024/1/18 くらし・環境部生活環境課大気水質班 富士川水系の河川水に係る調査結果（12月実施分）

2024/1/18 くらし・環境部住まいづくり課計画班 今年度最後のマンション管理セミナーを開催します！

2024/1/18 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 静岡県庁広報グランプリ最終審査会の開催

2024/1/19

2024/1/19 教育委員会高校教育課指導第１班 高校生の探究学習の祭典「探究フェスタ」を初開催します！

2024/1/19 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第５回静岡県高潮浸水想定等検討委員会」の開催

2024/1/19 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「三保松原の景観改善 10周年記念イベント」の開催

2024/1/19 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/12～1/18）

2024/1/19 経済産業部農業戦略課先端農業推進室先端農業推進室（AOI-PARC） ＡＯＩ－ＰＡＲＣ研究開発室入居希望者公募

2024/1/19 経済産業部産業イノベーション推進課産業イノベーション推進班
TECH BEAT Shizuoka × 県内スタートアップ支援拠点連携イベント第３弾「オープンイノベーションの舞台裏～新規事業担当者
の集い～」

2024/1/19 健康福祉部薬事課2413 静岡県薬物の濫用の防止に関する条例に基づき、知事指定薬物を指定しました

2024/1/19 健康福祉部薬事課薬物対策班 大麻乱用防止啓発動画及び薬物乱用通報・相談窓口ポスターデザイン制作入賞者に対する感謝状贈呈式の開催

2024/1/19 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の感染拡大注意報の発令

2024/1/19 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第85報】

2024/1/19 健康福祉部医療政策課 医療機関等物価高騰対策支援事業

2024/1/19 健康福祉部こども家庭課ひとり親支援班 ひとり親家庭のための「はり灸助成券」の贈呈式 （公益社団法人静岡県鍼灸師会）

2024/1/19 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第11報】（１月19日10時00分現在）

2024/1/19 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 一日限りの特別な饗宴「美味らららダイニング」

2024/1/19 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課生涯・パラスポーツ班 静岡県障害者スポーツ応援隊が学校を訪問します！

2024/1/19 くらし・環境部公営住宅課県営住宅管理班 令和６年能登半島地震被災者の県営住宅への入居

2024/1/19 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第７報）

2024/1/19 危機管理部危機政策課危機報道官 【第６報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月19日現在）



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/19 知事直轄組織統計調査課人口就業班 静岡県推計人口 前月比2,460人の減少

2024/1/22

2024/1/22 教育委員会高校教育課指導第２班 福島県立ふたば未来学園高等学校・三島長陵校舎終了式

2024/1/22 経済産業部ふじのくに茶の都ミュージアム企画総務課企画総務課 「友の会」会員限定イベント アジアのお茶体験会を開催します！！

2024/1/22 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 ＜参加者募集＞令和５年度ふじのくに「食の都」マッチング交流会の開催

2024/1/22 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 県産食材を活用した親子料理教室を開催します～講師は生産現場で県産食材の魅力や特長を学んだ調理専門学校生～

2024/1/22 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第86報】

2024/1/22 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第12報】（１月22日10時00分現在）

2024/1/22 スポーツ・文化観光部私学振興課指導班 【全日本高等学校女子サッカー選手権大会優勝】藤枝順心高等学校による知事表敬訪問

2024/1/22 スポーツ・文化観光部文化政策課文化振興班 富士地区で「第25回静岡県障害者芸術祭」と「ふじのくに芸術祭2023美術部門優秀作品展」を同時開催！

2024/1/22 くらし・環境部住まいづくり課計画班 我が家の終活セミナーを開催します！

2024/1/22 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 「防犯まちづくり講座」を開催します。

2024/1/22 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ～安心・安全にトライ～ 静岡ブルーレヴズのホストゲーム会場で交通安全 ・防犯啓発活動を行います！

2024/1/22 知事直轄組織広聴広報課県民のこえ班 【取材依頼】知事広聴「平太さんと語ろう」～知事が牧之原市・吉田町の方々と語り合います～

2024/1/23

2024/1/23 がんセンター局がんセンタマネジメントセンター 医療広報担当 医薬品等を研究・開発する企業を対象に医療現場体験プログラムを提供します

2024/1/23 交通基盤部都市計画課都市行政班 第189回静岡県都市計画審議会の開催

2024/1/23 経済産業部農業戦略課革新支援班 第51回農業経営士協会総会、第37回青年農業士会総会、合同研修会が開催されます

2024/1/23 経済産業部マーケティング課マーケティング企画班 静岡県知事、東京のホテルでトップセールス（県産農林水産品ＰＲ）

2024/1/23 健康福祉部薬事課薬事企画班 令和５年度第３回薬事審議会の開催

2024/1/23 健康福祉部薬事課薬事企画班 「薬学生向け静岡県病院業界研究会」の開催

2024/1/23 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第87報】

2024/1/23 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第13報】（１月23日10時00分現在）

2024/1/23 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 ふじさんネットワーク「富士山勉強会」参加者募集！

2024/1/23 くらし・環境部公営住宅課建設指導班 令和６年能登半島地震 応急仮設住宅の建設支援に係る職員派遣

2024/1/23 くらし・環境部建築安全推進課建築耐震班 令和６年能登半島地震 被災建築物応急危険度判定支援に係る職員派遣実績

2024/1/23 知事直轄組織広聴広報課 県内広報の頂点が決定！令和５年度静岡県広報コンクール審査結果の発表

2024/1/23 知事直轄組織広聴広報課企画報道班 「富士山山頂でサミットを！」 1/24 MetaverseSHIZUOKAオープン

2024/1/24

2024/1/24 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 県立高等学校の在り方に係る地域協議会（沼駿地区沼津部会）の開催

2024/1/24 教育委員会高校教育課指導第２班 令和５年度静岡県中部高等学校定時制通信制生徒合同文化祭兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

2024/1/24 人事委員会事務局職員課職員班 令和６年度静岡県職員採用試験（大学卒業程度） 土木・農業土木・建築・薬剤師の早期試験の受験案内公表！

2024/1/24 交通基盤部砂防課 令和５年 県内の土砂災害発生状況を公表します 土砂災害発生件数は59件（例年を下回る）

2024/1/24 交通基盤部土木防災課防災班 水防功労者国土交通大臣表彰

2024/1/24 交通基盤部河川企画課海岸企画班 「第２回浜名湖水辺整備推進協議会」の開催

2024/1/24 交通基盤部河川企画課利水班 「第10回太田川ダム濁水対策検討会」の開催

2024/1/24 経済産業部食と農の振興課農産環境班 県内の農業者が「ノウフク・アワード2023」でフレッシュ賞を受賞！

2024/1/24 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第88報】



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/24 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第14報】（１月24日10時00分現在） 

2024/1/24 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 静岡県農泊ネットワーク設立会議の開催

2024/1/24 スポーツ・文化観光部文化財課文化財保護調査班 １月26日の文化財防火デーに合わせて 県内各地の文化財で防火訓練が行われます！

2024/1/24 くらし・環境部環境政策課環境政策課 令和５年度第３回静岡県環境審議会を開催します

2024/1/24 くらし・環境部県民生活課消費者支援班 能登半島地震に便乗した悪質商法にご注意ください！

2024/1/24 危機管理部危機対策課危機対策課長 令和６年度静岡県・熱海市・伊東市総合防災訓練全体説明会の開催

2024/1/24 危機管理部危機政策課危機報道官 【第７報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（１月24日現在）

2024/1/24 知事直轄組織地域外交課地域外交戦略班 インド等で大人気のクリケット大会を県が初めて開催します

2024/1/24 知事直轄組織総合政策課政策推進班 静岡県内の「関係人口」の創出・拡大に向けたシンポジウムを開催します（取材案内）

2024/1/25

2024/1/25 教育委員会駿河総合高校教諭 令和５年度駿河総合高校学習成果発表会を開催します

2024/1/25 教育委員会静岡城北高校教頭 中国の高校生（無涯国際日本動漫之旅）と本校生徒との交流を行います

2024/1/25 教育委員会高校教育課指導第２班 令和５年度「心の輪を広げる体験作文」事業で最優秀賞を受賞した掛川東高校の生徒が教育長を表敬訪問します

2024/1/25 教育委員会高校教育課指導第２班 第11回高校生ビジネスプラン・グランプリで審査員特別賞を受賞した伊豆伊東高校の生徒が教育長を表敬訪問します

2024/1/25 教育委員会高校教育課学校づくり推進班 第1回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（北駿地区）の開催

2024/1/25 議会事務局政策調査課政策調査課 静岡県地方議会議長連絡協議会 第２回政策研修会の開催（取材案内）

2024/1/25 交通基盤部港湾企画課港湾計画班 静岡県地方港湾審議会の開催

2024/1/25 経済産業部農芸振興課みかん特産班 貯蔵ミカン品評会受賞者が最高品質のみかんを知事に贈呈

2024/1/25 経済産業部労働雇用政策課雇用推進班 学生の視点で県内企業の魅力を紹介する企業情報誌を発行！

2024/1/25 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第89報】

2024/1/25 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第15報】（１月25日10時00分現在）

2024/1/25
スポーツ・文化観光部観光交流局観光振興課、空港振興局空港振興
課観光振興班、利用促進班

中国の旅行会社を招請してファムトリップ及び商談会を実施します！

2024/1/25 スポーツ・文化観光部空港振興課 富士山静岡空港における国際線の運休・欠航期間の延長

2024/1/25 スポーツ・文化観光部空港管理課地域連携班 第３回 富士山静岡空港脱炭素化推進協議会の開催

2024/1/25 スポーツ・文化観光部観光振興課観光振興班 本県への訪日教育旅行が続々と実施されています！

2024/1/25 スポーツ・文化観光部観光政策課観光政策課 企画班 丸火自然公園で富士山の溶岩洞窟探検をしよう ～ふじのくに子ども観光大使認定講座を開催します～

2024/1/25 経営管理部福利厚生課福利厚生課 共済組合家族療養費の返納通知の誤送付

2024/1/25 危機管理部危機政策課危機報道官 【第８報】令和６年能登半島地震への本県の支援について

2024/1/26

2024/1/26 教育委員会教育政策課政策推進班 第５回移動教育委員会を開催します

2024/1/26 交通基盤部地域交通課地域交通班 “ふじのくに”地域公共交通計画（案)への意見を募集しています

2024/1/26
経済産業部志榛農林事務所農山村整備担当志太榛原農林事務所牧の
原用水課

小水力発電施設 伊太発電所でオーバーホール工事を実施中（現場説明会開催）

2024/1/26 経済産業部畜産振興課野生イノシシ対策班 野生イノシシの豚熱検査結果（1/19～1/25)

2024/1/26 経済産業部職業能力開発課ものづくり人材班 目指せ技能日本一！第32回技能グランプリ静岡県選手団結団式の開催

2024/1/26 経済産業部エネルギー政策課エネルギー政策班 小学校で「水素エネルギー出前教室」を開催します！

2024/1/26 経済産業部新産業集積課新産業集積班 下田の温泉活用を考える！ 第3回マッチングイベントを開催！

2024/1/26 健康福祉部衛生課食品監視班 令和５年度流通食品の放射性物質検査結果（第８報）

2024/1/26 健康福祉部衛生課食品監視班 食品検査情報（第９報）



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/26 健康福祉部新型コロナ対策企画課企画調整班 新型コロナウイルス感染症の医療状況の評価レベルの引き上げ

2024/1/26 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第90報】

2024/1/26 健康福祉部障害者政策課障害者政策班 「ふじのくに障害者しあわせプラン」に関するパブリックコメントを実施します

2024/1/26 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第16報】（１月26日10時00分現在）

2024/1/26
スポーツ・文化観光部空港振興局空港振興課、富士山静岡空港株式
会社空港振興課

令和５年12月の富士山静岡空港利用状況

2024/1/26 スポーツ・文化観光部スポーツ振興課競技スポーツ班 世界選手権金メダリスト金氏によるソフトテニスクリニック

2024/1/26 くらし・環境部環境政策課地球環境班 令和５年度静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞の表彰式を行います！

2024/1/26 くらし・環境部建築安全推進課建築確認検査班 環境配慮に優れた建築物を表彰します！

2024/1/26 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 菊川市を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基準達成）として表彰！

2024/1/26 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企画班 静岡県最大規模の移住相談会「静岡まるごと移住フェア」を開催します

2024/1/26 くらし・環境部くらし・環境管理局企画政策課企画班 静岡県地域おこし協力隊ネットワークを設立します

2024/1/26 危機管理部危機政策課危機報道官 【第９報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月26日現在）

2024/1/29

2024/1/29 教育委員会静岡城北高校教頭 城北スマイルプロジェクト（総合的な探究の時間）校内成果報告会を開催します

2024/1/29 教育委員会高校教育課人事班 県立学校・市立高等学校臨時校長会の開催

2024/1/29 教育委員会高校教育課指導第２班 令和５年度高等学校文化連盟特別表彰式の開催

2024/1/29 経済産業部農業戦略課農業戦略班 「令和５年度関東甲信静越ブロック国際化対応営農研究会」が開催されます

2024/1/29 経済産業部新産業集積課新産業集積班 ファルマバレープロジェクト第４次戦略計画検討委員会の開催

2024/1/29 健康福祉部衛生課食品監視班 食中毒警報(ノロウイルス食中毒第１号)の発表

2024/1/29 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第91報】

2024/1/29 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第17報】（１月29日10時00分現在）

2024/1/29 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 令和５年度「しずおか遺産」２件の認定

2024/1/29 くらし・環境部男女共同参画課男女共同参画班 「働く女性の健康課題を考えるセミナー」を開催します

2024/1/29 経営管理部市町行財政課行政班 「静岡県権限移譲方針」を策定しました！

2024/1/29 危機管理部危機対策課対策班 令和６年能登半島地震による被災地への緊急物資の提供

2024/1/29 知事直轄組織地域外交課海外交流班 ～モンゴル国全土の電力技術者が受講～ 「電力流通人材育成研修」（オンライン）を開催します！

2024/1/29 知事直轄組織統計調査課人口就業班 令和４年就業構造基本調査 静岡県の結果の概要

2024/1/29 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 オープンデータ賀茂地域ワークショップの開催～下田のまち歩きをし、オープンデータを作成～

2024/1/30

2024/1/30 交通基盤部道路保全課防災安全班 「静岡県道路トンネル長寿命化計画検討委員会」の開催

2024/1/30 経済産業部浜松技術専門校訓練課静岡県立浜松技術専門校 訓練課 浜松技術専門校 技能祭の開催

2024/1/30 健康福祉部健康増進課地域支援班 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜を学ぶ食育教室を開催します～

2024/1/30 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第92報】

2024/1/30 健康福祉部障害福祉課精神保健福祉班 令和５年度静岡県自殺対策連絡協議会の開催

2024/1/30 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第18報】（１月30日10時00分現在）

2024/1/30
スポーツ・文化観光部ふじのくに地球環境史ミュージアム学芸課岡
宮

特別展示 世界初の発見！「カタツムリを襲う待ち伏せハンター～謎めいた大型甲虫サカグチオオヒラタコメツキ～」を開催

2024/1/30 スポーツ・文化観光部文化財課文化財地域支援班 令和５年度ふじのくに文化財保存・活用推進団体の知事褒賞表彰式を開催！～新規認定団体の認定書授与式を同時開催します～

2024/1/30 くらし・環境部環境ふれあい課緑化班 静岡県さくら写真コンクール入賞作品展「バードビア浜北」で開催！



発表日 部局 所属   タイトル

2024/1/30 くらし・環境部住まいづくり課計画班 静岡県住宅ストック活用促進研修会（公民連携型 まちを巻込む物件活用）を開催します！

2024/1/30 くらし・環境部くらし交通課交通安全班 ちびまる子ちゃんで交通安全！ 新入学児童へ交通安全下敷を贈ります。

2024/1/30 危機管理部消防保安課消防行政班 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊の派遣（第８報）

2024/1/30 危機管理部危機情報課地震防災センター（危機情報課） 地震防災センター 冬の防災イベントを開催します！

2024/1/30 危機管理部危機政策課危機報道官 【第10報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１月30日現在）

2024/1/30 知事直轄組織大阪事務所 大阪で「関西地区ふじのくに交流会」開催

2024/1/30 知事直轄組織地域外交課海外交流班、静岡県台湾事務所 台湾・高雄でコロナ後初の観光商談会を開催

2024/1/30 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 定期給与11か月連続で前年同月を上回る 毎月勤労統計調査地方調査結果（令和５年11月分）

2024/1/30 知事直轄組織統計調査課商工・経済班 生産・出荷ともに対前月比で低下 静岡県鉱工業指数（令和５年11月分速報）

2024/1/31

2024/1/31 議会事務局議事課議会事務局 議事課 静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会委員長から議長への県議会議員の選挙区等に関する調査報告書の提出

2024/1/31 経済産業部農芸振興課水田農業班 「第20回お米日本一コンテストinしずおか」 最高金賞受賞者の知事表敬訪問

2024/1/31 経済産業部経営支援課経営革新班 経営革新計画の承認（令和５年12月分）

2024/1/31 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 食や食文化の情報集積サイト「食の都情報センター」を開設

2024/1/31 経済産業部マーケティング課食の魅力創造班 令和５年度ふじのくに「食の都」表彰式の開催

2024/1/31 健康福祉部感染症対策課ふじのくに感染症管理センター インフルエンザ施設別発生状況について【第93報】

2024/1/31 健康福祉部こども家庭課
ビジネスプラン「全国に広げよう！ヤングケアラーの輪」で審査員特別賞を受賞した伊豆伊東高校の生徒が、健康福祉部長に受賞
報告を行います

2024/1/31 健康福祉部介護保険課介護人材班 令和５年度外国人介護職員就業状況調査の結果報告

2024/1/31 健康福祉部健康福祉管理局企画政策課企画班 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関連)【第19報】（１月31日10時00分現在）

2024/1/31 スポーツ・文化観光部観光政策課企画班 年末年始の観光施設等における入込客数の動向

2024/1/31 くらし・環境部自然保護課富士山・南アルプス保全班 「“南アルプスの魅力と未来を語る”～現代の冒険と挑戦～」令和６年３月27日イベント開催

2024/1/31 くらし・環境部くらし交通課くらし安全班 一人暮らしを始める新社会人・新大学生に対する防犯対策の推進 静岡県宅地建物取引業協会に対する協力依頼式開催

2024/1/31 危機管理部原子安全対策課原子力安全対策班 浜岡原子力発電所周辺の環境放射能調査結果（速報・第155報）

2024/1/31 危機管理部危機政策課危機報道官 【第11報】令和６年能登半島地震への本県の支援について（１月31日現在）

2024/1/31 知事直轄組織多文化共生課旅券班 令和６年２月５日からパスポート発給手数料のクレジットカードによる納付を開始します。

2024/1/31 知事直轄組織データ活用推進課データ活用推進班 景気動向指数は４か月連続で下方への局面変化を示す～静岡県景気動向指数（令和５年11月分）～



提 供 日 2024/01/02

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨
　　令和６年１月１日（月）16時10分頃、石川県能登地方を震源とする最大震度７の地震が
　発生し、家屋倒壊や火災等の被害が発生している。
　　この地震の発生に伴い、１月１日（月）19時15分、消防庁から本県へ緊急消防援助隊の
　出動指示があったため、21時15分以降、先遣隊及び静岡県隊が被災地に向けて出動し、
　現地到着後、速やかに活動を開始する予定である。

２　派遣概要
(1) 日　　時　令和６年１月１日（月）21時15分出動
(2) 派遣場所　石川県輪島市
(3) 派 遣 隊  静岡県緊急消防援助隊  66隊　241名
　　　　 　　　 （内　訳）
　　　　　　　　　・指揮隊：２隊10名
　　　　　　　　　・消火小隊：21隊95名
　　　　　　　　　・救助小隊：６隊31名
　　　　　　　　　・救急小隊：16隊48名
　　　　　　　　　・後方支援隊：20隊52名
　　　　　　　　　・特殊装備小隊：１隊５名
　　　　　　　　　　※静岡市消防局内に派遣隊との連絡調整のための後方支援本部を設置
(4) 活動内容　火災消火、被災者の救助活動等
(5) 他県派遣状況　10県（群馬県隊、新潟県隊、福井県隊、岐阜県隊、愛知県隊、
　　　　　　　　　　　　　　　　京都府隊、大阪府隊、奈良県隊、和歌山県隊）
(6) 活動状況（１月１日　23時現在）
　　１月１日 21：15　先遣隊が被災地に向けて各消防本部を出発
                21：50　静岡県隊が被災地に向けて各消防本部を出発
    １月２日　 5：00　進出拠点(金沢競馬場)に到着予定



提 供 日 2024/01/02

タイトル 令和６年能登半島地震による被害状況について【第２
報】（訂正）（１月２日11時00分現在）

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 静岡県危機報道官

TEL 054-221-3594

１　概要
　令和６年１月１日に石川県で発生した最大震度７の地震については、以下のとおりである。なお、本県では被害はないものであ
る。
　本日11:30をもって情報収集体制を廃止する。

２　地震の概要
（１）発生日時
　　　令和６年１月１日(月) 16時10分
（２）震源地
　　　石川県能登地方（輪島の東北東30km付近、北緯37度29.7分、東経137度16.2分、マグニチュード7.6、深さ16km）
（３）県内市町の最大震度
　　　震度４　：袋井市
　　　震度３　：浜松市、磐田市、掛川市、湖西市、菊川市、沼津市、
　　　　　　　　富士宮市、富士市、御殿場市、焼津市、牧之原市
　　　震度２　：御前崎市、森町、三島市、裾野市、清水町、長泉町、小山町、
　　　　　　　　静岡市、島田市、藤枝市、吉田町、川根本町、伊豆の国市、
　　　　　　　　河津町、南伊豆町、松崎町、西伊豆町、函南町
　　　震度１　：熱海市、伊東市、下田市、伊豆市、東伊豆町
（４）県外の主な震度
　　　震度７　：石川県能登
　　　震度６弱：新潟県中越
　　　震度５強：新潟県上越、新潟県下越、新潟県佐渡、富山県東部、
　　　　　　　　富山県西部、石川県加賀、福井県嶺北
　　　震度５弱：長野県北部、岐阜県飛騨

３　津波の概要
（１）津波警報等の発表状況
警報等の種類 発表範囲 発表 解除
大津波警報 石川県能登 １日16:22 １日20:30

山形県、新潟県上中下越、佐渡、富山
県、石川県加賀、福井県、兵庫県北部

１日16:22 ２日01:15津波警報

石川県能登 １日20:30 ２日01:15
北海道太平洋沿岸西部、北海道日本海
沿岸北部、北海道日本海沿岸南部、青
森県日本海沿岸、秋田県、京都府、鳥
取県、島根県出雲・石見、壱岐・対馬

２日10:00

福岡県日本海沿岸、佐賀県北部 ２日02:30
隠岐、山口県日本海沿岸

１日16:22

２日07:30

津波注意報

山形県、新潟県上中下越、佐渡、富山
県、石川県加賀、石川県能登、福井
県、兵庫県北部

２日01:15 ２日10:00

（２）津波の観測状況
観測点名 観測予報区名 第一波到達時刻 これまでの最大波

輪島港 石川県能登 １日16:10 １日16:21 1.2ｍ以上
金沢 石川県加賀 -- １日19:09 0.9ｍ
酒田 山形県 １日17:12 １日19:08 0.8ｍ
富山 富山県 １日16:13 １日16:35 0.8ｍ
瀬棚港 北海道日本海沿岸南部 １日17:54 １日18:26 0.6ｍ
境港市境 鳥取県 １日18:14 １日22:30 0.6ｍ
岩内港 北海道日本海沿岸南部 １日17:18 ２日00:26 0.5ｍ
奥尻島奥尻港 北海道日本海沿岸南部 -- １日18:07 0.5ｍ
七尾港 石川県能登 １日16:37 １日18:59 0.5ｍ
敦賀港 福井県 １日17:33 １日20:28 0.5ｍ
飛島 山形県 １日16:57 １日17:52 0.4ｍ
柏崎市鯨波 新潟県上中下越 １日16:31 １日16:36 0.4ｍ
舞鶴 京都府 -- ２日00:43 0.4ｍ
豊岡市津居山 兵庫県北部 -- １日19:20 0.4ｍ
利尻島沓形港 北海道日本海沿岸北部 １日18:51 １日23:45 0.3ｍ
江差 北海道日本海沿岸南部 １日17:55 １日19:45 0.3ｍ
深浦 青森県日本海沿岸 １日17:02 １日18:04 0.3ｍ
秋田 秋田県 １日17:23 １日23:36 0.3ｍ
新潟 新潟県上中下越 １日16:56 １日17:09 0.3ｍ
佐渡市鷲崎 佐渡 １日16:32 １日21:15 0.3ｍ
浜田 島根県出雲・石見 １日18:30 １日21:46 0.3ｍ
隠岐西郷 隠岐 -- １日17:50 0.3ｍ
対馬比田勝 壱岐・対馬 １日18:53 ２日00:01 0.3ｍ
留萌 北海道日本海沿岸北部 -- ２日01:00 0.2ｍ
石狩湾新港 北海道日本海沿岸北部 １日19:16 ２日01:06 0.2ｍ
小樽市忍路 北海道日本海沿岸北部 １日18:37 ２日00:18 0.2ｍ
岩美町田後 鳥取県 -- １日19:18 0.2ｍ
壱岐島郷ノ浦港 壱岐・対馬 -- ２日00:51 0.2ｍ



唐津港 佐賀県北部 -- ２日00:03 0.1ｍ
玄海町仮屋 佐賀県北部 -- ２日00:35 0.1ｍ
奥尻島松江 北海道日本海沿岸南部 １日17:17 １日18:01 微弱

４　県内の人的・物的被害
　・現時点で人的・物的被害の報告なし
　・土木施設被害なし

５　国の対応
日にち 時間 内容

20時00分 特定災害対策本部会議開催
20時00分 名称を「令和６年能登半島地震」と定める
21時00分 ３県33市町村に災害救助法を適用
22時00分 ４県47市町村に災害救助法適用を拡大

１日

23時30分頃 特定災害対策本部を非常災害対応本部に引き上げる
ことを決定

２日 09時15分 非常災害対策本部会議を開催

６　県の対応
日にち 時間 内容

16時10分 情報収集体制設置
16時40分 浜岡原子力発電所確認　異常なし、外部影響なし
20時05分 静岡県警が広域緊急援助隊を派遣

１日

21時15分 静岡県緊急消防援助隊を派遣（66隊241名）
２日 09時46分 DMAT派遣を決定（４チーム）

７　配備体制
（１）県

所　属 配備体制 所　属 配備体制
賀茂地域局 －

危機管理部
1/2 11:30廃止

事前配備（情報収集体制） 東部地域局 －
中部地域局 －

交通基盤部
1/2 10:00廃止

（第１次事前配備体制） 西部地域局 1/1 22:43廃止
（事前配備（情報収集体制））

（２）市町
市町名 体制 設置 廃止

沼津市 事前配備体制 １日　16時33分 １日　19時00分
富士宮市 事前配備体制 １日　16時30分 １日　20時00分
浜松市 事前配備体制 １日　16時30分 １日　22時27分

災害対策本部
（事前配備体制に移行）

１日　16時45分 １日　18時30分袋井市

事前配備体制 １日　18時30分 １日　20時30分
湖西市 事前配備体制 １日　16時30分 １日　18時31分

８　ライフライン等の状況
　・ライフライン等の被害なし

９　応援部隊の派遣状況
（１）静岡県緊急消防援助隊
　・日　　時　令和６年１月１日（月）21時15分出動
　・派遣場所　石川県珠洲市
　・派 遣 隊 静岡県緊急消防援助隊  68隊239名
　　※静岡市消防局内に派遣隊との連絡調整のための後方支援本部を設置・ 活動内容　火災消火、被災者の救助活動等
　・他県派遣状況　10 府県（群馬県隊、新潟県隊、福井県隊、岐阜県隊、愛知県隊、 滋賀県隊 、京都府隊、大阪府隊、奈良県隊、
和歌山県隊）
　・活動状況（１月１日　23時現在）
　　１月１日 21：15　先遣部隊が被災地に向けて各消防本部を出発
　　　　　　 21：50　静岡県隊が被災地に向けて各消防本部を出発
　　１月２日 10：40　進出拠点(金沢競馬場)に到着（動態情報システムより）

（２）広域緊急援助隊警備部隊
　・派遣部内　広域緊急援助隊警備部隊　大隊長以下65名
　・集結日時　令和６年１月１日（月）22時00分
　・集結場所　新東名高速道路浜松SA
　・活動状況　１月２日　石川県着

（３）災害派遣医療チーム（DMAT）
　・派遣元　　静岡県立総合病院
　　　　　　　浜松医科大学付属病院
　　　　　　　磐田市立総合病院
　　　　　　　聖隷浜松病院
　　　　　　　静岡赤十字病院
　　　　　　　順天堂大学医学部付属静岡病院
　・参集先　　公立能登総合病院
　・活動状況
　　１月２日　9:30　DMAT県本部設置
　　　　　　　9:46　派遣決定（６チーム）



提 供 日 2024/01/03

タイトル 令和６年能登半島地震による被災地への備蓄食料の提
供

担　　当 危機管理部 危機対策課

連 絡 先 静岡県危機報道官

TEL 054-221-3594

１　要　旨
　　石川県の要請に基づき、県で所有する備蓄食料7,320食を静岡県トラック協会の協力のもと石川県かほく市に輸送した。

２　輸送先
　　石川県かほく市役所（石川県かほく市字野気二81）

３　品目等
品目 数量（箱） 数量（食）

サバイバルパン 170 4,080
アルファ化米 66 3,240

　　
４　輸送計画
　　１月３日(水)14時00分　トラック協会のトラックが県庁に到着
　　　　 　　　　 　　　　物資の積込みを開始
　　１月３日(水)15時00分　石川県かほく市へ向け出発



提 供 日 2024/01/04

タイトル しずおか健幸惣菜クッキングセミナーをクッキングス
タジオからライブ配信します

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2779

　　　クッキングスタジオからライブ配信！
しずおか健幸惣菜オンラインクッキングセミナーの開催

（要旨）
　県では、県民の食生活を応援するため、社員食堂などで「しずおか健幸惣菜」の提供を進めています。
　より多くの給食施設で健幸惣菜を取り入れていただけるよう、「しずおか健幸惣菜」３品の調理デモンストレーションを行うセ
ミナーを、クッキングスタジオからのライブ配信により開催します。
　しずおか健幸惣菜の普及にあたり、県がオンラインクッキングセミナーを行うのは初めてです。

１　クッキングセミナー概要

　　○日　時　　令和６年１月12日（金）　午後２時～３時30分

　　○配信会場　静岡ガス エネリアショールーム静岡 クッキングスタジオ
　　　　　　　　（静岡市駿河区八幡１-５-38）

　　○内　容　　・しずおか健康惣菜とは　　静岡県健康増進課

              　 ・クッキングデモンストレーション
　　　　　　　　　しずおか健幸惣菜　３品
　　　　　　　　　「白菜ともやしの煮物　柚子胡椒風味」
　　　　　　　　　「米粉deトマ味噌ヤンニョムチキン」
　　　　　　　　　「ひじきと切干大根のピリ辛ガーリックソテー」

　　　　　　　　　講師　静岡ガス エネリアショールーム静岡 クッキングスタジオ
　　　　　　　　　　　　好川紗帆　管理栄養士

　　○対象者 　 給食施設の管理栄養士、栄養士、調理師、調理員等
　　　　　　  

２　取材について

　取材を希望される場合は、当日配信会場にお越しください。取材に関するお問合せは静岡県健康増進課(054-221-2779)へお願い
します。

※「しずおか健幸惣菜」とは　
組み合せることで栄養バランスのとれた食事につながるおかずのことで、静岡県が基準（エネルギー量、食
塩相当量、野菜量、肉・魚・卵大豆製品量）を定めています。
詳細は県ホームページ、しずおか健幸惣菜サイトに掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1003105/1024517.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1003105/1024517.html


提 供 日 2024/01/04

タイトル 産学官連携により開発した「しずおか健幸惣菜」弁当
販売に向け関係者試食会を開催

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 健康増進班

TEL 054-221-2779

　　　産学官連携！
「しずおか健幸惣菜」弁当販売に向けた試食会を開催

（要旨）
　望ましい食生活を実践するためには、一人ひとりの取組に加え、地域の環境の影響も大きく、弁当・惣菜販売店などの民間企業
と協働して食環境の向上を図ることが不可欠です。
　県では、組み合わせることで、栄養バランスのとれた食事につながるおかずを「しずおか健幸惣菜」として基準を定め、この提
供の拡大を図っています。
　この取組に賛同の意向を示した株式会社天神屋が、静岡社会健康医学大学院大学溝田准教授（専門 ナッジ、ヘルスコミュニ
ケーション等）の助言を受け、「しずおか健幸惣菜」のお弁当を開発したため、販売に向けた関係者試食会を行います。
　ナッジや行動経済学の考え方を取り入れた初めての試みです。

１　試食会概要

　　○日　時　令和６年１月11日（木）　午前11時～11時30分

　　○場　所　静岡県庁別館８階第一会議室Ｃ

　　○出席者　株式会社天神屋　執行役員　販売部部長　遠藤　直哉　氏
　　　　　　　　　　　　　　　 広報部部長　鈴木　実里　氏
　　　　　　　　　　　　　　　 商品本部商品企画部　中山　一仁　氏

               公立大学法人静岡社会健康医学大学院大学　
                               准教授　溝田　友里　氏　　

               静岡県健康づくり食生活推進協議会
                               会長　渡邉　良子　氏　　

　　○内　容  ・静岡県からしずおか健幸惣菜の説明
　　　　　　  ・(株）天神屋から弁当開発の趣旨説明
　　　　　　  ・溝田准教授からコメント
　　　　　　  ・試食
　　　　　　  ・お弁当名称の決定

２　その他

　報道機関の方用の試食を各社１食御用意していますが、追加等の要望がありましたら、１月９日（火）正午までに担当へ御連絡
ください。
　　 

※「しずおか健幸惣菜」とは
組み合せることで栄養バランスのとれた食事につながるおかずのことで、静岡県が基準（エネルギー量、食
塩相当量、野菜量、肉・魚・卵大豆製品量）を定めています。
詳細は県ホームページ、しずおか健幸惣菜サイトに掲載しています。
https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1003105/1024517.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kenkofukushi/kenkozukuri/kenkodukuritorikumi/1003105/1024517.html


提 供 日 2024/01/04

タイトル 障害者手帳にかかる情報連携の再開

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害福祉課

連 絡 先 手帳手当班、知的障害福祉班、精神保健福祉班

TEL 054-221-3319

１　要　旨
　静岡県では、障害者手帳において、マイナンバー法に基づく情報連携を停止して総点検を行っておりましたが、令和６年１月
15日（月）から情報連携を再開することといたしました。
　再開は、紐付け誤りの修正が完了しない方や本人確認できていない方などを除いて行います。
　そのため、マイナポータルで御自身の手帳情報を確認できない場合がありますので、該当される方で御不明な点などございまし
たら、個別に２の問合せ先まで御相談等いただきますようお願いいたします。

２　問合せ先
手帳の種類 担　当 電話番号

　身体障害者手帳 　障害福祉課手帳手当班 　054-221-3319
　療育手帳 　障害福祉課知的障害福祉班 　054-221-2367
　精神障害者保健福祉手帳 　精神保健福祉センター手帳手当班 　054-286-9283



提 供 日 2024/01/04

タイトル 令和６年能登半島地震への対応（健康福祉部関連）
（１月４日12時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連）については、以下のとおりで
ある。

２　支援状況
（１）ＤＭＡＴ派遣・活動状況
　　・第１次隊は、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　　（1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等）
　　　（1/4 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等）

第１次隊（派遣決定・活動中） 第２次隊（派遣決定）
病院名 人数 派遣期間 病院名 人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属
静岡病院 5人 1/3～1/5 伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/3～1/5 静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9
静岡赤十字病院 6人 1/3～1/6 静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9
磐田市立総合病院 4人 1/3～1/6 焼津市立総合病院 5人 1/5～1/8
中東遠総合医療セン
ター 4人 1/3～1/5 藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松医科大学医学部附
属病院 6人 1/3～1/6 浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

聖隷浜松病院 6人 1/3～1/5 聖隷三方原病院 4人 1/4～1/8
計 36人 計 35人

※上記の他、ＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動中

（２）ＤＰＡＴ派遣・活動状況
　　・先遣隊は、石川県ＤＰＡＴ調整本部の指示に従い活動予定
　　　（現地到着、待機中）

先遣隊 第２次隊（出動予定）
病院名 人数 派遣期間 病院名 人数 派遣期間

県立こころの医療セン
ター 3人 1/3～1/8 調整中

（３）ドクターヘリ
　　・１月４日～５日まで応援要請有、聖隷三方原病院ドクヘリが活動中



提 供 日 2024/01/04

タイトル アジア競技大会・アジアパラ競技大会優勝者等への知
事顕彰授与式

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班、生涯・パラスポーツ班

TEL 054-221-3177

アジア競技大会・アジアパラ競技大会優勝者等への知事顕彰授与式

　令和５年に開催されたアジア競技大会・アジアパラ競技大会において、顕著な成績を挙げた本県ゆかりのアスリート及びパラアスリー
トに対し、知事顕彰を授与する。

１　日　時　　令和６年１月11日（木）　午後５時から５時30分まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　場　所　　ホテルグランヒルズ静岡　４階　クリスタルルーム
　　　　　　　　（静岡市駿河区南町18－１）
　　　　　　　
３　次　第　　(1) 開式
　　　　　　　　(2) 知事顕彰状授与
　　　　　　　　(3) お祝いの言葉
　　　　　　　　(4) 閉式

４　受彰者　 第19回アジア競技大会（2022/杭州）メダリスト　39名
　　　　　　　　杭州2022アジアパラ競技大会メダリスト　　　　　５名
　　　　　　　　※詳細は別紙「出席者一覧」参照　　　　               

５　問い合わせ先　
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課　
       競技スポーツ班、生涯・パラスポーツ班
　　　電話054-221-3177、3284
       FAX054-221-2980



提 供 日 2024/01/04

タイトル 令和６年能登半島地震　被災建築物応急危険度判定業
務に係る職員派遣

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

令和６年能登半島地震　被災建築物応急危険度判定業務に係る職員派遣

１　要　旨
　「災害時等の応援に関する協定書(中部９県１市

※１
)」及び「被災建築物応急危険度判定要綱

※２
」に基づき、中部圏ブロック協議会

を通じて石川県から要請のあった、被災建築物の応急危険度判定支援のための建築技術職員を派遣する。
（１月５日に第１陣６名が出発し、１月６日～17日まで延べ12日間の判定活動を予定）

※１ 富山県、石川県、福井県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県、滋賀県及び名古屋市
※２ 要綱は「全国被災建築物応急危険度判定協議会」が作成（全国６ブロックの判定協議会ごと支援）

２　判定士派遣計画（現時点での派遣決定分）

※ 平成28年の熊本地震では、４月17日～28日まで延べ12日間活動（第４陣まで各３日間）

＜参考：石川県から中部圏ブロック協議会への要請内容＞
・約３万棟の被害を想定した広域支援要請（１日当たり64人、20日間延べ1,280人）
・判定実施期間：１月４日（木）から１月23日（火）まで
・判定対象地域： 当面 は 七尾市 、 志賀町( しかまち) 、 羽昨( はくい) 市 、 中能登町 、 穴水町 の ５ 市町 にて 判定 を 実施（道路寸断によ
り判定が実施できない珠洲市、能登町、輪島市では、その後に順次実施予定）

＜参考：地震被災建築物応急危険度判定＞
・ 余震等 による 被災建築物 の 倒壊 、 部材 の 落下等 から生ずる二次災害を防止し、住民の安全の確保を図るため、建築物の被害の状
況を調査し、余震等による 二次災害発生 の 危険 の 程度 の 判定 ・ 表示等 を 行 うことをいう。



提 供 日 2024/01/04

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第２報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨
　　令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、現在、静岡県緊急
　消防援助隊（第１陣）が被災地において、救助活動等に従事している。
　　令和６年１月４日（木）には、第２陣が被災地に向けて出動し、第１陣と交代して、１月５
　日から継続して救助活動等に従事する。

２　派遣概要
(1) 日　　時　令和６年１月４日（木）16時出動
(2) 派遣場所　石川県珠洲市
(3) 派 遣 隊  静岡県緊急消防援助隊（第２陣）  67隊　232名
　　　 　　　　 （内　訳）
　　　　　　　　　・指揮隊：１隊５名
　　　　　　　　　・消火小隊：21隊94名
　　　　　　　　　・救助小隊：７隊31名
　　　　　　　　　・救急小隊：15隊45名
　　　　　　　　　・後方支援隊：22隊53名
　　　　　　　　　・特殊装備小隊：１隊４名
　　　　　　　※静岡市消防局内に派遣隊との連絡調整のための後方支援本部を設置
(4) 活動内容　被災者の捜索及び救助活動等
(5) 他県派遣状況　10府県（群馬県隊、新潟県隊、福井県隊、岐阜県隊、愛知県隊、

京都府隊、大阪府隊、奈良県隊、和歌山県隊、滋賀県隊）
(6) 活動状況（１月４日　16時現在）
　　１月１日 21:15　先遣部隊が被災地に向けて各消防本部を出発
　　　　　　   21:50　静岡県隊（第１陣）が被災地に向けて各消防本部を出発
　　１月２日   9:35　進出拠点(金沢競馬場)に到着
　　１月２日 14:15　指揮隊員２名、救助隊員６名を東京消防庁ヘリ（はくちょう）
　　　　　　　   　　　により珠洲市へ移動
　　１月３日   7:30　珠洲市に移動した隊員８名が宝立町鵜飼地区で捜索活動開始
　　１月４日   9:45　静岡県隊（第１陣）が珠洲市南西部地域で捜索活動開始
　　１月４日 16:00　静岡県隊（第２陣）が被災地へ向けて出動

　 　１月５日～　　　 静岡県隊（第１陣）と交代して活動開始予定



提 供 日 2024/01/04

タイトル 駐日ドイツ連邦共和国大使館駐在武官による知事表敬
の実施

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3254

駐日ドイツ連邦共和国大使館駐在武官が
知事を表敬訪問します。

１　要　旨

・　第一次世界大戦時、捕虜となったドイツ軍将兵のうち107人が静岡市内の俘虜（ふりょ）収容所に収容されていました。
・　同収容所で亡くなった１人のドイツ兵のお墓が、静岡市葵区沓谷の旧陸軍静岡墓地に建立され、地元自治会等により今も供養されていま
す。
・　駐日ドイツ連邦共和国大使館駐在武官が、お墓の維持管理を続ける地元の方々との面会等のため本県を訪問するにあたり、知事を表敬
訪問します。

2　概　要

日　時  令和６年１月10日（水）　16時15分～16時45分

場　所  静岡県庁別館９階　第一特別会議室

訪問者  ラルフ・ペルジケ　駐日ドイツ連邦大使館駐在武官(空軍大佐)ほか

同席者  松村 地域外交担当部長、八木 健康福祉部長 ほか

次　第

川勝知事挨拶
駐在武官挨拶
懇談
記念品贈呈、写真撮影
終了

言　語  ドイツ語（日本語通訳あり）



提 供 日 2024/01/05

タイトル 「富士特別支援学校展」の開催～つながる色　ひろが
る表現～

担　　当 教育委員会 富士特別支援学校

連 絡 先 教頭　村上

TEL 0545-36-2345

「富士特別支援学校展」の開催
～つながる色　ひろがる表現～

　富士特別支援学校の児童生徒が、２学期に学習活動で制作した図工・美術作品や作業製品の展示を通して、学習の成果を発表し
ます。
　今年度開校した富士東分校を含めた、３校初の同時開催です。児童生徒の力作をぜひご覧ください。

１　開催日
　　令和６年１月11日（木）～１月23日（火）　※休館日：月曜日
　　午前９時から午後７時まで（最終日は午後２時まで）

２　会　場
　　富士市立中央図書館　本館エントランスホール
　　（住所：富士市永田北町３－７）

３　内　容
　・学校紹介パネルの展示
　・本校と富士宮分校、富士東分校の児童生徒の図工・美術作品、作業製品の展示

４　その他
　　会場への入場は無料です。
　　
５　問い合わせ先
　　静岡県立富士特別支援学校
　　電　話：0545-36-2345
　　担　当：教頭　村上　智美

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/01/05

タイトル 令和５年度静岡県西部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　内田さち子　

TEL 054-221-3146

令和５年度静岡県西部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
　　令和６年１月12日（金）　午後４時30分から８時10分まで

２　会　場
　　浜松市浜北文化センター（浜松市浜名区貴布祢291－１）　

３　展示部門　午後４時30分から７時　場所：３階大会議室
学　校　名 作　品　内　容
新居高校 書道、被服手芸、ポスター

磐田南高校 美術、被服手芸、ポスター
浜松大平台高校 美術、被服手芸、工芸、写真

浜松北高校 美術、書道、被服手芸、工芸、写真
浜松工業高校 美術、被服手芸、工芸、研究その他

浜名高校 美術、被服手芸、工芸、ポスター
鹿島学園高校 美術、写真、ポスター

４　ステージ部門　午後５時30分から８時10分　場所：大ホール
　(1)　開会式
　　　開会宣言
　　　事務局校校長挨拶　　浜松大平台高等学校長　　清水　淳次
　(2)　表彰式　作品展示部門・ポスター部門　最優秀賞表彰
　　　新居高校　３年イケダさん　２年ペレイラさん
　(3)　ステージ発表　

順　番 学　校　名 グループ名 発　表　内　容

１
生活体験発表

優勝者 磐田南４年生 「こんなもん、なんでもねぇな」

２ 浜松工業高校 課題研究１班 学習成果発表
３ 浜松工業高校 課題研究２班 研究発表、実演
４ 新居高校 1年生 合唱「正解」
５ 浜名高校 浜名１年 合唱　２曲
６ 磐田南高校 ひろ Solo performance　３曲

休　憩
７ 浜松大平台高校 あおい 弾き語り（ギター）３曲
８ 磐田南高校 DENKI(デンキ) Solo performance　３曲

９
浜松北高校 １年生＆

KAZUO ダンス１曲、歌曲

10 浜松大平台高校 スポーツIV・
ILLUSION ダンス　

11 浜名高校 Dark　Angels ダンス６曲
12 浜松北高校 ＵＤＳ ダンス　ミックス曲

(4) 閉会式
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/01/05

タイトル 工事請負契約等に係る入札参加停止解除

担　　当 交通基盤部 建設経済局建設業課

連 絡 先 建設業班

TEL 054-221-3059

工事請負契約等に係る入札参加停止解除

下記業者に対する、入札参加停止措置を解除しました。

　１　入札参加停止解除の内容
　（１）公契約関係競売入札妨害等の疑いで逮捕された有資格業者の使用人が不起訴処
　　分となったことが、静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第４条第６
　　項（入札参加停止の期間の特例）に該当する。
　（２）公契約関係競売入札妨害等の疑いで逮捕された有資格業者の使用人が不起訴処
　　分となったことが、物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第３条第６
　　項（入札参加停止期間の特例）に該当する。

　２　措置対象業者及び停止期間
項目 措置対象業者
商号 ランドブレイン株式会社

代表者氏名 代表取締役社長　吉武　祐一
本店所在地 東京都千代田区平河町１-２-10
停止期間 ６か月

　３　入札参加停止解除の理由
　　  株式会社久米設計の九州支社長及びランドブレイン株式会社の社員らは、宮崎県串
   間市発注の入札において、公正な入札を妨害したとして、令和５年11月16日に公契約関
   係競売入札妨害等の疑いで逮捕された。これを受け、本県は同年12月５日から６か月の
   入札参加停止措置を講じたところであるが、同年12月27日、ランドブレイン株式会社社員
   の当該容疑について、宮崎地方検察庁が不起訴処分とした。
　
　４　入札参加停止の解除日
　　　令和６年１月５日

　　（参考）
　　　静岡県工事請負契約等に係る入札参加停止等措置要綱第４条第６項

措置要件
知事は、入札参加停止の期間中の有資格業者が、当該事案について責めを負わないこと
が明らかになったと認めたときは、当該有資格業者について入札参加停止を解除するもの
とする。

物品調達等及び一般業務委託に係る入札参加停止基準第３条第６項
措置要件

入札参加停止の期間中の業者が、当該事案について責めを負わないことが明らかになっ
たと認めたときは、当該業者について入札参加停止を解除するものとする。



提 供 日 2024/01/05

タイトル 世界かんがい施設遺産に登録された「北山用水（富士
宮市）」及び「本宿用水（長泉町）」の関係者が知事
を表敬訪問します

担　　当 経済産業部 農地局農地計画課

連 絡 先 事業調整班

TEL 054-221-2715

世界かんがい施設遺産に登録された「北山用水（富士宮市）」
及び「本宿用水（長泉町）」の関係者が知事を表敬訪問します。

１　要旨
　　　世界かんがい施設遺産に登録された「北山用水（富士宮市）」及び「本宿用水（長泉町）」の関係者が知事に登録を報告しま
す。

２　概要
（１）時　間：令和６年１月11日（木）午後４時から４時20分
（２）場　所：知事室（県庁東館５階）
（３）出席者：富士宮市長、北山用水運営協力委員会 委員長
　　　　　　　長泉町長、本宿共有財産管理委員会 会長　　他７名程度　

【参考】登録施設
施設名 北山用水 本宿用水
申請者 富士宮市北山用水

運営協力委員会　会長
本宿共有財産管理委員会

委員長

施設概要

供用開始：1582年
受益面積：110ｈａ
施設構造：水路　Ｌ＝10ｋｍ

　　　　　（掛樋６基、開渠樋１基）

供用開始：1603年
受益面積：2.2ｈａ
施設構造：隧道　Ｌ＝0.5ｋｍ
　　　　　 　水路　Ｌ＝0.5ｋｍ

　　　※施設構造は造成当時

【参考】：世界かんがい施設遺産について】
〇登録基準

下記（１）～（３）の基準を全て満たす施設
（１）建設から100年以上経過していること
（２）ダムや堰、水路等のかんがい施設であること
（３）次の基準を一つ以上満たすこと

　　　・地域における農業発展、食料増産等に大きく貢献した施設であるもの
　　　・設計、施工等の技術が当時としては革新的なもの　等他７つ

　〇登録状況（2023年まで）
　　　今回の登録で静岡県は登録施設数が日本一となりました。

世界 うち国内 うち県内

登録施設数
１61

（１9カ国）
51

（２８府県）

６
深良用水、源兵衛川、
寺谷用水、香貫用水、
北山用水、本宿用水

　　　　



提 供 日 2024/01/05

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第522報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（12/22～1/4）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の108頭で、うち３頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、57番目（582例目）、75番目（583例目）、83番目（584例目）です。

平成30年９月以降、13,801頭（死亡381頭、捕獲13,420頭）の検査を実施し、584頭の陽性（死亡169頭、捕獲415頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/01/05

タイトル 【1/10当日取材のお願い】個店がつなぐ地域の未来～
「地域のお店」デザイン表彰　表彰式＆フォーラムを
開催します～

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 商業まちづくり班

TEL 054-221-2524

【 1/10当日取材のお願い】 　

個店がつなぐ 地域の未来
～「 地域のお店」 デザイ ン表彰　 表彰式＆フ ォ ーラ ムを 開催し ます～

県では、お客様との関係づくり、地域・社会貢献など広い意味での「デザイン」の観点から魅力と個性に優れた個店を表彰する
「地域のお店」デザイン表彰を行っています。
このたび、以下のとおり、令和５年度表彰式＆フォーラムを開催します。

１　表彰式＆フォーラムの概要
（１）日　時　令和６年１月10日（水）午後１時30分～３時（受付：午後１時～）
（２）会　場　浮月楼２階「月光の間」（静岡市葵区紺屋町11-１）
（３）参加者　ふじのくに魅力ある個店・市町・商工団体関係者、一般
（４）内　容
　第１部　表彰式（午後１時30分～１時50分）
　　　　　各賞の授与（プレゼンター　県知事）
　第２部　フォーラム
　　ア　受賞店紹介（午後２時～２時25分）
　　　　令和５年度受賞店５店舗の紹介
　　イ　クロストーク（午後２時25分～３時）
　　　　受賞店代表者、審査委員とのトークセッション
　　　　進行：審査委員長　指出一正氏（「ソトコト」編集長）
（５）PRコーナー
　　　会場内に受賞店の商品、パンフレット等を展示（午後１時～３時）

２　問合せ先
　　静岡県経済産業部商工業局地域産業課商業まちづくり班
　　電話番号/054-221-2524　FAX番号/054-221-5002
　　E-mail/mati@pref.shizuoka.lg.jp
　　ホームページ/https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040478/1047503/1057620.html

〈参考〉令和５年度「地域のお店」デザイン表彰　受賞店
賞名 店舗名（所在市町名）

大賞（知事賞） 柚野商店（富士宮市）

優秀賞 茶の庭（掛川市）

特別賞 萩原こうじや（藤枝市）、Vieni KANDA（伊豆市）、cafe flat（森町）
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040478/1047503/1028527.html

mailto:mati@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040478/1047503/1057620.html
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/shokogyoservice/1040478/1047503/1028527.html


提 供 日 2024/01/05

タイトル 令和６年「はたちの献血」キャンペーン
～「はたち」の若者に献血を呼びかけます～

担　　当 健康福祉部 生活衛生局薬事課

連 絡 先 薬事企画班

TEL 054-221-2412

１　要旨
　「はたちの献血」キャンペーン（毎年、１月１日から２月末日まで）の一環として、以下のとおり、街頭キャンペーンを実施
し、「はたち」の若者を中心として、広く県民の皆様に献血への協力を呼び掛けます。

２　主催
　静岡県，静岡県赤十字血液センター

３　開催日時
　令和６年１月10日（水）午前７時40分から午前８時30分まで
（配布物がなくなり次第終了）

４　実施場所
　JR静岡駅構内

５　実施内容
　啓発資材（献血ルーム案内チラシ）の配布、のぼり旗・プラカードの掲出、「けんけつちゃん」の着ぐるみによる啓発

６　参加者
　静岡県赤十字血液センター
　静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課職員　計15人

７　その他
　ＪＲ駅敷地内での取材、撮影等については、事前に以下の連絡先への連絡・手続等が必要となりますので、直接お申し込みくだ
さい。
　連絡先：東海旅客鉄道株式会社　静岡広報室　

※令和６年静岡県「はたちの献血」キャンペーン
令和６年１月１日から２月29日までの２か月間、献血者が減少しがちな冬期において安全な血液製剤の安定供給を確保すること

を目的に、「はたち」の若者を中心として、広く県民の皆様に献血に関する理解と協力を求めるとともに、県民一人一人に献血の
重要性を普及啓発し、献血運動を盛り上げることを目的に実施しています。
現在、若年層による献血への協力が減少しており、今後の人口動態を考慮すると献血可能人口の減少が推定されることから、今

後の安定的な血液確保のためには、将来の献血を支える若い世代の協力が必要です。



提 供 日 2024/01/05

タイトル 令和６年能登半島地震への対応（健康福祉部関連）
【第２報】（１月５日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第１報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連）については、以下のとおりで
ある。

２　支援状況
（１）ＤＭＡＴ派遣・活動状況
　　・第１次隊は、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動
　　　（1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等）
　　　（1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等）

第１次隊（派遣決定・活動中） 第２次隊（派遣決定）

病院名 人数 派遣期間 病院名 人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属
静岡病院 5人 1/2～1/5 伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5  静岡県立総合病院 5 人 1/5 ～1/8

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6 静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

中東遠総合医療セン
ター 4人 1/2～1/5 静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6 焼津市立総合病院 5人 1/5～1/8

浜松医科大学医学部附
属病院 6人 1/2～1/6 藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5 浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

－ － － 聖隷三方原病院 4人 1/4～1/9

計 36人 計 40人

※上記の他、ＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動中

（２）ＤＰＡＴ派遣・活動状況
　　・ 第 １ 次隊は、石川県ＤＰＡＴ調整本部の指示に従い 活動
　　　（1/4  志賀町内 の 避難所等 を 巡回 、 地域支援 に 関 する 情報収集）
　　　（1/5  被害 が 大 きい 地域 への ＤＰＡＴ 派遣 に 関 する 情報収集等）

 第 １ 次隊 （ 派遣決定 ・ 活動中 ） 第２次隊（出動予定）

病院名 人数 派遣期間 病院名 人数 派遣期間

県立こころの医療セン
ター 3人 1/3～1/8 調整中

（３）ドクターヘリ
　　・１月４日～５日まで応援要請有、聖隷三方原病院ドクヘリが活動中

 （ ４ ） 保健師派遣
　　 ・ １ 月 ６ 日 ～ ２ 月 ５ 日 まで 応援要請有 。 穴水町 へ 派遣予定
　　 ・ １ 月 ５ 日15 時 から16 時30 分 まで 県庁別館 ２ 階第三会議室 Ｂ にて 保健師等派遣説明会開催

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 第 １ 陣 1/ 6( 土) ～1/11( 木)  ４ 人

 第 ２ 陣 1/11( 木) ～1/16( 火)  ４ 人

 第 ３ 陣 1/16( 火) ～1/21( 日)  ４ 人

 第 ４ 陣 1/21( 日) ～1/26( 金)  ４ 人

 第 ５ 陣 1/26( 金) ～1/31( 水)  ４ 人

 第 ６ 陣 1/31( 水) ～2/ 5( 月)  ４ 人

 ４ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 ３ 名 、 事務 １ 名 で 構成
 派遣期間 は 、 移動 、 引継期間 を
 含 む



提 供 日 2024/01/05

タイトル メタバース空間からも参加できる！世界遺産県民講座
とタウンミーティング　受講生募集中

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局富士山世界遺産課

連 絡 先 3746

TEL 054-221-3746

メタバース空間からも参加できる！
世界遺産県民講座とタウンミーティング　受講生募集中

県では、「富士山－信仰の対象と芸術の源泉」及び韮山反射炉を含む「明治日本産業革命遺産　製鉄・製鋼、造船、石炭産業」について

の解説を行う講座を開設します。今年度は、現地参加のほか、メタバース空間からの参加も可能。県内の２つの世界遺産について知識を深

めたい方を募集します。

１　開催概要

講座名 「富士山」と「韮山反射炉」、意外と知らない世界遺産に登録されたワケ

日　　時 令和６年１月27日（土）午後２時00分～午後４時00分（予定）

会　　場
（１）現地参加

プラサ　ヴェルデ　401会議室（沼津市大手町１丁目１－４）
（２）メタバース参加
　申込者に、後日参加URLをメールにて送付します。

定　　員 50名（先着順）

内　　容

（１）「富士山に育まれた日本の絵画」
　講師：静岡県立美術館学芸課　課長　石上　充代　氏
（２）「産業革命遺産と鉄溶解炉」
　講師：公益財団法人江川文庫　学芸員　橋本　敬之　氏
（３）タウンミーティング（自由参加）
　県内の世界遺産に関する各種施策等について意見交換を実施

その他 現地参加者には、世界遺産グッズ（富士山トートバッグ、「明治日本の産業革命
遺産」ノート、ふじっぴークリアファイル等）をプレゼントします！

２　申込方法

現地参加 メタバース参加

担当課
静岡県スポーツ・文化観光部
富士山世界遺産課

静岡県知事直轄組織
広聴広報課

TEL 054-221-3746 054-221-2976

FAX 054-221-3757 054-254-4032

申し込み
・

問い合わせ先

E-mail sekai@pref.shizuoka.lg.jp PR@pref.shizuoka.lg.jp

申込方法
メール、電話、FAXにて「1.応募者全員の氏名」「2.住所」「3.電話番
号」を上記申込先まで御連絡ください。

申込締切 令和６年１月25日（木）

mailto:E-mailsekai@pref.shizuoka.lg.jpPR


提 供 日 2024/01/05

タイトル 今期日本リーグ優勝の靜甲女子ソフトボール部による
ソフトボールクリニック

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　県では、子供たちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　今回は、靜甲株式会社女子ソフトボール部が、静岡県内中学校ソフトボール部員に指導します。

１　開催日　　令和６年１月14日（日)

２　会　 場　　清水庵原球場　第２球場（静岡市清水区庵原3000）
　　　　　　　　 ※雨天中止　　　　　　
　
３　日 　程　　 開講式　                    9時10分～ 9時20分

　　　　　　  クリニック（午前の部）   9時20分～11時50分
　　　　　　　休憩　　　　　　　　　 　11時50分～12時50分
　　　　　　　クリニック（午後の部） 12時50分～15時20分
　　　　　　　閉講式・写真撮影等　15時20分～15時45分

４　参加者　　静岡県内中学校のソフトボール部員及び指導者　約130名
　　　　　　 　　
５　講　師　　靜甲株式会社女子ソフトボール部
　　　　　　　　（第56回日本女子ソフトボールリーグ　優勝）
６　その他
　  　　・取材希望の方は、１月12日(金)正午までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の場合は御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　　　
７　問合せ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/01/05

タイトル 令和６年能登半島地震への本県の支援について（１月
５日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は添付ＰＤＦファイルのとおりです。
今後、支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。



提 供 日 2024/01/06

タイトル 令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施
状況

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3146

令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況

　本日の令和６年度静岡県立高等学校中等部入学者選抜の実施状況等について、下記のとおりお知らせします。

記

１　実施状況
　(1) 静岡県立清水南高等学校中等部
　　　・募集定員：　１０５人
　　　・志願者数：　１５６人
　　　・受検者数：　１５５人
　　　・受検倍率：　１．４８倍（小数第３位を四捨五入）
　
　(2) 静岡県立浜松西高等学校中等部
　　　・募集定員：　１４０人
　　　・志願者数：　３７５人
　　　・受検者数：　３７５人
　　　・受検倍率：　２．６８倍（小数第３位を四捨五入）

２　今後の入学者選抜の日程
　　令和６年１月７日（日）は、面接を行います。

３　選抜結果の通知
　　選抜結果は、令和６年１月17日（水）に、各県立高等学校中等部校長から受検
　者本人及び受検者の在籍する小学校長に郵送にて通知します。

「有徳の人づくり」を進めています
　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/07

タイトル 第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝
した藤枝順心高校に対する知事コメント

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局私学振興課

連 絡 先 指導班

TEL 054-221-2937

　第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会で優勝した藤枝順心高校に対する知事コメントは以下
のとおりです。

【知事コメント】
　第32回全日本高等学校女子サッカー選手権大会の決勝が１月７日にノエビアスタジアム神戸で開催され、藤枝
順心高等学校が、２年連続、史上最多７度目の優勝を成し遂げられました。
　日々厳しい練習を積み重ね、持てる力を十二分に発揮した選手と、それを支えてきた保護者、監督、学校関係
者の皆様に心からお祝いを申し上げます。
　これからも本県の誇りとして、ますますの御活躍を期待しております。



提 供 日 2024/01/07

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第３報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 危機管理部消防保安課消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨
　　令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、現在、静岡県緊急
　消防援助隊が被災地において、救助活動等に従事している。
　　令和６年１月７日（日）には、第３陣が被災地に向けて出動し、第２陣と交代して、１月８
　日（月）から継続して救助活動等に従事する。

２　派遣概要
(1) 日　　時　令和６年１月７日（日）13時出動
(2) 派遣場所　石川県珠洲市
(3) 派 遣 隊  静岡県緊急消防援助隊（第３陣）  67隊　226名
　　　 　　　　 （内　訳）
　　　　　　　　　・指揮隊：１隊５名
　　　　　　　　　・消火小隊：21隊93名
　　　　　　　　　・救助小隊：７隊29名
　　　　　　　　　・救急小隊：14隊42名
　　　　　　　　　・後方支援隊：22隊51名
　　　　　　　　　・特殊装備小隊：２隊６名
　　　　　　　※静岡市消防局内に派遣隊との連絡調整のための後方支援本部を設置
(4) 活動内容　被災者の捜索及び救助活動等
(5) 活動状況（１月７日　16時現在）
　　１月１日 21:15　先遣部隊が被災地に向けて各消防本部を出発
                21:50　静岡県隊（第１陣）が被災地に向けて各消防本部を出発
　　１月２日   9:35　進出拠点(金沢競馬場)に到着
　　１月２日 14:15　指揮隊員２名、救助隊員６名を東京消防庁ヘリ（はくちょう）
　　　　　　　　   　　により珠洲市へ移動
　　１月３日   7:30　珠洲市に移動した隊員８名が宝立町鵜飼地区で捜索活動開始
　　１月４日   9:45　静岡県隊(第１陣)が珠洲市南西部地域で捜索活動開始
　　１月４日 16:00　静岡県隊(第２陣)が被災地へ向けて出動
　　１月５日～　 　　静岡県隊(第２陣)と交代して珠洲市南西部地域で捜索活動実施
    １月７日 13:00　 静岡県隊（第３陣）が被災地へ向けて出動

      １月８日～　　 　静岡県隊（第２陣）と交代して活動開始予定



提 供 日 2024/01/09

タイトル 令和５年度静岡県東部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　内田さち子

TEL 054-221-3146

令和５年度静岡県東部高等学校定時制生徒合同文化祭
兼静岡県高等学校総合文化祭定時制通信制部門の開催

定時制の課程で学ぶ者同士がお互いに交流を図り、文化活動の協同を通して仲間意識を育て、自治及び自立の能力を高め、学習意欲
の向上を目的として合同文化祭を開催します。

１　日　時
　　令和６年１月13日（土）　午前11時から午後４時まで

２　会　場
　　アクシスかつらぎ（伊豆の国市古奈255）　

３　展示部門　午前11時から午後３時まで　場所：多目的ホール
学　校　名 作　品　内　容

下田高校
部活動紹介、工芸教室作品（泥団子、オリジナルＴシャツ）、書道作
品、部活動作品（美術班） 
家庭科作品（SDGsを意識した古着ポーチ、古着筆箱）

伊豆伊東高校 授業作品、部活動・生徒会活動の成果
三島長陵高校 授業作品（美術、書道、家庭科等）

小山高校 授業作品（美術、書道、家庭科）、塩ビ板アート
沼津工業高校 工業作品、美術作品、家庭科作品等

富士高校 書道、絵、写真、その他授業作品等
富士宮東高校 美術、書道、家庭科等

４　ステージ部門　午後1時から４時　場所：大ホール
　(1) 開会式
　　　開式の言葉　　　下田高等学校生徒会長　安田さん
　　　実行委員長挨拶　　　沼津工業高等学校長　望月　保宏

　(2) 静岡県東部高等学校定時制生徒生活体験発表大会　発表
　　　「エンディングロール」　　富士高等学校　４年　伏見さん

　(3) ステージ発表
順 
番 学 校 名 グ ル ー プ 名 発 表 内 容

１ 伊豆伊東高校 伊豆伊東高校バンド部 ギターソロ
２ 伊豆伊東高校 伊豆伊東高校バンド部 ロックバンド

３
伊豆伊東高校

下田高校
伊豆伊東・下田合同バンド ロックバンド

４ 富士高校 Ｈ＆Ｍ 弾き語り
休憩

５ 学校紹介
６ 沼津工業高校 沼工ダンスプロジェクト ダンス
７ 沼津工業高校 松下 さん オペラ
８ 富士高校 Niキヘルト 合唱
９ 三島長陵高校 合唱部 合唱
10 三島長陵高校 吹奏楽部 演奏

(4) 閉会式
　　講   評　　下田高等学校長　石田 金也 
　　閉式の言葉　下田高等学校生徒会　細谷さん  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会　



提 供 日 2024/01/09

タイトル 県議会高校出前講座の実施（1月及び2月実施）（取材
案内）

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 議会事務局 政策調査課

TEL 054-221-3483

県議会高校出前講座を実施します。(取材案内)

　県議会では、若者の政治への関心を高めるとともに、県議会を身近に感じてもら
うため、県議会議員が高校に出向き、生徒と意見交換を行う「県議会高校出前講
座」を実施しています。
　本年度は全13校での実施を予定しており、１月及び２月は以下の４校にて実施します。

学校名 日時 意見交換テーマ 学年等・人数 出席議員数

１
県立伊豆総合

高等学校
（伊豆市）

１月16日(火)
14:20～15:10

投票率を向上させるための
課題と解決策

３年生
20人

３人

２ 県立清水東高等学校
※県庁にて実施

１月19日(金)
14:00～15:00

教育について
・スマホによる学力低下
・学校でのジェンダー平等
・教職員の人手不足、過重労働

新聞部
５人

３人

３ 県立清水南高等学校
（静岡市清水区）

１月23日(火)
15:50～16:50

若者の県外流出 課題と解決策 中高生徒会
28人

３人

４
県立富士高等学校

定時制
（富士市）

２月８日(木)
19:30～20:15

「住みたくなる街づくり」のための
課題と取り組み

２年生
22人

３人

 ※ 当日 、 取材 をしていただける 場合 は 、 詳細 をご 説明 いたしますので 、
　 事前 に 議会事務局政策調査課 まで 連絡 をお 願 いします 。



提 供 日 2024/01/09

タイトル 県議会特別委員会の開催

担　　当 議会事務局 政策調査課

連 絡 先 政策調査課

TEL 054-221-2559

 県議会特別委員会を下記のとおり開催します。

記

名　称 開催日時及び場所 内　容 調査事項

地域公共交通対策
特別委員会

１月15日（月）
午前10時30分～
県庁本館４階
第５委員会室

報告書作成に向けた
委員間討議

活力ある地域社会を目指
す公共交通に関する事項

子どもの孤立対策
特別委員会

１月15日（月）
午前10時30分～
県庁本館４階
第２委員会室

報告書作成に向けた
委員間討議

困難を抱える子ども・若
者の支援に関する事項

※委員会の映像取材を希望する県政記者会加入社は、委員会撮影許可願を委員会開催日の前日午後５時までに議会事務局へ提出し
てください。



提 供 日 2024/01/09

タイトル 令和６年能登半島地震で発生した下水道被害に対する
支援

担　　当 交通基盤部 都市局生活排水課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-2721

１　要　旨
　　令和６年１月１日（月）16時10分頃、石川県能登地方を震源とする最大震度７の地震が
発生し、家屋倒壊や火災等の被害が発生している。
　　この地震の発生に伴い、１月6日（土）に石川県から本県へ下水道施設の被害に対する
応援要請があったため、１月8日（月）に被災地に向けて応援職員が出発し、１月9日（火）
から下水道管路施設の被害調査を実施している。

２　派遣概要
(1) 日　　時　令和６年１月8日（月）から令和６年１月１１日（木）
(2) 派遣場所　石川県中能登町
(3) 派遣要員  静岡県  8名（政令市を除く）
　　　　 　　　 （内　訳）
　　　　　　　　　・静岡県：3名
　　　　　　　　　・沼津市：1名
　　　　　　　　　・富士市：1名
　　　　　　　　　・富士宮市：1名
　　　　　　　　　・焼津市：1名
　　　　　　　　　・袋井市：1名
(4) 活動内容　目視によるマンホール・管渠周辺路面の異常の有無、マンホール本体の
　　　　　　　　　異常の有無の確認（必要に応じ計測と写真撮影）
(5) 他県等派遣状況　7県3政令市（新潟県、長野県、岐阜県、愛知県、三重県、
　　　　　　　　　　　　　　　　福井県、滋賀県、名古屋市、静岡市、浜松市）



提 供 日 2024/01/09

タイトル フードテックを活用した新事業創出に
取り組む県内企業を支援します！

担　　当 経済産業部 産業革新局新産業集積課

連 絡 先 新産業集積班

TEL 054-221-2985

フ ード テッ ク を活用し た新事業創出に取り 組む県内企業を支援し ます！

１ 　 要　 旨
本県では、「フーズ・ヘルスケア オープンイノベーションプロジェクト」の一環として、今後の市場拡大が見込まれる成長分野「フード
テック」を活用したビジネス創出に取り組む県内企業を支援しています。
今回、令和５年度に重点的に支援するフードテックを活用した県内企業の事業アイデアが決まりましたので、概要を公表します。

２ 　 支援対象企業と 事業アイ デア
本県では、「フードテック」を活用した製品開発支援を強化するため、「サステナブルな仕組・製品づくり」と「災害時にも活用できる
健康食開発」の２つの方向性で、フードテック活用を推進しています。
今回、事業者の方々へのアンケート及びヒアリングの結果を受けて、令和５年度に県が支援する事業アイデアを選定しました。
今後の事業アイデアの具体化に伴い、随時詳細を公表していく予定です。

方向性 サステナブルな仕組・ 製品づく り 災害時にも 活用でき る健康食開発

支援対象
企業 川口精機株式会社 酪農王国株式会社

ニチフリ食品株式
会社・株式会社味

香美

株式会社
グルッペ石渡食品

食品残さを活用した
エコシステム形成

サステナブルな
畜産及び商品開発

新しい非常食開発
への取組

パン非常食の賞味
期限と風味向上の

両立

事業
アイデア

３  支援手法

県から委託を受けたフードテック活用や企業マッチングの実績を持つコンサルタントの支援により、事業アイデアの具体化と、そのため
に必要な県内外のフードテックを有する企業との協業などを進めていきます。

○コンサルタントへの業務委託の概要

名　　称 静岡県フードテック・ヘルステックビジネス創出支援業務委託

受 託 者 株式会社スペックホルダー（東京都千代田区）

主  　な
業務内容

支援対象候補の選定（企業ヒアリング等）
支援対象企業の事業計画作成、県内外の企業とのマッチング等の支援

成果目標 ３件以上の協業案件の成立

※フ ーズ・ ヘルスケアオープン イ ノ ベーショ ンプロジェ ク ト と は
令和元年度まで実施してきたフーズ・サイエンスヒルズプロジェクトの取組にヘルスケアの視点を加え、令和２年度からスタート。健康
増進社会の実現と、異分野の融合によるイノベーションの創出を目標に推進しています。

※フ ード テッ ク と は ～Food × Technol ogy～
テクノロジーの活用による、食の社会課題解決や新たな食の可能性を広げる取組として世界的に注目を集めており、市場も拡大していま
す。代表的な例として、アップサイクルや代替肉、完全食などが挙げられます。



提 供 日 2024/01/09

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について（健康福祉部
関連）【第３報】（１月９日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第２報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連）については、以下のとおりで
ある。　

２　支援状況
 （ １ ） 医療
　 ア　ＤＭＡＴ派遣・活動状況
　　 ・ 厚生労働省 ＤＭＡＴ 事務局 からの 要請 を 受 け 、 静岡 ＤＭＡＴ の 出動 に 関 する
　　　 協定 に 基 づき 、 県 が 県内 ＤＭＡＴ 指定病院 に 派遣 を 依頼 し 、ＤＭＡＴ（ 災害
　　　 派遣医療 チーム ） が 活動中 。

1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6 ～1/8  能登医療圏活動拠点本部 、 七尾市 、 輪島市 、 珠洲市内 の 病院等

1/9  能登医療圏活動拠点本部 、 輪島市 、 珠洲市 、 穴水町内 の 病院等

区分 病院名  派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
 （ 活動終了 ）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
 （ 活動中 活動終了 ）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

 順天堂大学附属静岡病院 5 人 1/8 ～1/12

 富士宮市立病院 4 人 1/8 ～1/14

 静岡市立清水病院 5 人 1/8 ～1/13

 島田市立総合医療 センター 5 人 1/8 ～1/14

 中東遠総合医療 センター 4 人 1/8 ～1/12

 磐田市立総合病院 4 人 1/8 ～1/14

 第 ３ 次隊 　32 人
 （ 活動中 ）

 聖隷浜松病院 5 人 1/8 ～1/14

※上記の他、ＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動中

　 イ 　 日本赤十字社静岡県支部 による 派遣状況
　　 ・ 日本赤十字社静岡県支部 が 医療救護班 を 派遣
　　 ・ 第 １ 班 、 第 ２ 班 とも 、 能登医療圏活動拠点本部 の 指示 に 従 い 活動

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 第 １ 班( 静岡日赤) 1/ 8( 月) ～1/10( 水)  ７ 人

 第 ２ 班( 浜松日赤) 1/15( 月) ～1/17( 水)  調整中

 医師 ・ 看護師 ・

 薬剤師 ・ 事務員 で 構成

　 ウ 　ＪＭＡＴ（ 日本医師会災害医療 チーム ） 派遣
　　 ・ 日本医師会 からの 要請 を 受 けて 、 静岡県医師会 が 医療救護 チームを 石川県内 の
　　 被災地 へ 派遣予定 。 現在調整中 のチームを 含 め 、 今後 も 新 たなチームを 継続 し
　　 て 派遣 する 予定 。
　
　エ　ＤＰＡＴ派遣・活動状況
　　 ・ 厚生労働省 ＤＰＡＴ 事務局 のから 要請 を 受 け 、 静岡 ＤＰＡＴ の 出動 に 関 する



　　　 協定 に 基 づき 、 県 が 県内 ＤＰＡＴ 指定病院 に 派遣 を 依頼 し 、ＤＰＡＴ（ 災害
　　　 派遣精神医療 チーム ） が 活動中 。
　　 ・ 能登医療圏 ＤＰＡＴ 活動拠点本部 の 指示 に 従 い 活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5 ～1/8  能登医療圏 ＤＰＡＴ 活動拠点本部 、 七尾市 、 志賀町内 の 避難所等支援

第１次隊 （ 活動終了 ） 第２次隊 （ 派遣決定 ・ 活動中 ）

病院名 人数 派遣期間 病院名 人数 派遣期間

県立こころの医療センター 3人 1/3～1/8  沼津中央病院 3 人 1/7 ～1/13

　オ　ドクターヘリ
　　 ・ 中部 ブロック （ ※ ） の 大規模災害時 におけるドクターヘリ 広域連携 に 関 する
　　　 基本協定 に 基 づき 、 石川県 からの 要請 を 受 け 、 県 がドクターヘリを 派遣

 派遣期間  基地病院  派遣機数

 １ 月 ４ 日 ～ ５ 日  総合病院聖隷三方原病院  １ 機

 ※ 中部 ブロック ８ 県 （ 静岡 、 愛知 、 三重 、 長野 、 富山 、 石川 、 福井 、 岐阜 ） の 知事
　 及 びドクターヘリ 基地病院 による 協定

 （ ２ ） 保健
　 ア　保健師派遣 ・ 活動状況
　　・ 厚生労働省 の 要請 を 受 けて 、 県保健師 を 穴水町 へ 派遣 。（1/6 ～2/5 ）
　　・ ２ 月29 日 まで 応援延長要請有 。

1/7  穴水町役場 にて 情報収集 、 活動方針打合 せ

1/8  穴水中学校 にて 聞 き 取 り 調査

1/9  避難者 、 避難所 の 状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ４人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ４人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ４人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ４人

４名/班の１班体制
保健師３名、事務１名で構成
派遣期間は、移動、引継期間を含む

　 イ 　 ＪＤＡ－ＤＡＴ（ 日本栄養士会災害支援 チーム ） 派遣
　　 ・ 日本栄養士会 からの 派遣要請 を 受 けて 、 静岡県栄養士会 が ＪＤＡ－ＤＡＴ ３
　　　 名 を 派遣予定 で 調整中 。

 （ ３ ） 福祉
　 ア 　ＤＷＡＴ（ 災害派遣福祉 チーム ） 派遣
　　 ・ 災害福祉支援 ネットワーク 中央 センター （ 全国社会福祉協議会 ） から 先遣隊
　　　 及 び1 月10 日 ～ １ 月31 日 までの 派遣要請 を 受 けて 、 静岡 ＤＷＡＴ を 派遣 。
　　 ・ 先遣隊 は 金沢市内 「 いしかわスポーツセンター 」（1.5 次避難所 ） にて 避難者
　　　 （ 要配慮者 ） のスクリーニング 等 を 実施 。
　　 ・ 第 １ 陣以降 は 、 いしかわスポーツセンター 又 は 七尾市内 で 活動予定 。

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 先遣隊 1/ 8( 月) ～1/14( 日)  １ 人  社会福祉士 、 介護支援専門員

 第 １ 陣 1/10( 水) ～1/13( 土)  ３ 人

 第 ２ 陣 1/12( 金) ～1/15( 月)  ３ 人

 第 ３ 陣 1/14( 日) ～1/17( 水)  ３ 人

 第 ４ 陣 1/16( 火) ～1/19( 金)  ３ 人

 第 ５ 陣 1/18( 木) ～1/21( 日)  ３ 人

 第 ６ 陣 1/20( 土) ～1/23( 火)  ３ 人

 第 ７ 陣 1/22( 月) ～1/25( 木)  ３ 人

 第 ８ 陣 1/24( 水) ～1/27( 土)  ３ 人

 第 ９ 陣 1/26( 金) ～1/29( 月)  ３ 人

 第10 陣 1/28( 日) ～1/31( 水)  ３ 人

 ３ 名/ 班 の １ 班体制
 社会福祉士 、 介護支援専門
 員 、 介護福祉士 、 保育士 、 児
 童指導員 、 作業療法士 、 相談
 支援専門員等 から 構成

 活動内容 は 、 要配慮者 のスク
 リーニング 等

　 （ 参考 ： 要配慮者支援 の 流 れ ）

 （ ４ ） 義援金等
　 ア 　 義援金 の 状況
　　 ・ 日本赤十字社及 び 共同募金会 とも 、 被災県及 び 本社 ・ 中央 で 義援金 の 募集 を



　　　 開始

 団体名  支部等  受付期間  配分地域

 石川県支部 1/ 4 ～12/27  石川県

 富山県支部 1/ 5 ～ 3/29  富山県
 日本

 赤十字社
 本社 1/ 5 ～12/27  被災地全地域

 石川県 1/ 4 ～12/27  石川県

 富山県 1/ 5 ～ 3/29  富山県 共同募金会

 中央 1/ 5 ～ 3/29  石川県 、 富山県

　 イ 　 災害 ボランティアサポート 募金 の 状況
　　 ・ 中央共同募金会 は 、 ボランティア・NPO  活動 サポート 募金  「 ボラサポ・ 令和
　　　 ６ 年能登半島地震 」 への 寄付募集 を 開始

 募集共募  受付期間  受付方法

 中央共同募金会 1/2 ～6/30  金融機関振込 ・クレジット 決済

　 注 ： 助成申請受付 の 概要 は 、 近日中 に 発表 。 申請受付 は １ 月15 日以降 の 予定 。
　
　 ウ 　 静岡県 ボランティア 協会 の 状況
　　 ・ 今後 の 活動 に 向 けて 、 独自 にボランティア 支援募金 を 実施 するとともに 、 避
　　　 難所等 で 必要 となると 思 われる 物資 を 収集 し 、 要請 があったら 速 やかに 送 れ
　　　 るよう 準備中 。
　



提 供 日 2024/01/09

タイトル （当日取材依頼）令和５年度 短期集中単位互換授業
「ふじのくに学(観光学)」開講！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

令和５年度 短期集中単位互換授業

「ふじのくに学(観光学)」開講！

【要　旨】
　　静岡県内の全ての高等教育機関が加盟するふじのくに地域・大学コンソーシアムでは、
  協定締結校を対象に、本県の地域資源をテーマにした、単位互換授業（フィールドワー
　クを含む）を実施しています。

１月13日（土）～14日（日）に、静岡県立大学による「ふじのくに学（観光学）」が開
講されます。（１泊２日、県内学生20名参加予定）

【事業概要】
  １　内　容
　　　本県の多彩な観光資源～自然、文化・歴史から生活体験まで～を活かした「世界クラ
　　スの観光地域づくり」を講義と実習を通じて学習します。伊豆の観光業の第一線で活躍
    する方々から「観光学」の視点を通して様々なことを学び、地域への理解を深めること
    で、愛着や誇りを持ち地域の魅力を発信できる人材を育成します。
 
  ２　日時・場所等（詳細は別紙参照）

実施日 会　場 住　所 講義内容

１月13日
（土）

・道の駅伊豆ゲート
　ウェイ函南
・さかなやステイ
・ジオリア
・修善寺温泉街
・百笑の湯

田方郡函南町
塚本887-1ほか

「伊豆半島における取組から学　
　ぶ新たな観光産業の可能性」
「伊豆半島ユネスコ世界ジオ　　
　パークから学ぶジオサイト」

１月14日
（日）

・土肥公民館
・ロクアット西伊豆

伊豆市土肥670-2
伊豆市土肥365

「古民家再生事業を通じた観光　
　事業の戦略構築の一例を学ぶ」

３　お問合せ
　　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局　（担当 森川、大村）

　　　電　話 054-249-1818（当日連絡先：080-8265-7980）
　　　住　所　〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
　　　ウェブサイト　https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/

　　※取材を希望される場合、前日正午までに担当者（080-8265-7980）
　　　宛て御連絡ください。

短期集中単位互換授業は、他大学の科目を履修し、在籍大学の単位として認定するもの。
（ねらい）
・協定締結校の学生を対象に、本県の地域資源等に関するテーマによる短期集中共同授業　
（フィールドワークを含む）を実施し、本県地域の特性等について、大学の正規の科目
　として学生へ提供することで、地域に根差した人材を育成する。
・扱うテーマにより、学生の調査研究力やプレゼンテーション能力、異なる大学の学生や
　地域住民との交流を行う中でコミュニケーション能力の向上など、卒業後に社会で活躍
　するための人間的基礎力の育成を図る。
（協定締結校）
　静岡大学、静岡県立大学、常葉大学、静岡理工科大学、沼津工業高等専門学校、
　静岡産業大学、浜松学院大学、静岡英和学院大学、静岡文化芸術大学
　（９高等教育機関）

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/


提 供 日 2024/01/09

タイトル ＜募集告知＞産学官が連携し、キャリア教育プログラ
ムを初開催！

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局大学課

連 絡 先 大学・学術班

TEL 054-221-3749

＜募集告知＞産学官が連携し、キャリア教育プログラムを初開催！

１　要　旨
　　静岡県は、主に県内大学の低学年（１・２年生）を対象に、静岡県内企業での実習を含
　むキャリア教育プログラムを初めて開催します。
    キャリア教育検討会議（※）において産学官が連携して、複数の企業から選択できる就
　業体験と事前・事後の学習を組み合わせたプログラムを構築し、県内の大学生に地域の産
　業や魅力を学ぶ機会を提供します。
　　※キャリア教育検討会議＝大学生等の県内定着に向けたキャリア教育の在り方を検討す
　　　るため、大学教職員や企業経営者等を委員として2023年７月に設置

２　概　要
（１）カリキュラム

日　程 場　所 内　容
・ガイダンス

2024年
２月１日
 ～15日

オンデマンド
事前学習

１

 ・講義＆メッセージ
（1）社会で働くことの理解と意識醸成
  《静岡大学 宇賀田教授》

（2）参加者に期待すること　　
  《大学・企業関係者》

２月16日
静岡市産学交流
センターB-nest

事前学習
２

  ・目標の設定
《静岡大学 宇賀田教授》

２月19日
～３月１日 県内各受入企業 企業実習

３日以上の実習
（内容は各企業ごと異なる）
・プログラムの成果発表
・参加者へのフィードバック　
　実習先企業関係者及びキャリア教育検
　討会議委員からのコメント等３月６日

静岡市産学交流
センターB-nest 事後実習

・まとめ
　《静岡大学 宇賀田教授》

（２）対 象 者：主に県内大学の１・２年生
（３）募集人数：10人程度
（４）参 加 費：無料（各会場への交通費は自己負担）

３　申込情報
　・募集期間：2024年１月４日（木）～24日（水）
  ・申 込 先：ふじのくに地域・大学コンソーシアムHP
             （https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/news/5824/）

　　　　　　　
４　お問合せ
　　公益社団法人ふじのくに地域・大学コンソーシアム事務局（運営委託先）
　　電　話 054-249-1818
　　住　所　〒420-0839 静岡市葵区鷹匠3-6-1 もくせい会館２階
　　ウェブサイト　https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/

https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/news/5824/
https://www.fujinokuni-consortium.or.jp/


提 供 日 2024/01/09

タイトル 【取材依頼】静岡県のスポーツを支える「ふじのくに
スポーツボランティア」を対象とした研修会を開催し
ます！

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局

連 絡 先 スポーツコミッション担当室

TEL 054-221-3697

（要旨）
ふじのくにスポーツボランティア（※）を対象とした研修会を実施します。スポーツボランティアの基本的な知識の習得を目的とした講義に加

え、ボランティア同士の交流の場となるようグループワークなども予定しています。
※ラグビーワールドカップ2019™と東京2020オリパラ大会での活動経験を生かし、大会後もスポーツを支える中核人材として活躍いただくた
め、常設組織として令和４年１月に設立。

１　スケジュール
日時 令和６年１月13日（土）13時00分～16時30分

（受付：12時20分～12時50分）
場所 静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」10階 

会議室1001-2（静岡市駿河区東静岡二丁目3 番1 号）
参加予定人数 35人

２　研修内容
講義とグループワークにより進行

講師・説明者 内容・テーマ等
１ 県スポーツコミッション担当室 県の事業概要等

２ 泉田和雄氏 「スポーツボランティアの魅力と楽しみ方」
３ 県スポーツ振興課 デフリンピックの紹介
４ 障害者スポーツ指導者協議会

鈴木秀明氏
「障害者スポーツと障がいの理解」

３　講師プロフィール
泉田 和雄氏 ・ 市民 スポーツボランティアSV2004代表理事

・仙台プロスポーツネット幹事
・スポーツコミッションせんだいアドバイザー
・楽天イーグルス・マイチーム協議会ボランティア部会委員
・仙台８９ＥＲＳホームタウン協議会幹事
・一般社団法人スポーツ・ラボ仙台副代表理事
※市民スポーツボランティアSV2004
2004年に発足した市民によるスポーツボランティア組織。行政、スポーツ団体、プ
ロスポーツチームなどと連携し、数多くのスポーツイベントのボランティア活動をサ
ポート。会員数は１51名。活動は依頼による運営サポート、研修、交流、エコ活動
取組など。また、全国のスポーツボランティア同士の交流にも積極的に参加。

鈴木 秀明氏 ・静岡県障害者スポーツ指導者協議会 副会長
・社会福祉法人ひかりの園「工房ゆう」施設長
・初級パラスポーツ指導員
・静岡県の車いす駅伝チーム監督
・身体障害者野球チーム「静岡ドリームス」監督

４　取材の御案内
　　　　　　　・当日取材いただける場合は、直接会場までお越しください。
　　　　　　　・公共交通機関をご利用いただくか、グランシップの有料駐車場をご利用ください。
　　　　　　　・研修会当日にお問合せいただく場合は、下記宛てにお願いいたします。

　　スポーツ局公用携帯　080-1580-8162

５　その他
　　詳細はスポーツコミッションShizuokaウェブサイトをご覧ください。

・研修会について
　　

https://sc-shizuoka.jp/news20231218/

・ふじのくにスポーツボランティアについて
　　
        https://sc-shizuoka.jp/volunteer/

https://sc-shizuoka.jp/news20231218/
https://sc-shizuoka.jp/volunteer/


提 供 日 2024/01/09

タイトル 天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

-危機管理情報-

天竜川水系の取水制限（第１報：開始）

　天竜川水系では、上流ダムにおいて水位を下げて施工する必要のある工事を行っていたところ、12月中旬以降の少雨の影響で、
ダム貯水量が減少している。このため、天竜川水利調整協議会（会長：静岡県くらし・環境部長）は、１月９日（火）に幹事会を
開催し、天竜川の流況と降雨予報等を考慮して、天竜川水系の取水制限を次のとおり決定した。

１　決定事項

　 １ 月10 日 （ 水 ） 午前 ９ 時 から 、 次 の 取水制限率 による 第 １ 段階 の 取水制限 を 開始
　 し 、 同水系 からの 取水 を 制限 する 。

　　上水道５％、工業用水10％、農業用水10％
　

２　今回の取水制限における具体的な対応と県民への影響

　○上水道は、配水計画を見直すとともに、配水管理を徹底し、併せて県民への節
　　水の呼びかけを行う。
　　・一般家庭への給水制限を直ちに行うものではないが、県民に対して節水努力
　　　を求めていく。
　○工業用水は、配水計画を見直すとともに、配水管理を徹底し、併せて給水事業
　　所への節水の呼びかけを行う。
　　・給水事業所への給水制限を直ちに行うものではないが、事業所に対して節水
　　　努力を求めていく。
　○農業用水は、各ほ場等への配水調整を行うとともに、配水管理の徹底を図る。

　　県内における取水制限及び節水の呼びかけ対象市町の範囲は下表のとおり。
上水道 ４市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、湖西市、森町　

工業用水 ３市 　浜松市、磐田市、袋井市　
農業用水 ３市１町 　浜松市、磐田市、袋井市、森町　

　上記の内容を『危機管理情報』として県ホームページに掲載するとともに、市町へ伝達する。

<参考>
佐久間ダムの貯水状況（各日24時時点）

貯水量（千ｍ3） 貯水率（％） 平年比（％）有効貯水量
（千ｍ3） 12月１日　→　１月８日 12月１日　→　１月８日 12 月１日　→　１月８日
151,989 101,951　→　43,873 67.1 　→　28.9 109.3　→　56.3 

※ 貯水率:有効貯水量(ダム容量)に対する比率

佐久間ダム流入量
令和５年12月１日～12月31日の平均 93.7m3/s

　　　　　　　　　　　　↓

令和６年１月１日～１月８日の平均 75.4m3/s

降水量（気象庁データ）
期間 地点 降水量 平年降水量 平年比 備　考

諏訪 132.5 mm 136.8 mm 96.9 ％
飯田 104.0 mm 163.3 mm 63.7 ％10月
佐久間 120.0 mm 223.5 mm 53.7 ％
諏訪 52.0 mm 69.0 mm 75.4 ％
飯田 105.5 mm 93.4 mm 113.0 ％11月
佐久間 140.5 mm 120.8 mm 116.3 ％
諏訪 44.5 mm 41.6 mm 107.0 ％
飯田 89.0 mm 65.4 mm 136.1 ％12月
佐久間 97.0 mm 78.1 mm 124.2 ％

天竜川水利調整協議会　構成団体
団体名 委員 幹事

静岡県くらし・環境部 会長 部長 水資源課長
電源開発株式会社 中部支店長 佐久間電力所長
独立行政法人水資源機構中部支社 事業部長 水管理・防災課長

委員



農林水産省関東農政局 農村振興部長 西関東土地改良調査管理事
務所長

浜松市上下水道部 管理者 浄水課長
寺谷用水土地改良区 理事長 事務長
磐田用水東部土地改良区 理事長 事務局長
浜松土地改良区 理事長 事務局長
経済産業省中部経済産業局
資源エネルギー環境部

資源エネルギー環境部長 電力・ガス事業課長

愛知県 農林基盤局長 農地計画課長
静岡県 農地局長 農地計画課長
静岡県企業局 局長 水道企画課長
国土交通省中部地方整備局 河川部長 浜松河川国道事務所長
愛知県建設局 局長 河川課長
静岡県交通基盤部

顧問

理事(土木技術担当) 河川砂防管理課長
静岡県くらし・環境部 事務局 水資源課



提 供 日 2024/01/09

タイトル 早咲き桜の開花情報を公開しました！

担　　当 くらし・環境部 環境局環境ふれあい課

連 絡 先 緑化班

TEL 054-221-2849

～　一足早く春を楽しみませんか　～

県内20市町の早咲き桜の開花情報を公開しました！！

 静岡県には、全国的に有名な「河津桜」をはじめ、１月から３月中旬に開花する早咲き桜の名所が数多く存在します。
 静岡県さくらの会では、県内25箇所の「早咲き桜の名所」における開花情報やイベント情報の公開を開始しました。
「富士山が一緒に楽しめる」、「海が一望できる」、「様々な品種を楽しめる」など、県内の様々な早咲き桜の名所を御紹介し

ています。是非御覧ください。

１　掲載ホームページアドレス

　県ホームページ「静岡県さくらの会」
　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html
　※ホームページの更新は月曜日と金曜日（祝日の場合は前日）の午後５時～６時頃

２　掲載名所

　　別添資料のとおり

＜静岡県さくらの会とは＞

　国花である桜を愛護する精神を広く県民に普及させ、その保存と育成を図り、静岡県の観光と美化の推進に努めることを目的と
して、桜の開花情報の提供や、桜の保護技術の普及活動などを行っています。（事務局　静岡県環境ふれあい課）

（令和５年度静岡さくら写真コンクール入賞作品、沼津市井田の河津桜、２月撮影）

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/shizenkankyo/sakura/1057737/index.html


提 供 日 2024/01/09

タイトル 「住んでよし」の理想郷、豊かな暮らし空間創生認定
住宅地（第11号）が完成しました！

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3081

「住んでよし」の理想郷
豊かな暮らし空間創生認定住宅地（第11号）

が完成しました！

県では、“ふじのくに”ならではの多様なライフスタイルやライフステージへの
対応として、生活と自然が調和し、地域コミュニティの形成や景観に配慮した豊か
な暮らし空間創生に資する住宅地を「豊かな暮らし空間創生住宅地」として認定し
ています。

　 この度、御殿場市において認定住宅地の造成が完成し、豊かな暮らし空間を実現
 する住宅地が新たに誕生しました。

１　住宅地概要

(1)住宅地名：エンブルタウン御殿場高根

(2)所 在 地：御殿場市塚原地内

(3)規 模 等：住宅地面積　約10,100m
2
、区画数　19、平均区画面積　約332m

2

(4)認 定 日：令和５年７月12日

(5)造成完成：令和５年10月

(6)申 請 者：ヨシコン株式会社

(7)協 力 者：（一財）住宅生産振興財団

２　住宅地の特徴

　・壁面後退や色彩の調和などにより、統一感のある美しいいえなみを形成。

３　県の役割

　　自然と調和するゆとりある住まいづくりを実現できる住環境と、これを持続す
　る仕組みが整った分譲地を認定し、県が情報発信することにより、快適な暮らし
　空間の実現及び普及を図っている。



提 供 日 2024/01/09

タイトル 官民対話でより良い公共施設に！「令和５年度第２回
ふじのくに官民連携実践塾」参加者募集中

担　　当 経営管理部 財務局資産経営課

連 絡 先 資産経営班　望月

TEL 054-221-2121

官民対話でより良い公共施設に！

「令和５年度第２回ふじのくに官民連携実践塾」参加者
募集中
　近年、自治体の多くが財政難のため、従来どおりの公共施設整備や維持管理が難しくなっていま
す。
　こうした中、一部では廃校をリノベーションしてグランピング施設として活用するなどの官民連
携が成果を挙げており、注目されています。
　このような公共施設をめぐる官民連携を促進するため、県は、「令和５年度第２回ふじのくに官
民連携実践塾」を、金融機関と連携して開催します。
　今回の実践塾では、県の具体的な事業案件について、事前の動画配信と対面による対話を活用し
た官民対話（サウンディング）を実施します。
　サウンディングを通じ、民間目線の新たな事業アイデアや市場性などの意見をいただくことによ
り、官民双方にメリットがある事業を創出することを狙いとしています。
　現在、民間企業の方の参加を募集中です。奮って御応募ください。

令和５年度第２回ふじのくに官民連携実践塾
●開催日時：　令和６年１月31日（水）　10時00分～16時30分
●開催場所：　ふじさんめっせ　会議室兼小展示場（静岡県富士市柳島189-8）
●参加者（想定）：　事業に興味のある民間企業、金融機関
●事業説明：　YouTubeにて事業説明の動画を配信
　・申込み後、県から視聴用URLをお送りします。
　・配信期間：　１月９日から１月30日まで
●官民対話：
　・ふじさんめっせ　会議室兼小展示場にて対面による官民対話を実施（１月31日）
　・参加者と説明者による１対１で対話を行い、複数回（１回25分）に分かれて実施します。
●官民対話案件：
　・県立青少年教育施設の利活用について（静岡県）
　・ヴァンジ彫刻庭園美術館跡地の利活用について（静岡県）
　・裾野市学校給食施設再編整備事業（裾野市）
　・裾野市中央公園再整備事業（裾野市）
　・沼津市西浦海浜施設（らららサンビーチ）の利活用事業（沼津市）
　・旧河津町立西小学校・東小学校利活用について（河津町）

●参加申込み：　県ホームページの参加申込みフォームに入力（先着順）
●主催：　静岡県
●共催：　(株)静岡銀行 (株)日本政策投資銀行　富士信用金庫
　　　　　富士市　沼津市　三島市
●後援：　内閣府

【「ふじのくに官民連携実践塾」について】
公共施設の整備や運営に、民間視点のアイデアやノウハウを幅広く取り入れるための意見交換の
「場」として、令和２年度から始めた取組みです。

（県ホームページ）
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai /1040989/kanminrenkei/1011975.html

YouTubeは、Google Inc.の商標または登録商標です。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/nyusatsukobai/1040989/kanminrenkei/1011975.html


提 供 日 2024/01/09

タイトル 「地方自治セミナーin静岡」の開催

担　　当 経営管理部 行政経営局人事課

連 絡 先 自治研修所

TEL 054-245-6171

　　　　　
       　「地方自治セミナーin静岡」の開催　

総務省自治大学校の協力を得て、静岡県で初開催します。
ＤＸの推進をテーマに、自治体にとってのＤＸ、デジタル技術にいかに向き合うか、これからの組織改革や人材開発など、最新の
知識を学びます。

○日　時　令和６年１月12日（金）午後２時～４時50分

○場　所　静岡県総合研修所 もくせい会館１階富士ホール

○参加者　県職員・市町職員　約130人（うちオンライン受講者約50人）

○スケジュール
14:00～14:10  開講・静岡県経営管理部長挨拶
14:10～15:00  講演「分権・ＤＸ推進とこれからの人材育成」

 講師　宮地 俊明（総務省自治大学校長）
15:10～16:40  講演「生成ＡＩ時代の自治体ＤＸ」

 講師  狩野 英司（一般社団法人行政情報システム研究所主席研究員）
16:40～16:50  質疑応答・閉講

※地方自治セミナー
　　総務省自治大学校が著名な講師を派遣し、行政運営に必要な幅広い視野と見識を養成するとともに、自治大学校の研修内容等の周知と理解を図ること

を目的に、平成19年から毎年各地で開催されている。



提 供 日 2024/01/09

タイトル 「第160回ふじのくに防災学講座」を開催します！

担　　当 危機管理部 危機情報課

連 絡 先 静岡県地震防災センター

TEL 054-251-7100

「第160回ふじのくに防災学講座」を開催します！

静岡県では、「しずおか防災コンソーシアム」と連携し、「ふじのくに防災学講座」を開催しています。

１　日　時

　令和６年１月20日（土）10時30分から正午まで

２　場　所

　静岡県地震防災センター（静岡市葵区駒形通５-９-１）

３　内　容

　・テ ー マ　いのちてんでんこー釜石東中学校での避難体験ー

　・講　　師　東日本大震災語り部　菊池 のどか 氏

　・講演概要

　2011年に発生した東日本大震災について、在籍していた釜石東中学校での避難行動を中心に、見てきたこと、感じたこと
を当時中学生だった立場でお話しします。また、震災前に釜石東中学校で行われていた学校防災教育の中で、記憶に残って
いる学習や、震災から今までどのような変化の中で過ごしてきたのか、いま防災の仕事をしながら日々感じていることをお
伝えします。

　・対　　象　どなたでも

　・受 講 料　無料

　・開催方法　会場受講およびZoom配信

４　問合せ先

　静岡県地震防災センター

　電　話：054-251-7100

　メール：bousaigaku@amail.plala.or.jp

mailto:bousaigaku@amail.plala.or.jp


提 供 日 2024/01/09

タイトル 【第２報】令和６年能登半島地震への本県の支援につ
いて（１月９日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は別紙PDFファイルのとおりです。
（※これは速報であり、日程等は今後変わることがあります。）
（※支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）



提 供 日 2024/01/09

タイトル JICA海外協力隊が、任地国への赴任にあたり地域外交
担当部長を表敬訪問します

担　　当 知事直轄組織 地域外交局地域外交課

連 絡 先 地域外交戦略班

TEL 054-221-3325

ＪＩＣＡ海外協力隊員が、任地国への赴任にあたり
地域外交担当部長を表敬訪問します

１　要　旨
本県から、ＪＩＣＡ海外協力隊として、１月以降にそれぞれの任地国へ派遣される静岡県関係者８人が、赴任に先立ち、松村地域外交担

当部長を表敬訪問します。
 赴任 にあたっての 抱負 を 隊員 が 熱 く 語 ります 。 隊員 へのインタビューも 可能 ですので 、 ぜひ 取材 にお 越 しください ！

２　概　要
(1) 日　時：令和６年１月15日（月）午前11時～11時40分
(2) 場　所：県庁別館９階　特別第二会議室
(3) 訪問者：ＪＩＣＡ海外協力隊８人（一般隊員８人）
(4) 対応者：松村地域外交担当部長ほか
(5) 立合者：ＪＩＣＡ中部センター地域連携アドバイザー　小川　登志夫氏ほか
(6) 次　第：地域外交担当部長挨拶
　　　　　　ＪＩＣＡ中部センター地域連携アドバイザー挨拶
　　　　　　ＪＩＣＡ隊員による自己紹介、懇談
　　　　　　記念品贈呈、記念撮影

【訪問者一覧】

氏名 ふりがな 派遣国 職種 出身

鈴木　丈夫 すずき　たけお インド 水泳 藤枝市

鈴木　貴樹 すずき　たかき パラオ 合気道 伊東市

大島　涼 おおしま　りょう ホンジュラス 作業療法士 沼津市

望月　賢人 もちづき　けんと パプアニューギニア コミュニティ開発 静岡市

高橋　実里 たかはし　みのり ラオス 青少年活動 浜松市

白畑　蓮太郎 しらはた　れんたろう ボリビア 野菜栽培 浜松市

石田　真美 いしだ　まみ ペルー 高齢者介護 浜松市

新垣　理奈 あらかき　りな ニカラグア 青少年活動 牧之原市

【参　考】
ＪＩＣＡ海外協力隊（青年海外協力隊等の総称）
開発途上国からの要請に基づき派遣され、現地の人々とともに生活をしながら途上国の課題解決に取り組む。

種類（呼称） 概要 年齢
 青年海外協力隊 、 海外協力隊
　（今回該当）
シニア海外協力隊

アジア・アフリカ・中南米・大洋州・中東・欧州
地域の開発途上国の国づくりへ協力

日系社会青年海外協力隊
日系社会海外協力隊
日系社会シニア海外協力隊

中南米において、日系人や日系社会の
発展に協力

20～69歳※

※シニア案件（シニア海外協力隊及び日系社会シニア海外協力隊）は一定以上の技能・経験を求め
られる。



提 供 日 2024/01/10

タイトル 高校生が「オンラインで同時に黒はんぺんを食べた最
多人数」で世界記録を樹立！取組内容を教育長に報告
します！

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3152

高校生が「オンラインで同時に黒はんぺんを食べた最多人数」で
世界記録を樹立！取組内容を教育長に報告します！
　
　焼津中央高校の生徒たちが、焼津の魅力をＰＲし、地域の活性化に寄与するため、「ドリーム・プロジェクト2023※」の企画事
業として、令和５年11月４日にオンラインで焼津名産黒はんぺんを同時に食べる人数のギネス世界記録 『Most people eating 
fishcakes online simultaneously』に挑戦し、このたび見事認定されたので、教育長表敬を行います。

※変化の激しい予測困難な現代において、地域や学校の枠を超え、生徒たちが望む「学び」を自らの手で企画・運営する主体性を
養うとともに、事業を通じて自己効力感、協調性及びリーダーシップを身に付け、個人や社会が望む未来を創造できる人材を育
成する事業。

１　日　時：令和６年１月16日（火）17時から17時30分まで（30分間）

２　場　所：教育長室（県庁西館７階）

３　訪問者：焼津中央高校生徒４名、校長、教頭、担当教員（計７名）

４　内　容：(1) 出席者紹介

　　　　　　(2) 生徒による世界記録に認定された取組の報告

　　　　 　 (3) 歓談

　　　　 　 (4) 記念撮影

５　対応者：池上　重弘 教育長

　　　　　　塩﨑　克幸 教育監

　
　　「有徳の人づくり」を進めています。

静  岡  県  教  育  委  員  会　



提 供 日 2024/01/10

タイトル 第１回県立高等学校の在り方に係る地域協議会（富士
地区）の開催

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 学校づくり推進班

TEL 054-221-3113

県立高等学校の在り方に係る地域協議会（富士地区）を開催します

　教育委員会では、教育を取り巻く新たな状況変化や課題等を踏まえ、県立高校の

在り方について、改めて検討することとしました。

　地域の事情を踏まえた高校の将来像を検討するため、第１回の「県立高等学校の

在り方に係る地域協議会（富士地区）」を開催します。

●日　時　令和６年１月17日（水）10時00分から12時00分まで

●場　所　静岡県富士総合庁舎　201会議室

　　　　　（静岡県富士市本市場441-1）

●参加者　・富士地区２市（富士市、富士宮市）首長、教育長

　　　　　・PTA会長、産業界代表、高校同窓会長

　　　　　・県教育長　他

　　　　　（オブザーバー）

　　　　　・中学校、県立高等学校長

●情報共有事項

　　県立高等学校の在り方にかかる地域協議会の設立について

　　富士地区の現状

●協議事項

　　富士地区における今後の県立高等学校の在り方について

　　　　　　　　　　　　　　　                             　　 「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/10

タイトル 令和５年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

担　　当 教育委員会 教育政策課

連 絡 先 人権・教員育成班

TEL 054-221-3133

      令和５年度第２回静岡県教員育成協議会を開催します

　　県教育委員会では、教育公務員特例法に基づき、公立の小学校等の校長及び
　教員の資質の向上に関して協議を行うため、「静岡県教員育成協議会」を開催
　しています。
　　このたび、今年度の第２回協議会を以下のとおり開催し、「令和６年度静岡
　県教員研修計画」等について協議を行います。

１　日時
　　令和６年１月15日（月）　午後２時から４時まで

２　場所
　　県庁西館４階第一会議室Ａ（静岡市葵区追手町９番６号）

３　協議内容
　(1) 研修に関すること
　　ア　「令和６年度静岡県教員研修計画」の策定
　　イ　各学校における校内研修の充実に向けた取組
　(2) 養成・採用に関すること
　　ア　大学生を対象とした学校体験活動の充実に向けた取組
　　イ　教員志願者数の増加に向けた取組　　

４　意見交換
　(1) 「静岡県教員育成指標」・「静岡県校長育成指標」の改訂
　(2) 校長及び教員の資質向上　

５　出席者
　　静岡大学熊倉教育学部長、常葉大学安藤副学長
　　市町教育委員会教育長の代表者、公立学校校長の代表者
　　県教育委員会池上教育長、水口教育部長、塩﨑教育監　他
　（業務改善及び人材育成に係るアドバイザーとして民間企業関係者も出席）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/10

タイトル 第16回静岡県景観賞受賞地区が決定！！～表彰式を開
催します～

担　　当 交通基盤部 都市局景観まちづくり課

連 絡 先 景観づくり推進班

TEL 054-221-3490

第16回静岡県景観賞受賞地区が決定！！
～表彰式を開催します～

　
　県及び関係団体で構成する「美しいしずおか景観推進協議会」では、景観に対する県民の関心、意識の喚起・高揚を図ることを目的と
して、良好な景観地区を募集し、景観形成に貢献している個人又は団体を顕彰しています。
　このたび、静岡県景観賞審査委員会による審査の結果、第16回静岡県景観賞の受賞地区が決定しました。また、これを表彰するため
表彰式を開催します。
　　
１　受賞地区

賞名 受賞地区 所在地 受賞者
最優秀賞
（県知事賞）

富士山こどもの国
花の谷 富士市

・富士山こどもの国　山野草研究会
・静岡県富士山こどもの国

優秀賞
（静岡県建築士会賞）

茶畑に囲まれる
和田岡古墳群

掛川市 ・和田岡古墳群美化ボランティア
「古墳スマイル隊」

優秀賞
（日本造園建設業協会

静岡県支部賞）
浜松市茶室　松韻亭

浜松市
中央区

・浜松市
・遠鉄アシスト株式会社

２　表彰式
　　日時　令和６年１月24日（水）　午後２時から３時10分まで
　　場所　県庁別館21階展望ロビー

３　第16回静岡県景観賞の概要
　　（１）募集期間　令和５年５月31日から７月21日まで
　　（２）応募件数　18件
　　（３）主　　催　美しいしずおか景観推進協議会
　　　　【正会員】静岡県、（一社）静岡県建築士事務所協会、（公社）静岡県建築士会、
　　　　　　　　　（一社）日本造園建設業協会静岡県支部、（一社）静岡県建設業協会
　　　　【協力会員】（公社）静岡県造園緑化協会、（公社）静岡県山林協会、（公社）静岡県屋外広告協会、
　　　　　　　　　　　静岡県土地改良事業団体連合会、静岡県道路利用者会議、
　　　　　　　　　　　静岡県土地区画整理組合連合会、静岡県河川協会

４　お問い合わせ
　　美しいしずおか景観推進協議会事務局(静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課)
　 （電話番号）　054-221-3490　　（E-mail）keikan@pref.shizuoka.lg.jp
　
★「静岡県景観賞」とは…昭和63年度に「静岡県都市景観賞」として始まり、平成20年度からは対象を田園や農山漁村景観にも拡大した「静岡県景観賞」に改め、
今回で通算36回目を迎えます。
　過去の受賞地区は、県ホームページやインスタグラム（＠shizuoka_keikan）で紹介しています。

mailto:keikan@pref.shizuoka.lg.jp


提 供 日 2024/01/10

タイトル 「食の都しずおかレストランフェア」スペシャルイベ
ントの開催

担　　当 経済産業部 富士農林事務所生産振興課

連 絡 先

TEL 0545-65-2192

1日限定！富士地域「食の都しずおかレストランフェア」スペシャルイベントの開催

消費者がシェフや生産者の話を聞きながら食事を楽しみ、地元の食への理解を深めます。

１　概要

　　富士農林事務所は、ふじのくに食の都づくり仕事人と生産者が連携し地域食材を使ったご当地メニューの開発に取り組んでいます。今回
は、開発したメニュー及び商品のお披露目として、消費者が生産者と仕事人から地域食材やその活用方法の説明を受けながら実際に食
事をする場を設けました。

　　　　※静岡県は、県産の食材を積極的に使用し、県産食材のすばらしさを伝え、食文化の創造に貢献している料理人を「ふじのくに食の都づくり仕事人」として表彰していま
す。

　　　　※静岡県が推進するしずおか型ガストロノミーツーリズムの一環の事業です。

２　開催日時、会場

　　令和６年１月20日（土）午後６時から８時まで

　　デリス愛鷹亭（富士市神谷84）

　　※店舗前の駐車場は食事のお客様を優先させていただきます。お手数ですが、報道機関の方はデリス愛鷹亭から南に徒歩３分の「はる

いち松浦梨園直売所（富士市神谷100-1）」への駐車をお願いいたします。

３　参加者
　　・仕事人　田嶋　直人シェフ（デリス愛鷹亭）
　　・生産者　３人（白糸滝養魚場、はるいち松浦梨園、茶香房山田製茶）
　　・消費者　10人（一般申込み・予定）

４　内容　　

・ガストロノミーツーリズムの紹介（富士農林事務所）

・地域食材を使ったメニューのこだわり紹介（田嶋シェフ）

・メニューに使用する食材の魅力紹介（各生産者）

・イベント・新商品のアンケート調査（富士農林事務所）

　　　　　

５　取材について
イベントに関する問合せは、富士農林事務所生産振興課へお願いします。

電話番号：0545-65-2192　当日（１月20日）の緊急連絡先：090-3307-2527



提 供 日 2024/01/10

タイトル 【当日取材希望】施設園芸における栽培データ分析
ワークショップを開催します

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609

施設園芸における栽培データ分析ワークショップを開催します

１　要旨
　静岡県内のいちご農家の御協力の下で取得した実際の栽培データを分析し、収量に影響する要因等を特定することを目的としたワーク
ショップを開催します。
　データの分析結果は、県内いちご農家にフィードバックし、施設園芸が抱えている課題の解決を目指していきます。

２　概要

区　分 内　容

タイトル 施設園芸における栽培データ分析ワークショップ

日　程

回次 日付 時間 内容

第１回 ２月 ３日（土） 13:00～17:00 課題整理・データ選定

第２回 ２月17日（土） 13:00～17:00 データ分析・評価

第３回 ３月 ２日（土） 13:00～17:00 分析結果の整理・成果発表

場　所 SHIP（静岡市葵区呉服町２丁目７－２６　静専ビル2F）
※対面とオンラインのハイブリッド形式で開催します。

参加者
県内外のデータサイエンス人材（20人程度）
※参加申込時に運営会社の特許技術を用いたスキル計測試験を行い、一定のデータ処

理及び読解スキルがある方を参加者として決定します。

参加申込 専用サイトから申込
https://forms.gle/z8d5oL8SPH4zL42JA

申込期限 令和６年１月15日（月）

運　営 株式会社SIGNATE（東京都千代田区神田錦町二丁目２番地１）
※AI開発、開発コンペティション運営、DX教育事業等を展開するスタートアップ

３　その他
　・本ワークショップはデジタル田園都市国家構想交付金を活用して実施するものです。
　・今回、施設園芸の生産振興に取り組む県の農芸振興課と、ICT人材の確保・育成に取り組む産業イノベーション推進課が連携し、農業分
野へのデジタル技術の実装を目指して本事業を推進します。

https://forms.gle/z8d5oL8SPH4zL42JA


提 供 日 2024/01/10

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第78報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月10日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第78報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第78報（１月９日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 静岡市葵区 404 17 1 27 10 8 1月9日 ～ 1月1
本日合計 １高等学校 1 27 10 8

７８５施設
本日までの累

計（実数） （ ８８高等学校、　１９５中学校、　４０６小学校、　６１幼稚園、
８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）

3,643 104,478 33,452 31,001

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　 　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/10

タイトル 七間町名店街で「ノウフクマルシェ」を開催します！

担　　当 健康福祉部 障害者支援局障害者政策課

連 絡 先 就労・施設班

TEL 054-221-2328

七間町名店街で「ノウフクマルシェ」を開催します！

　県では、障害のある人の工賃向上と一般就労の拡大を図るため、障害のある人の農業分野での職域拡大を支援しています。
　この度、七間町名店街歩行者天国内にて、障害福祉事業所や連携農家で生産された農産物、農産加工品を販売する「ノウフクマ
ルシェ」を開催します。
　新鮮な野菜や、丁寧につくられた加工品を数多く取り揃えております。ぜひお立ち寄りください。

（概要）
１　開催日時　令和６年１月20日（土）午前11時～午後３時
　　　　　　　※雨天決行・荒天中止

２　開催場所　七間町名店街歩行者天国内（静岡伊勢丹南側）

３　主な販売物　新鮮野菜、果物、焼き芋、コーヒー、菓子、アクセサリー、
　　　　　　　　雑貨、手芸品等

　　　　　　　　（当日販売商品変更となる可能性があります。）

４　主　　催　静岡県

５　共　　催　七間町青空市

６　運　　営　ＮＰＯ法人オールしずおかベストコミュニティ

７　問合せ先
　　静岡県健康福祉部障害者政策課就労・施設班　中原
　　電話番号：054-221-2328
　　特定非営利活動法人オールしずおかベストコミュニティ　山田、永島
　　電話番号：054-251-3515



提 供 日 2024/01/10

タイトル 令和６年能登半島地震に係る義援金の募集

担　　当 健康福祉部 福祉長寿局福祉長寿政策課

連 絡 先 企画総務班

TEL 054-221-2052

「令和６年能登半島地震災害義援金」の御案内

　令和６年能登半島地震で被災された方々を支援するため、日本赤十字社及び共同募金会では義援金を受け付けており、静岡県庁においても
来庁者向けの募金箱を設置するとともに、職員に募金を呼びかけます。
　県としても、関係団体と協力しながら被災地支援に取り組んでまいりますので、皆様方の温かいご支援をよろしくお願いいたします。

１　義援金の受入口座
（１）社会福祉法人中央共同募金会(受付期間：令和６年１月５日(金)～６月28日(金))

金融機関 支店名 口座番号 振込手数料
三井住友銀行 東京公務部 普通　0162530 本店・支店間の窓口及びATMからは無料
りそな銀行 東京公務部 普通　0126815 りそな銀行、埼玉りそな銀行、関西みらい銀行

の本支店間の窓口及びATMからは無料。
みなと銀行は窓口からのみ無料。

　口座名義はいずれも「(福)中央共同募金会」
　
（２）日本赤十字社本社(受付期間：令和６年１月５日(金)～12月27日(金))

金融機関 支店名 口座番号 振込手数料
ゆうちょ銀行 ― 00150-7-325411 ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱は無料。
三井住友銀行 すずらん支店 普通　2787501 別途かかる場合があります。
三菱UFJ銀行 やまびこ支店 普通　2105493 別途かかる場合があります。
みずほ銀行 クヌギ支店 普通　0620669 別途かかる場合があります。

　口座名義は　ゆうちょ銀行：日赤令和６年能登半島地震災害義援金
　　　　　　　　その他銀行：日本赤十字社
　
※被災県自治体、被災県の共同募金会及び日本赤十字社支部でも義援金の受付けを実施して　います。

２　県庁における募金箱の設置
（１）設置期間
　　　令和６年１月10日（水）～令和６年３月29日（金）（ただし開庁日に限ります。）
（２）設置場所
　　東館２階案内所カウンター　等　（領収書等の発行はできません。）

　
３　その他
・お寄せいただいた義援金は、義援金の受入団体から被災県に設置される災害義援金配分
　委員会へ送金され、被災者の支援に充てられます。
・救援物資、物品は受付しません。

４　問合せ先　
　社会福祉法人静岡県共同募金会 　054-254-5212

　(平日)午前9時～午後5時
　〒420-0856
　静岡市葵区駿府町１-70

　日本赤十字社静岡県支部 　054-252-8131
　(平日)午前9時～午後5時

　〒420-0853
　静岡市葵区追手町44-17

　静岡県 　054-221-2844
　(平日)午前9時～午後5時

　健康福祉部福祉長寿局
　福祉長寿政策課



提 供 日 2024/01/10

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第４報】（１月10日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第３報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連： 関係団体 による 対応 を 含 む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9 ・1/10 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動中 活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動中）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

※上記の他、ＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動中

　　イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　　　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　　　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) 調整中

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　　　 ・ 日本赤十字社静岡県支部 が 日赤災害医療 コーディネートチームを 派遣予定
　　　 ・ 第 １ 班 　 日本赤十字社石川県支部災害対策本部 の 指示 に 従 い 活動

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 日赤災害医療 コー
 ディネートチーム
 第 １ 班( 浜松日赤)

1/12( 金) ～1/14( 日)  ３ 人
 医師 ・ 看護師 ・

 事務員 で 構成



ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受けて、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の
　　　　被災地へ 派遣
　　　 ・今後も新たなチームを継続して派遣する予定 （ 現在調整中 ４ チーム ）

 区分  派遣期間  派遣人数

 第 １ 陣 1/10( 水) ～1/12( 金)  ３ 人 （ 医師 １ 人 、 看護師 ２ 人 ）

 第 ２ 陣 1/19( 金) ～1/21( 日)  ３ 人 （ 医師 １ 人 、 看護師 １ 人 、 事務員 １ 人 ）

エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　中
　・能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

区分 病院名 派遣人
数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター 3人 1/3～1/8

第２次隊（活動中） 沼津中央病院 3人 1/7～1/13

 第 ３ 次隊 （ 派遣決定 ）  神経科浜松病院 3 人
1/12 ～
1/17

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

１月４日～５日 総合病院聖隷三方原病院 １機

　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）の知
　　事及びドクターヘリ基地病院による協定

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受けて、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請有

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9 ～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ４人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ４人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ４人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ４人

４名/班の１班体制
保健師３名、事務１名で構成
派遣期間は、移動、引継期間を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受けて、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴ３名
　　　　を派遣予定で調整中

（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣
　　　・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　　　　隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受けて、静岡ＤＷＡＴを派遣
　　　・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難
　　　　者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
　　　・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク



第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

リーニング等

（参考：要配慮者支援の流れ）

　　 イ 　ＪＲＡＴ（ 日本災害 リハビリテーション 支援 チーム ） 派遣
　　　 ・ 日本災害 リハビリテーション 支援協会 の 派遣要請 を 受 けて 、 静岡県災 害 リ
　　　　 ハビリテーション 支援関連団体協議会 が ＪＲＡＴ 隊員 を 派遣予定
　　　　 今後 も 新 たなチームを 継続 して 派遣 する 予定

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 第 １ 陣 1/12( 金) ～1/15( 月)  ２ 人  医師 、 理学療法士

（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

　・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　　を開始
　 ・ 来庁者向 けに 県民 サービスセンター （ 東館 ２ 階 ） に 募金箱 を 設置 するとと
　　 もに 、 職員 に 対 し 義援金 への 協力 を 呼 びかける

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～ 3/29 富山県

 新潟県支部 1/ 9 ～ 6/28  新潟県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県

富山県 1/ 5～ 3/29 富山県

 新潟県 1/ 9 ～ 6/28  新潟県共同募金会

中央 1/ 5～ 6/28
石川県、富山県、
 新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
　・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・
　　令和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

注：助成申請受付の概要は、近日中に発表。申請受付は１月15日以降の予定。

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、
　　避難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付でき
　　るよう準備中



提 供 日 2024/01/10

タイトル 富士山静岡空港定期便における年末年始の利用実績

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

 富士山静岡空港定期便 における 年末年始 の 利用実績
１　要旨
　富士山静岡空港において定期便を運航する航空会社から、年末年始（12/28から１/３まで）における利用実績の提供がありましたので、お
知らせします。

２　利用実績（令和５年12月28日から令和６年１月３日までの７日間）

路線名
航空
会社 運航頻度

提供座席数
（席）

搭乗者数
（人）

搭乗率
（％）

ＡＮＡ １往復／日 2,324 1,653 71.1 
新 千 歳

2往復／日 2,320 1,690 72.8 
丘　　珠

ＦＤＡ
- - - - 

札

幌
札幌線　小計 4,644 3,343 72.0 

出　　雲 １往復／日 1,112 790 71.0 
福　　岡 ４往復／日 4,520 3,370 74.6 
熊　　本 1,112 908 81.7 
鹿 児 島

ＦＤＡ

1,096 981 89.5 
沖　　縄 ＡＮＡ

１往復／日
2,324 1,768 76.1 

国内線　計 14,808 11,160 75.4 
ソ ウ ル ７　Ｃ ７往復／週 2,646 2,250 85.0 
上　　海 M　U ２往復／週 624 354 56.7 

国際線　計 3,270 2,604 79.6 
合計 18,078 13,764 76.1 

※FDA丘珠線は冬ダイヤ期間運休

　○航空会社（お問合せ先）
　 ・ＡＮＡ：全日本空輸（電話：０７０－４８７４－０９２７）　　　
　 ・ＦＤＡ：フジドリームエアラインズ（電話：０５４－３５５－５６０２）
　 ・７　 Ｃ：チェジュ航空（電話：０５７０－００１－１３２）
　 ・M   U：中国東方航空電話：０５４－６５２－１２１２

３　過年度実績との比較（※年度により対象日数が異なる）
（１）前年度比較（令和４年12月28日から令和５年１月５日までの９日間）

提供座席数 搭乗者 搭乗率
路線名

航空
会社 実績

（席）
増減
（席）

年度比
（％）

実績
（人）

増減
（人）

年度比
（％）

実績
（％）

増減
（pt）

年度比
（％）

ＡＮＡ 2,656 ▲332  87.5 1,631 22 101.3 61.4 9.7 115.8 
新千歳

2,184 136 106.2 1,706 ▲16 99.1 78.1 ▲5.3 93.2 
丘    珠

ＦＤＡ
－ － － － － － － － －

札

幌
札幌線　小計 4,840 ▲196 96.0 3,337 6 100.2 68.9 3.1 104.5 

出　雲 1,368 ▲256 81.3 1,080 ▲290 73.1 78.9 ▲7.9 90.0 
福　岡 5,776 ▲1,256 78.3 4,716 ▲1,346 71.5 81.6 ▲7.0 91.4 
熊　本 1,512 ▲400 73.5 1,247 ▲339 72.8  82.5 ▲0.8 99.0 
鹿児島

ＦＤＡ

1,552 ▲456 70.6 1,343 ▲362 73.0 86.5 3.0 103.5 
沖　縄 ＡＮＡ 2,656 ▲332 87.5 2,002 ▲234 88.3 75.4 0.7 100.9 

国内線　計 17,704 ▲2,896 83.6 13,725 ▲2,565 81.3 77.5 ▲2.1 97.3 
ソウル ７　C － 2,646 皆増 － 2,250 皆増 － 85.0 皆増 
上　海 Ｍ　Ｕ － 624 皆増 － 354 皆増 － 56.7 皆増 
国際線　計 － 3,270 皆増 － 2,604 皆増 － 79.6 皆増 

合計 17,704 374 102.1 13,725 39 100.3 77.5 ▲1.4 98.2 
※ANA新千歳線、沖縄線は１月４日までの期間運航
※FDA新千歳線は12月28日～30日、１月３日～４日は２往復／日（期間増便）
※FDA丘珠線は冬ダイヤ期間運休
※FDA鹿児島線は12月29日は２往復／日（期間増便）

（２）コロナ禍前比較（令和元年12月27日から令和２年１月５日までの10日間）
提供座席数 搭乗者 搭乗率

路線名
航空
会社 実績

（席）
増減
（席）

年度比
（％）

実績
（人）

増減
（人）

年度比
（％）

実績
（％）

増減
（pt）

年度比
（％）

ＡＮＡ 3,320 ▲996 70.0 3,015 ▲1,362 54.8 90.8 ▲19.7 78.3 
新千歳

－ 2,320 皆増 － 1,690 皆増 － 72.8 皆増 
丘　珠

ＦＤＡ
－ － － － － － － － －

札

幌
札幌線　小計 3,320 1,324 139.9 3,015 328 110.9 90.8 ▲18.8 79.3 

出　雲 1,680 ▲568 66.2 1,298 ▲508 60.9 77.3 ▲6.3 91.8 
福　岡 6,432 ▲1,912 70.3 5,394 ▲2,024 62.5 83.9 ▲9.3 88.9 
北九州 1,680 ▲1,680 皆減 1,446 ▲1,446 皆減 86.1 ▲86.1 皆減 
熊　本 － 1,112 皆増 － 908 皆増 － 81.7 皆増 
鹿児島

ＦＤＡ

1,536 ▲440 71.4 1,324 ▲343 74.1 86.2 3.3 103.8 
沖　縄 ＡＮＡ 3,319 ▲995 70.0 3,032 ▲1,264  58.3 91.4 ▲15.3 83.3 

国内線　計 17,967 ▲3,159 82.4 15,509 ▲4,349 72.0 86.3 ▲10.9 87.4 
ソウル ７　C 1,890 756 140.0 1,511 739 148.9 79.9 5.1 106.4 
台　北 Ｃ　 Ｉ 948 ▲948 皆減 868 ▲868 皆減  91.6 ▲91.6 皆減 
上　海 Ｍ　Ｕ 3,570 ▲2,946 17.5 2,487 ▲2,133 14.2 69.7 ▲13.0 81.3 
寧　波 Ｍ　Ｕ 936 ▲936 皆減 470 ▲470 皆減 50.2 ▲50.2 皆減 



南　昌 Ｍ　Ｕ 936 ▲936 皆減 509 ▲509 皆減 54.4 ▲54.4 皆減 
連雲港 Ｍ　Ｕ 798 ▲798 皆減 239 ▲239 皆減  29.9  ▲29.9 皆減 

Ｍ　Ｕ 2,180 ▲2,180 皆減 1,651 ▲1,651 皆減 75.7 ▲75.7 皆減 
Ｊ　　Ｄ 1,044 ▲1,044 皆減 506 ▲506 皆減  48.5  ▲48.5 皆減 杭　州

小計 3,224 ▲3,224 皆減 2,157 ▲2,157 皆減  66.9  ▲66.9 皆減 
温　州 Ｆ　Ｍ 646 ▲646 皆減 221 ▲221 皆減 34.2 ▲34.2 皆減 
煙　台 Ｋ　Ｎ 1,080 ▲1,080 皆減 406 ▲406 皆減  37.6  ▲37.6 皆減 
西　安 ３　U 1,288 ▲1,288 皆減 465 ▲465 皆減  36.1  ▲36.1 皆減 
国際線　計 15,316 ▲12,046 21.4 9,333 ▲6,729 27.9 60.9 18.7 130.7 

合計 33,283 ▲15,205 54.3 24,842 ▲11,078 55.4 74.6 1.5 102.0 
※FDA丘珠線は冬ダイヤ期間運休
　
（航空会社）
　　７C：チェジュ航空　　　 ＣＩ ：チャイナエアライン　ＭＵ：中国東方航空　　
　　ＪＤ：北京首都航空      FM：上海航空　　　　　　　ＫＮ：中国聨合航空　　　３Ｕ：四川航空



提 供 日 2024/01/10

タイトル 【取材依頼】第27回伊豆文学賞審査会の開催

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

　本県ゆかりの作家
　村松友視氏・嵐山光三郎氏・太田治子氏が審査

第27回伊豆文学賞 審査会開催
　静岡県と伊豆文学フェスティバル実行委員会では、伊豆をはじめとする静岡県内の自然や地名、行事、人物、歴史などを題材とした文学作
品を公募する「伊豆文学賞」を平成９年から毎年開催しています。
　第27回となる今回は伊豆文学賞小説・随筆・紀行文部門に応募のあった245作品から最優秀賞など４編を選出する審査会を下記のとおり実
施します。
　冒頭５分程度、取材時間を設けますので、ぜひ取材をよろしくお願いします。
　なお、審査結果は１月15日（月）に県政記者クラブを通じて資料提供をする予定です。

１　日　時
　　令和６年１月12日（金）　午後１時30分から　

２　会　場
　　起雲閣　音楽サロン（熱海市昭和町4-2）

３　審査員
　　＜小説・随筆・紀行文部門審査員＞　
　　嵐山 光三郎 （第58回読売文学賞受賞作家）
　　太田 治子　　（第１回坪田譲治文学賞受賞作家）

４　賞
　　最優秀賞 １編 賞金100万円、表彰状
　　優秀賞 １編 賞金20万円、表彰状
　　佳　作 ２編 賞金５万円、表彰状

５　問い合わせ先
　　伊豆文学フェスティバル実行委員会事務局（文化政策課内）　電話：054-221-3109

　　　
　　　【過去（第25回）起雲閣での審査会風景】 



提 供 日 2024/01/10

タイトル アピタ磐田店で環境啓発イベントを開催します！

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-3349

　          ～海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題について楽しく学ぼう～
                            アピタ磐田店で環境啓発イベントを開催します！

　県と包括連携協定を締結しているユニー株式会社と磐田市の協力の下、海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題について楽しく学べる

環境啓発イベントをアピタ磐田店で開催します。お子様も自由に参加できるゲームやクイズラリーを用意していますので、ぜひ御家族で御来

場ください。

１　日　時　令和６年１月14日（日）午前10時から午後３時まで

２　場　所　アピタ磐田店　１階南側エスカレーター横

（静岡県磐田市今之浦３丁目１-11）

３　内　容

　　(1)みらいの海でおさかな釣りゲーム

　　　          プラスチックごみが魚の総重量を上回ると予想されている2050年の海を想定した

                 釣りゲームです。

参加者にはプレゼントがあります（数に限りがあります、あらかじめ御了承ください）。

　　(2)食品ロス削減！大作戦（クイズラリー）

　　　          店内７か所に設置されたクイズで食品ロス問題について学ぶことができます。

　　         　参加者にはプレゼントがあります（数に限りがあります、あらかじめ御了承ください）。

　　(3)展示

　　　          海洋プラスチックごみ問題や食品ロス問題に関する現状や静岡県・磐田市の取組等を

                紹介する展示をおこないます。

         ４　取材及び問合せ先について

　　         当日10時以降に取材対応しますので、現地取材の際はあらかじめ下記問合せ先まで

　　　　　　御連絡ください。

　         【問合せ先】静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課資源循環班

　　　　　　　            電話：054-221-3349



提 供 日 2024/01/10

タイトル 参加者募集！1/27（土）に富士市内で海岸清掃イベン
トを開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局廃棄物リサイクル課

連 絡 先 資源循環班

TEL 054-221-2426

　参加者募集！1/27（土）に富士市内で海岸清掃イベントを開催します
～美しく豊かな海を次世代に引き継ぐために～　

１　目的・趣旨

プラスチックごみの海への流出を防ぐため、県が展開する海洋プラスチックごみ防止「６Ｒ県民運動」の一環として、海岸清掃イベントを民

間団体と共同で開催します。

　

２　概　要

（１）日　時

　　令和６年１月27日（土）午前９時～10時40分　

（２）場　所

　　集合場所：ふじのくに田子の浦みなと公園（富士市前田地先）

　　清掃場所：みなと公園西側の海岸

（３）主催等

　　主催：静岡県、（一財）セブン-イレブン記念財団

　　協力：認定NPO法人富士山クラブ、富士市、山梨県

（４）参加者  

　　県民運動に賛同する県民、企業、団体関係者　200人程度（事前申込制、先着順）

　　行政関係（県くらし・環境部長、環境局長　ほか）

（５）スケジュール（予定）

　　８：30　　受付開始

　　９：00　　開会式

　　９：25　　環境教育・清掃開始（海岸でのごみ拾い）

　　10：25　清掃終了、記念撮影

　　10：30　閉会式

　　10：40　解散

（６）申込方法

　　・専用の応募フォームよりお申込ください。（参加費無料）

　　　応募フォーム：https://forms.gle/C2hbRAwpj35hBJKD7

　　・申込期限　令和６年１月22日（月）

（７）その他

・悪天候の場合は中止とし、前日の午後４時までにウェブサイト等でお知らせします。

３　取材対応

    当日取材していただける場合は、１月26日（金）午後３時までに県廃棄物リサイクル課（担当：川口）まで御連絡ください。【054-221-2426】

https://forms.gle/C2hbRAwpj35hBJKD7


提 供 日 2024/01/10

タイトル 令和６年能登半島地震で被災された方へ県営住宅を提
供します

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局公営住宅課

連 絡 先 県営住宅管理班

TEL 054-221-3085

令和６年能登半島地震で被災された方へ
県営住宅を提供します

１　概要

　令和６年能登半島地震の被災者を支援するため、県営住宅の一部を一定期間無償

で使用していただくこととし、本日から申込みを受け付けます。

２　対象者

　令和６年能登半島地震で被災された方（罹災証明書で確認※）

　※罹災証明書の提出が困難な特別の事情がある場合には、個別に相談に応じます。

３　期間

　原則１年以内

４　費用

　敷金及び家賃は免除（駐車場使用料、光熱水費及び共益費は御負担いただきます）

５　連帯保証人

　不要

６　提供可能戸数　

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸
中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地

２戸、島田市内２団地４戸

西部 24戸
菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地
２戸、磐田市内１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内
１団地２戸

計 47戸

７　問合せ先

　静岡県くらし・環境部公営住宅課　県営住宅管理班

　電話：０５４－２２１－３０８５

＜参考＞

　　国土交通省から各自治体の公営住宅等の提供可能戸数の調査依頼があり、県内

　市町の状況を確認したところ、25市町において171戸が提供可能。

　（令和６年１月９日時点）



提 供 日 2024/01/10

タイトル 新設住宅着工統計令和５年11月の主な動向

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局住まいづくり課

連 絡 先 計画班

TEL 054-221-3084

新設住宅着工統計令和５年11月の主な動向

＜総戸数＞
令和５年11月の新設住宅着工戸数は、1,452戸（対前年同月増減比13.8％減）。前年同月と比較して、給与住宅で増加したが、持家・貸

家・分譲住宅で減少したため、全体で減少となった。（国土交通省建築工事届集計データをもとに、静岡県分の住宅関連データを抽出処
理）

＜利用関係別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
持家 719 836 △14.0％

民間資金 632 730 △13.4％
公的資金 87 106 △17.9％
うち機構融資 ※１ 12 10 20.0％

貸家 460 517 △11.0％
民間資金 385 436 △11.7％
公的資金 75 81 △7.4％

給与住宅 ※２ 5 3 66.7％
分譲住宅 268 329 △18.5％
うちマンション 0 58 △100.0％

合計 1,452 1,685 △13.8％
※１　住宅金融支援機構から融資を受けて建てた住宅
※２　会社、官公署、学校等がその社員、職員、教員等を居住させる目的で建てた住宅

＜地域別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
東部 414 530 △21.9％
中部 570 495 15.2％
西部 468 660 △29.1％
合計 1,452 1,685 △13.8％

＜直近６か月間の推移＞
６月 7月 ８月 ９月 10月 11月

前年着工戸数 1,748 1,852 1,730 1,566 1,641 1,685
直近着工戸数 1,621 1,712 2,028 1,575 1,412 1,452
対前年同月増減比 △7.3％ △7.6％ 17.2％ 0.6％ △14.0％ △13.8％

＜資金別＞
　区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
民間資金 1,263 1,469 △14.0％
公的資金 189 216 △12.5％
うち機構融資 20 19 5.3％

合計 1,452 1,685 △13.8％

＜建築工法別＞
区分 戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
在来工法 944 1,050 △10.1％
プレハブ工法 273 362 △24.6％
枠組壁工法 235 273 △13.9％
合計 1,452 1,685 △13.8％

＜構造別＞
区分    戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比
木造 1,009 1,140 △11.5％
非木造 443 545 △18.7％
合計 1,452 1,685 △13.8％

＜参考＞
戸数 前年同月戸数 対前年同月増減比

全国 66,238 72,372 △8.5％
　表グラフなどの資料については、下記のＵＲＬを御覧ください。

　　https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html

https://www.pref.shizuoka.jp/kurashikankyo/kenchiku/garden/1015907.html


提 供 日 2024/01/10

タイトル 高齢者が被害に遭わないための防犯・交通安全研修会
を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2549

～社会全体で高齢者を守ろう～

高齢者が被害に遭わないための
防犯・交通安全研修会を開催します！
県では、高齢の方が安全に安心して暮らせる社会を実現するため、日常業務等で高齢の方と接する機会が多い方を対象に、高齢者
を悪質商法や特殊詐欺、交通事故から守るための知識を深める研修を開催します。

１　開催日時・場所

会　場 日　時 場　所

中部会場 令和６年１月１６日（火）
午後２時から午後４時まで

静岡県静岡総合庁舎７階第８会議室
（静岡市駿河区有明町２ー２０）

東部会場 令和６年１月１８日（木）
午後２時から午後４時まで

静岡県富士総合庁舎２０２会議室
（富士市本市場４４１－１）

西部会場 令和６年１月２３日（火）
午後２時から午後４時まで

静岡県中遠総合庁舎東３０３会議室
（磐田市見付３５９９－４）

２　受講者

　　日常業務等で高齢者と接する機会の多い方（募集は終了しています）

　　各会場　２０人程度

３　研修項目

（１）消費者被害の状況及び悪質商法から高齢者を守るための注意点

　　　講師：静岡県（中部・東部・西部）県民センター職員

（２）犯罪の発生状況と高齢者を特殊詐欺から守るには

　　　講師：静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課　くらし安全班職員

（３）交通事故の現状と高齢者を交通事故から守るには

　　　講師：静岡県くらし・環境部県民生活局くらし交通安全課　交通安全班職員



提 供 日 2024/01/10

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第４報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨
　　令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、現在、静岡県緊急消
　防援助隊静岡県大隊（第３陣）が被災地において、救助活動等に従事している。
　　令和６年１月10日（水）には、第４陣が被災地に向けて出動し、第３陣と交代して、１月11
　日から継続して救助活動等に従事する。

２　派遣概要

（1） 緊急消防援助隊静岡県大隊（第４陣）
○日　　  時　令和６年１月10日（水）11時出動
○派遣場所　石川県珠洲市
○派 遣  隊   67隊　221名
　　　　　　 　（内　訳）

　　                  ・指揮隊：１隊５名
　　                  ・消火小隊：20隊86名
　　                  ・救助小隊：７隊29名
　　                  ・救急小隊：14隊42名
　　                  ・後方支援隊：23隊53名
　　                  ・特殊装備小隊：２隊６名
                       ※静岡市消防局内に派遣隊との連絡調整のための後方支援本部を設置

○活動内容　被災者の捜索及び救助活動等
○活動予定（１月10日　10時現在）　※第３陣までの派遣状況は別紙に記載

１月10日　11:00　静岡県大隊（第４陣）が被災地へ向けて出動
１月11日～　　　　静岡県大隊（第３陣）と交代して活動開始予定

（2） 航空指揮支援隊
○日　　　時　令和６年１月10日（水）８時30分出動
○派遣場所　富山空港
○派 遣  隊　１隊３名
○活動内容　現地航空隊に係る連絡調整等の指揮支援

（3） 航空小隊
○11日以降出動予定（現在調整中）



提 供 日 2024/01/10

タイトル 大規模災害発生時の外国人支援訓練を行います！

担　　当 知事直轄組織 地域外交局多文化共生課

連 絡 先 多文化共生班　平田

TEL 054-221-2178

大規模災害発生時の外国人支援訓練を行います！
１　概要

大規模災害発生時に静岡県と（公財）静岡県国際交流協会が設置し、県内外国人の翻訳・通訳・相談業務を支援する「災害時多言語
支援センター」の運営訓練を行います。

　
２　訓練日時及び場所
　　令和６年１月17日（水）　県庁別館２階第三会議室Ｂ 　午前９時から11時 

３　参加者
　　実施主体：静岡県多文化共生課、（公財）静岡県国際交流協会　　　
　　協　　力：岐阜県国際交流協会

４　訓練タイムスケジュール
日 時 訓練内容

１月16日（火） 14：00 センター設置準備

9：00 オリエンテーション

9：10

 訓練開始 
・センター設置の周知（記者提供、通知）
・翻訳、情報発信（情報選別→多言語化→発信）
・相談（タブレットによる相談対応）

１月17日（水）

10：45 訓練終了、講評、片付け

５　想定

日 時 想定内容

南海トラフ巨大地震発生（予知なし）
8：30

本震　Ｍ9.1　県内全域で震度７～６弱

8：33 大津波警報発表
県災害対策本部設置

【訓練前日】
１月16日（火）

17：00 余震　西伊豆町、焼津市、静岡市で震度５弱



提 供 日 2024/01/11

タイトル 総合特別区域の令和４年度取組に対する国の評価結果
が公表されました

担　　当 知事直轄組織政策推進局総合政策課、 経済産業部産業

革新局新産業集積課

連 絡 先

TEL 054-221-2837(総合政策課)､054-221-2985(新産業

集積課)

総合特別区域の令和４年度取組に対する国の評価結果が公表されました

　内閣府は、産業の国際競争力の強化及び地域の活性化に関する施策を総合的かつ集中的に推進する総合特別区域における令和４年度の取組について、専
門家による評価等に基づく評価結果を公表しました。

　 本県関係 の ３ 区域 は 、 それぞれの 分野 において 、 ふじのくに  防災減災 ・ 地域成長 モデル 総合特区 が １ 位 、 ふじのくに  先端医療総合特区 が ２ 位 、 アジ
 アNo.1  航空宇宙産業 クラスター 形成特区 が ６ 位 となりました 。

１ 地域活性化総合特別区域「観光・まちづくり分野」の評価結果（上位のみ）１位/５特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体

4.6 ふじのくに防災減災・地域成長モデル総合特区 静岡県
4.1 京都市地域活性化総合特区 京都市、京都府
3.7 千年の草原の継承と創造的活用総合特区 阿蘇市、南小国町等

２ 地域活性化総合特別区域「ライフ・イノベーション分野」の評価結果（上位のみ）２位/８特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体
4.5 先導的な地域医療の活性化（ライフイノベーション）総合特区 徳島県

4.4 ふじのくに先端医療総合特区 静岡県・山梨県

4.4 北九州メディカルバレー構想特区 大分県・宮崎県
4.4 みえライフイノベーション総合特区 三重県

３ 国際戦略総合特別区域の評価結果　６位/６特区

評価結果 総合特別区域の名称 指定自治体
4.8 アジアヘッドクォーター特区 東京都
4.5 京浜臨海部ライフイノベーション国際戦略総合特区 神奈川県等
4.5 関西イノベーション国際戦略総合特区 京都府等
4.0 グリーンアジア国際戦略総合特区 福岡県等
3.9 つくば国際戦略総合特区 茨城県等

3.5 アジアNo.1航空宇宙産業クラスター形成特区 愛知県・静岡県等



提 供 日 2024/01/11

タイトル 県立高等学校における損害賠償請求事件の判決確定

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班

TEL 054-221-3656

　県立高等学校に係る損害賠償請求事件の判決が、令和５年12月15日、静岡地方裁判所で言い渡された。双方控訴しなかったた
め、判決が確定した。

１　事案の概要
　(1) 令和３年６月19日、水泳部生徒（当時）複数人がホテル浴場において、女湯を覗いたりスマートフォンで盗撮したりした。
　(2) 学校は、生徒指導に係る会議を経て７月１日、加害者全員に進路変更を考慮させたが、原告は応じなかったため、９月１日
付で懲戒による退学処分とした。
　(3) 原告は、退学処分の取消及び55万円の慰謝料等を求めて県を提訴した。原告の退学処分を取り消す旨の判決（慰謝料は棄
却）が令和４年10月17日に出され、当該訴訟は終結した。
　(4) 本損害賠償請求事件
　　　令和４年４月25日、卒業式への参加を拒否されたこと及び卒業証明書等の交付を受けられなかったことによる損害につい
て、原告が330万円を求めて県を提訴した。

２　判決内容
　被告は、原告に対し、33万円及びそのうち11万円に対する令和４年３月１日から、うち22万円に対する同月15日から各支払済み
まで年３パーセントの割合による金員を支払え。
　原告に対してした行為は、国家賠償法１条１項の適用上違法であり、原告の精神的損害が認められる。

３　教育長（池上重弘）コメント
　県教育委員会としましては、本判決を真摯に受け止め、今後は、生徒指導案件において、今まで以上に丁寧に事実関係を確認し
た上で、指導内容を判断するよう各学校に指導してまいります。



提 供 日 2024/01/11

タイトル 静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和６年度
入学生）の実施

担　　当 経済産業部 工科短期大学校教務課

連 絡 先 静岡キャンパス　鳥居

TEL 054-345-2033

静岡県立工科短期大学校第３回選抜試験（令和６年度入学生）の実施

　グローバル化や科学技術の進展など、大きな変化に対応できる技術者の育成を目指す本校の令和６年度入学生（第４期生）の第３回選抜試験(一般選
抜）を実施します。詳細は本校ホームページ(https://scot.ac.jp/)をご覧ください。

１　日程

回 選抜区分 出願受付期間 試験日 合格発表

第３回 一般選抜 令和６年
１月18日(木)～２月１日(木)

令和６年
２月10日(土)

令和６年
２月16日(金)

２　募集学科及び募集人員等

キャンパス名 学　科 定　員 募集人員

機械・制御技術科 30名 ７名程度

電気技術科 20名 11名程度静岡キャンパス

建築設備科 20名 13名程度

機械・生産技術科 20名 13名程度

電子情報技術科 20名 ７名程度沼津キャンパス

情報技術科 20名 若干名

３　試験科目　　数学Ｉ・面接

４　試験会場　　静岡県立工科短期大学校　静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）

５　授業料等
受験料 入学金 授業料

18,000円 県内84,600円／県外219,900円 年額234,600円（※）

※全国の職業能力開発短期大学校等（平均約38万円）の中で一番安い授業料！

６　問合せ先　　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）

https://scot.ac.jp/


提 供 日 2024/01/11

タイトル ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の受賞者に
知事褒状を授与します。

担　　当 経済産業部 農業局農業戦略課

連 絡 先 農業戦略班

TEL 054-221-3611

「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の表彰式を開催します。

１　要旨
静岡県は、地域の農林漁業への貢献が期待される農林漁業者及び組織を奨励する「ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞」の令和5年度受賞者を

決定しました。
令和6年１月16日(火)に表彰式を開催し、受賞者へ知事褒状を授与します。

２　表彰式の概要
（１）日　時：令和6年１月16日(火)　午前11時から午前11時45分まで
（２）場　所：県庁別館9階　特別第一会議室
（３）出席者：ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞受賞者（8個人、１団体）
　　　　　　　知事、農林水産担当部長、農業局長、森林・林業局長、水産・海洋局長
（４）内　容：知事から褒状授与、知事との懇談・記念撮影
（５）受賞者の概要：別紙のとおり

３　ふじのくに未来をひらく農林漁業奨励賞の概要
（１）趣旨

将来、地域農林漁業への貢献が期待される農林漁業者及び組織を奨励することにより、農林漁業経営の発展を促し、もって本県農林漁業の振興を図
ることを目的とする。

（２）表彰の対象
　県内において農林漁業に従事し、経営発展を目指し先進的な取組を概ね３年以上行い、かつ現在活躍しており、今後地域や県内の農林漁業者の模
範となりうる個人又は団体とする。ただし、推薦事項に該当する取組により、全国及びそれに準ずる規模の表彰を受けたものを除く。



提 供 日 2024/01/11

タイトル 中小企業等向け「Ｄ２Ｃセミナー」を開催します！

担　　当 経済産業部 商工業局地域産業課

連 絡 先 地域産業班

TEL 054-221-2520

中小企業等向け「Ｄ２Ｃセミナー」を開催します！

（参加者募集中）

　インターネットやＳＮＳの普及、通販サイトの充実などにより、Ｄ２Ｃ（製造企業が自社で企画・生産した商品を消費者に直接
販売するビジネスモデル）の市場は、拡大傾向にあります。
　県では、地場産品の認知度やブランド力の向上及び産業の活性化を図るため、Ｄ２Ｃやインターネット通販への挑戦を支援する
セミナー及び個別相談会を開催します。

１　テーマ
　　大手が手を出せない地域の会社だからできるネット通販戦略があります！

２　主催
　　静岡県

３　対象者
　　これからＤ２Ｃやネット通販を始める県内の中小企業・小規模事業者等

４　日時及び内容
（１）セミナー１回目
　　　・Ｄ２Ｃの概要、戦略立案方法、インターネット通販のポイント

　　　静岡会場：１月24日（水）14:00～15:30
　　　浜松会場：１月19日（金）14:00～15:30
　　
（２）セミナー２回目
　　　・Ｄ２Ｃ実践者とのクロストーク
　　　・デジタルを活用した情報発信方法を学ぶワークショップ

　　　静岡会場：２月２日（金）14:00～16:00
　　　浜松会場：２月21日（水）14:00～16:00

　　※いずれの回も、セミナー修了後に個別相談会（希望者のみ）を実施します。
　　※どちらか１回でも受講可能です。

５　会場
　　静岡会場：B-nest産学交流センター　７階　小会議室１・２
　　浜松会場：浜松商工会議所会館　10階　Ｂ会議室

６　定員
　　各日30名（事前予約制）

７　参加費
　　無料

８　問い合わせ先
　　静岡県 経済産業部 商工業局 地域産業課
　　電話番号　054-221-2520
　　メール　chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp

申込みはこちらから　https://questant.jp/q/GYLVIP0T

mailto:chiikisangyo@pref.shizuoka.lg.jp
https://questant.jp/q/GYLVIP0T


提 供 日 2024/01/11

タイトル 学生技能者の県下No.1を決定する第12回静岡県ものづ
くり競技大会を開催！

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

　　　　　　学生技能者の県下No.1を決定する
第12回静岡県ものづくり競技⼤会を開催︕

県内の職業能⼒開発施設、⾼校、専⾨学校等で学ぶ選⼿達がものづくりの技を競い合う技能競技⼤会を開催します。
各部⾨で上位に⼊賞した選⼿は、若年者ものづくり競技⼤会（全国⼤会）⼜は⾼校生ものづくりコンテスト東海⼤会の県代表候補となります。

１　開催概要
（１）令和６年1⽉12⽇（⾦）

会場 競技部⾨ 対象者※ 選⼿数 競技時間
配管 総合 20人 10:45-14:00県⽴⼯科短期⼤学校静岡キャンパス

  静岡市清水区楠160
  054-345-2032 小計 20人

グラフィックデザイン 総合 12人 9:30-15:15静岡デザイン専⾨学校
  静岡市葵区鷹匠2-19-15
  054-252-1766 小計 12人

合計 32人
（２）令和６年1⽉27⽇（⼟）

会場 競技部⾨ 対象者※ 選⼿数 競技時間
旋盤 総合 7人 ９:15-12:45
フライス盤 総合 6人 ９:15-12:45
電気⼯事 総合 9人 10:00-11:30

県⽴⼯科短期⼤学校静岡キャンパス
　静岡市清水区楠160 
  054-345-2032

小計 22人
電⼦回路組⽴て 総合 10人 10:00-13:00
ITネットワークシステム管理 総合 12人 10:00-12:00
溶接 ⾼校生 11人 9:45-12:55

県⽴⼯科短期⼤学校沼津キャンパス
  沼津市⼤岡4044-24
  055-925-1071

小計 33人
建築⼤⼯ 総合 7人 10:00-12:00県⽴浜松技術専⾨校

  浜松市中央区小池町2444-1
  053-462-5600 小計 7人

機械製図CAD 総合 17人 11:30-12:50
旋盤 ⾼校生 10人 10:00-12:00
シーケンス制御 ⾼校生 4人 10:30-11:30
電⼦回路組⽴て ⾼校生 7人 10:30-12:00
木材加⼯ ⾼校生 13人 9:30-12:15
化学分析 ⾼校生 10人 10:00-12:30
測量 ⾼校生 16人 9:15-13:00

県⽴科学技術⾼等学校
  静岡市葵区⻑沼500-1
  054-267-1100

小計 77人
合計 139人

※総合︓職業能⼒開発施設、⾼校、専⾨学校等で学ぶ学生など
※⾼校生︓静岡県⼯業⾼等学校⻑会に属する⾼等学校の生徒

２　参加校　
　県⽴⼯科短期⼤学校、浜松技術専⾨校、ポリテクカレッジ浜松、浜松建築⾼等職業訓練校、静岡デザイン専⾨学校、沼津情報・ビジネス専⾨学校、⾼等学校11校



提 供 日 2024/01/11

タイトル WAZAチャレンジ教室の実施

担　　当 経済産業部 就業支援局職業能力開発課

連 絡 先 ものづくり人材班　富永

TEL 054-221-2823

ももののづづくくりり体体験験「「WWAAZZAAチチャャレレンンジジ教教室室」」
１１月月はは５５校校でで6644人人のの児児童童・・生生徒徒がが体体験験ししまますす。。

　「WAZAチャレンジ教室」は、技能士が小・中学校、特別支援学校等に出向き、「ものづくり体験」を通じて「ものづくり」の楽しさや面白さを伝える事

業です。

　県では、この体験を通じて、ひとりでも多くの子ども達に「ものづくり」の技術や技能に関心を持ってもらいたいと考えています。

　１月は５校で64人が「ものづくり」を体験します。

実施日時 学校名・電話番号 担当者 体験メニュー 人
数

 １月12日
（金）

９:40～12:00

静岡県立清水特別支援学校
054-368-6800

望月 ミニ畳 20

 １月18日
（木）

８:30～11:30

下田市立稲梓小学校
0558-28-0004

藤池 ウール地で作るコサージュ 12

 １月22日
（月）

９:55～11:35

静岡市立賤機北小学校
054-294-0004

初川 アートモザイク ５

 １月24日
（水）

10:00～12:00

静岡県立沼津視覚特別支援学校
055-921-2099

加藤 玉子焼き・鶏のくわ焼き ５

 １月25日
（木）

９:00～12:00

静岡市立豊田中学校
054-285-8201

永瀬 本立て 22

　　

　　　 　　　　　
　　　　　　　　　ミニ畳　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウール地で作るコサージュ

○技能士とは

　働く人々の有する技能を一定の基準により検定する技能検定(国家検定)に合格した方を技能士と呼びます。確かな技能の証として各職場において高く評

価されています。

○報道機関の方へのお願い

　取材される際には、必ず事前に学校へ連絡をお願いします。



提 供 日 2024/01/11

タイトル TECH BEAT Shizuoka ×  県内スタートアップ支援拠点
連携イベント第２弾「オープンイノベーション解体新
書　スタートアップに聞く　協業をすすめるコツ」

担　　当 経済産業部 産業革新局産業イノベーション推進課

連 絡 先 産業イノベーション推進班

TEL 054-221-2609



提 供 日 2024/01/11

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第79報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月11日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第79報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第79報（１月10日受付分）】 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 高等学校 下田市 512 14 1 35 16 16 1月9日 ～ 1月1
2 小学校 富士宮市 559 21 1 27 13 13 1月10日 ～ 1月1

本日合計 １高等学校、１小学校 2 62 29 29
７８５施設

本日までの累
計（実数） （ ８８高等学校、　１９５中学校、　４０６小学校、　６１幼稚園、

８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,645 104,540 33,481 31,030

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　

　
　 　 　 　 　 　

＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/11

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第５報】（１月11日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第４報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（ 活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動中）

 聖隷浜松病院  5人  1/8～1/14

 国際医療福祉大学熱海病院 4 人 1/12 ～1/15 第 ４ 次隊 　 ８ 人
 （ 派遣決定 ・ 派遣中 ）

  静岡医療 センター  4 人  1/11 ～1/15

※上記の他、ＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動 しており 、11 日
　 からは 、 被災地 で ＤＭＡＴ ロジスティックチーム （ 主 に 、 情報収集 ・ 分析 、 医療
　 チームの 調整 など 、 本部活動 を 支援 ） としても 活動 を 開始 した 。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水)  ７ 人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣予定
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考



日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の被
　　　　災地へ派遣
　　　・今後も新たなチームを継続して派遣する予定（現在調整中４チーム）

区分 派遣期間 派遣人数

第１陣
1/10(水)～1/12(金)

 能登総合病院 ・ 穴水町 ３人（医師１人、看護師２人）

第２陣 1/19(金)～1/21(日) ３人（医師１人、看護師１人、事務員１人）

エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　中
　・能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10  能登医療圏 ＤＰＡＴ 活動拠点本部 、 珠洲市内 の 避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター 3人 1/3～1/8

第２次隊（活動中） 沼津中央病院 3人 1/7～1/13

第３次隊（派遣決定） 神経科浜松病院 3人 1/12～1/17

オ　ドクターヘリ派遣
　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関する
　　　基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

１月４日～５日 総合病院聖隷三方原病院 １機

※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）の知事
　及びドクターヘリ基地病院による協定

　　 カ 　 災害支援 ナース
　　　 ・ 日 本看護協会 の 派遣要請 を 受 け 、 静岡県看護協会 が 災害支援 ナースを 派遣
　　　　 予定 （47 都道府県看護協会中17 団体 に 要請 ）

 区分  日 　 程  派遣人数  備考

 第 １ 組 1/12( 金) ～15( 月) 2 人

 第 ２ 組 1/15( 月) ～18( 木)  調整中

 第 ３ 組 1/18( 木) ～21( 日)  調整中

 第 ４ 組 1/21( 日) ～24( 水)  調整中

 第 ５ 組 1/24( 水) ～27( 土)  調整中

 派遣場所 は 珠洲市 、 能登町 、 穴
 水町 、 七尾市 、 輪島市 の 病院 、
 避難所等

　（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請有

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ４人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ４人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ４人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ４人

４名/班の１班体制
保健師３名、事務１名で構成
派遣期間は、移動、引継期間を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴ３名を
　　　　派遣予定で調整中

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハビ



　　　リテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣予定。今後も新たな
　　　チームを継続して派遣する予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣
　・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣
　　隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受け、 災害時 における 福祉人
　　 材 の 派遣協力等 に 関 する 協定 に 基 づき 、 県 が 静岡県災害福祉広域支援 ネッ
　　 トワークに 派遣 を 依頼 し 、ＤＷＡＴ が 活動中
　・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避
　　難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
　・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

（参考：要配慮者支援の流れ）

　（４）義援金等
ア　義援金の状況
・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集を
　開始
・来庁者向けに県民サービスセンター（東館２階）に募金箱を設置するととも
　に、職員に対し義援金への協力を呼びかける。

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～ 3/29 富山県

新潟県支部 1/ 9～ 6/28 新潟県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県

富山県 1/ 5～ 3/29 富山県

新潟県 1/ 9～ 6/28 新潟県共同募金会

中央 1/ 5～ 6/28 石川県、富山県、
新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令
　和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

　　　注：助成 応募受付 は 、1 月中旬 からを 予定

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
・ ボランティアの 活動 を 支援 するため 、「 ボランティア 活動支援金 」 の 募集 を
　 開始

 募集期間  受付方法

1/10 ～（ 半年間 をめどに 実施 ）  郵便振替

・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避難
　所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよう準
　備中



提 供 日 2024/01/11

タイトル 令和５年度第３回総合教育会議を開催します

担　　当 スポーツ・文化観光部 総合教育局総合教育課

連 絡 先 総合教育班

TEL 054-221-3764

令和５年度 第３回総合教育会議を開催します

知事と教育委員会が十分な意思の疎通を図り、地域の教育の課題やあるべき姿を共有して、“ふじのくに”に根ざした本県の教育を推進する
ため、令和５年度第３回静岡県総合教育会議を以下のとおり開催します。

１　日　時
　　　令和６年１月18日（木）午前10時から12時まで
　　　
２　場　所　
　　　県庁別館８階　第１会議室Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

３　出席者
　　　知事、教育長、教育委員、実践委員会代表（一部委員はWebで出席）
　　　※当日は、地域自立のための「人づくり・学校づくり」実践委員会・矢野弘典委員長も
　　　　 出席します。

４　議　題
　　　「教育デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進」
　  　・論点　デジタル技術を活用した教育の在り方やデジタル技術活用の拡大方策

５　会議の公開
　　　傍聴希望の方は、当日直接、会場までお越しください。(定員５名(先着))

６　参　考　＜構成員＞                                    
役　職 氏　名

知　  事 川勝　平太
教 育 長 池上　重弘
教育委員 藤井　明

〃 伊東　幸宏
〃 小野澤　宏時
〃 後藤　康雄
〃 天城　真美

　　　　　　　　　　



提 供 日 2024/01/11

タイトル 令和５年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を
開催します

担　　当 くらし・環境部 環境局水資源課

連 絡 先 水資源班

TEL 054-221-2256

令和５年度第３回静岡県環境審議会
水循環保全部会を開催します

令和５年度第３回静岡県環境審議会水循環保全部会を開催し、「流域水循環計画の策定に当たっての基本的な考え方」について審議を

行います。

１　日　時　　令和６年１月12日(金)午前10時から12時まで

２　会　場　　県庁西館４階第一会議室Ｃ (委員は会場又はオンラインにて出席)

３　委　員　　　
氏　名 所属・役職等

浅見　佳世 常葉大学大学院環境防災研究科　教授

今泉　文寿 静岡大学学術院農学領域　教授

絹村　敏美 土地改良事業団体連合会　専務理事

○蔵治　光一郎 東京大学大学院農学生命科学研究科　教授

田中　博通 東海大学　名誉教授

谷　幸則 静岡県立大学食品栄養科学部　教授

藤川　格司 常葉大学　名誉教授

山川　陽祐 筑波大学生命環境系　助教

山本　早苗 常葉大学社会環境学部　教授

○：水循環保全部会長
４　議　事

　　(1) 計画の策定順

　　(2) 環境審議会への報告

５　傍聴について

　　傍聴を希望される方は、当日の午前９時45分から午前10時までの間に会場へお
　越しください。

６　問合せ先

　　０５４－２２１－２２５６(くらし・環境部環境局水資源課 水資源班)



提 供 日 2024/01/11

タイトル 南アルプスを未来につなぐ会運営会議の開催

担　　当 くらし・環境部 環境局自然保護課

連 絡 先 富士山・南アルプス保全班

TEL 054-221-2963

南アルプスが輝く未来デザインの検討を行います

～令和５年度第２回南アルプスを未来につなぐ会運営会議の開催～

　ユネスコエコパークに登録され、貴重な自然環境を有する「世界共有の財産」で
ある南アルプスが、これまでにもたらしてきた数多くの恩恵を再認識し、ここから
生まれ出る魅力を通じて、静岡県域の南アルプスが次代に引き継がれていく姿と、
そのための取組等を提案する『南アルプスが輝く未来デザイン』を、「南アルプス
を未来につなぐ会」が策定します。

１　開催日時
　　令和６年１月12日（金）　午後１時30分～３時30分（予定）

２　開催場所
　　県庁別館９階第２特別会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

３　議事概要　
（１）開　会
（２）会長挨拶（山極壽一 氏　総合地球環境科学研究所所長）
（３）議事事項
　　・「南アルプスが輝く未来デザイン」について
（４）報告事項等

４　その他
　・取材を御希望の方は、事前に自然保護課まで御連絡ください。



提 供 日 2024/01/11

タイトル 西部地域女子スポーツ３チームと連携した花博ＰＲ動
画完成の報告

担　　当 経営管理部 西部地域局地域課

連 絡 先 地域課　大石

TEL 0538-37-2202

１　要旨

　西部地域局では、地域の資源を最大限活用して、地域の振興に取り組んでいます。
　このたび、浜名湖花博2024の機運を高めるため、管内の女子スポーツ３チームと連携して花博をＰＲする動画を制作しました。
　この動画の配信に先立ち、動画に出演した３チームの中心選手で花博ＰＲリーダーとなった３名が副知事を訪問し、動画出演の感想や花博
への期待等を副知事に語ります。

２　表敬訪問の内容

　（１）訪 問 日　令和６年１月16日（火）10時30分から11時00分（30分間）

　（２）場　　 所　県庁東館５階　出野副知事室

　（２）訪 問 者　・アザレア・セブン　小島 里緒（こじま りお）選手

　　　　　　　　　　・静岡SSUボニータ　大間 由樹（おおま ゆき）選手

　　　　　　　　　　・ブレス浜松　　　　水上 真悠子（みずかみ まゆこ）選手

　　　　　　　　　　・有限会社浜名流通サービス 永田 亨（ながた とおる）氏

　（３）内　　容　浜名湖花博2024ＰＲ動画の完成報告及び視聴、歓談、記念撮影

３　動画の内容

　（１）タ イ ト ル　　「私たちが浜名湖花博2024の魅力を紹介します！」

　（２）発信媒体　　県公式YouTube＆動画サイト「ふじのくにメディアチャンネル」

　　　　　　　　　　　３チームの公式SNS（インスタグラム、Ｘ、フェイスブック）　　など

　（３）動画サムネイル

　　　　　　　　　　　

　（４）動画の時間　　通常版 ３分（メディアチャンネル）、　短縮版 １分（ＳＮＳ）

　（５）配信期間　　　令和６年１月16日（火）正午から令和６年３月31日（日）までを予定



提 供 日 2024/01/11

タイトル オープンデータ西部地域ワークショップの開催～オー
プンデータを活用した地域の課題解決方法を考える～

担　　当 知事直轄組織 デジタル戦略局データ活用推進課

連 絡 先 データ活用推進班

TEL 054-221-2298

オープンデータ西部地域ワークショップの開催

　

　県民ニーズに合わせたオープンデータの公開拡充と利活用などを図るため、賀茂、東・中・西部の４地域で、企業・学生・行政
により、オープンデータを活用したアイディア創出を行う地域ワークショップを開催します。 
　今回は、FUSE（浜松市）にて、株式会社ナイトレイ小林健人氏を講師に、オープンデータを使って地域の課題解決方法を考える
西部地域ワークショップを開催します。
　次回以降も、賀茂地域、中部地域、東部地域とオープンデータ関連のワークショップを開催していきます。

１　開催日・場所等
　（１）日時
　　　　令和６年１月13日(土)　午後０時30分～午後４時30分

　（２）場所
　　　　FUSE（フューズ）　イベントスペース
　　　（浜松市中区鍛冶町100-1　ザザシティ浜松　中央館B1F）

　（３）参加予定
　　　　企業、大学生、行政職員、一般など　約30名程度

２　内容
区分 内容

座学
【県データ活用推進課】
　・オープンデータとは
　・オープンデータを活用した取組事例　など

ワークショップ
【株式会社ナイトレイ　小林　健人　氏】
　・地域の課題を考える
　・オープンデータを使って、課題解決の方法を考える
　・グループによる発表　など

３　連絡先
　　取材を希望される報道関係者の方は、県データ活用推進課（054-221-2298）まで、事前に御連絡ください。当日の流れなど詳
しく御説明します。



提 供 日 2024/01/12

タイトル 第76回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）を県内３
館が受賞！

担　　当 教育委員会 社会教育課

連 絡 先 地域家庭班

TEL 054-221-3162

第76回優良公民館表彰（文部科学大臣表彰）を県内３館が受賞！

　文部科学省では、公民館やその他公民館と同等の社会教育活動を行う施設（社会教育センター、生涯学習センター等）のうち、特に事業内容・方法等
に工夫をこらし、地域住民の学習活動に大きく貢献しているものに対し、その功績をたたえ、「優良公民館」として表彰しています。
　今年度は全国の69館が表彰館として選定され、本県からは以下の施設が選定されました。また、本県の表彰館のうち、浜松市富塚協働センターが優
秀館に選定されました。

１　表彰を受ける施設
被表彰館 キャッチフレーズ・特色ある活動

浜松市富塚協働センター〈優秀館〉
（浜松市中区富塚町1740番地の１）

 地域 コミュニティの 原点 は 、 楽 しい 時間 を 共有 すること
職員も常に高いアンテナを張り、地域と協働センターの両輪で

事業を進めた。幅広い世代があつまり、世代間交流や、週末の居
場所機能を果たした『あおぞら協働センター』や佐鳴湖のごみポイ
捨てゼロを目指し、ボランティアと連携し、各種事業を行う『佐鳴
湖ごみゼロ運動』等を展開した。

静岡市高部生涯学習交流館
（静岡市清水区押切1086番地の２）

 人 ・ 自然 の 調和 するまち 　 高部
全国的に不登校が増える中、高部地区でも不安を払しょくする

一助となることを願い、多角的な切り口で体験談、医師の視点、
心の癒し等、体系だった『不登校の現状とケア、体験談と進路に
ついて』、『医師による「いのちのおはなし」』、『アロマテラピーの
活用』を主題とした講座を企画した。

静岡市大里生涯学習センター
（静岡市駿河区中野新田57番地の５）

 「 大里 かるた 」 でふるさと 再発見 ！
　過去に作成した、「安倍川流域まち歩きMAP」や「大里かるた」を
用いて事業を行った。「大里かるた」に取り上げた場所を巡る
ウォーキングコースを市民と協働で作成した『ウォーキングガイド
養成講座』、幼稚園や小中学校へ出前授業を行い、「大里かる
た」の普及を図った『大里かるた大会』等を展開した。

２　表彰式
　（１）日　時　令和６年２月９日（金）　午前10時30分から11時00分
　（２）場　所　文部科学省東館　３階　第一講堂（東京都千代田区霞が関３－２－２）
　　　　　　　　　※対面とオンライン配信を組み合わせて実施
　（３）問合せ　文部科学省総合教育政策局地域学習推進課　
　　　　　　　　　地域学習推進係
　　　　　　　　　取材申込　令和６年２月２日（金）午後６時まで
　　　　　　　　　ＴＥＬ　03-5253-4111（内線2974、3455）

「有徳の人づくり」を進めています
静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/12

タイトル 「探ＱラボShizuoka」（探究オンラインプラット
フォーム）ウェブサイトを開設しました

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第１班

TEL 054-221-3165

探QラボShizuoka （探究オンライン・プラットフォーム）

ウェブサイトを開設しました︕
       変化の激しい時代において、⾃ら課題を⽴て、地域の企業・団体等の様々な
      ⽴場の他者と協働しながら解決の道筋を探る探究学習の充実が求められています

１ 要旨
 「探究」をテーマに、学校と地域の協働を支える基盤（プラットフォーム）として、
 情報交換や交流を促し、探究学習に取り組む皆さんのエネルギーを熱伝導のように広
 げ、県内学校の探究学習を推進するためにウェブサイトを開設しました。

２ 主なコンテンツ
  コンテンツの入口として「つながる・分かち合う」「学ぶ・知る」の２つの場を用
 意しました。
  「つながる・分かち合う」〜社会や他者とつながり、分かち合う場～

   ▷地元の企業団体等が実施するイベント情報発信
   ▷地元の企業団体等の事業・活動紹介

  「学ぶ・知る」〜⾃⼰課題をもって学びを深化していく場〜
   ▷探究学習に役⽴つサイト紹介
   ▷県事業・各学校の先進的取組の紹介
 
 ３ ウェブサイトへのアクセス
        URL︓https://www.tanq-shizuoka.jp/　

　　　※高校生、教職員に限らず誰でもアクセスできます。

　　　　

                   「有徳の人づくり」を進めています
                        静 岡 県 教 育 委 員 会　

https://www.tanq-shizuoka.jp/


提 供 日 2024/01/12

タイトル 「令和５年度　第１回静岡県河川審議会」の開催　　
～“新たなステージに入った水災害”に対する取組等
について報告し、御意見を伺います～

担　　当 交通基盤部 河川砂防局河川企画課

連 絡 先 河川企画課　久保田

TEL 054-221-3038

　「令和５年度　第１回静岡県河川審議会」の開催
　　～“新たなステージに入った水災害”に対する取組等について報告し、御意見を伺います～

　令和５年度第１回静岡県河川審議会を開催します。
気候変動の影響を踏まえた今後の河川整備基本方針及び河川整備計画の策定・変更の進め方や、令和４年台風第15号等による災害を教訓とした“新たなス
テージに入った水災害”に対する取組について報告し、御意見を伺います。

                                         　記

１　日　時　　令和６年１月19日（金）14時00分から15時30分

２　会　場　　静岡県地震防災センター（静岡県静岡市葵区駒形通５丁目９－１）
　　　　　　　３階小研修室

３　内　容　（報告）気候変動の影響を踏まえた今後の河川整備基本方針及び河川整備計画の
　　　　　　　　　　策定・変更の進め方について
　　　　　　（報告）“新たなステージに入った水災害”に対する取組について

４　委　員

氏名(敬称略、五十音順） 役職等
秋山　信彦 東海大学海洋学部　教授
浅見　佳世 常葉大学大学院環境防災研究科　教授
荒井　歩 東京農業大学地域環境科学部　教授
海野　俊也 （株)静岡新聞社　静岡放送（株）執行役員東部総局長

大石　哲 神戸大学都市安全研究センター　教授
絹村　敏美 静岡県土地改良事業連合会　専務理事
五味　響子 静岡市番町市民活動センター　センター長
髙梨　成子 (株)防災＆情報研究所　代表
知花　武佳 政策研究大学院大学　教授
渡村　マイ 一般社団法人 ＳＡＣＬＡＢＯ代表理事
守屋　司子 静岡県環境カウンセラー協会　理事
賴重　秀一 静岡県河川協会長（沼津市長）

５　傍　聴　　傍聴定員は10名です。定員になり次第受付を終了します。
　　　　　　　傍聴を希望される方は、直接会場にて13時45分から受付願います。

６　その他　　開催については、対面とWEBを併用して行います。
　　　　　　

７　問合せ先　静岡県　交通基盤部　河川砂防局河川企画課　河川企画班　TEL:054-221-3038



提 供 日 2024/01/12

タイトル 静岡県立工科短期大学校令和５年度第９回オープン
キャンパスを開催します！

担　　当 経済産業部 工科短期大学校学務課

連 絡 先 静岡キャンパス、沼津キャンパス

TEL 054-345-2032､055-925-1073

静岡県立工科短期大学校
令和５年度第９回オープンキャンパスを開催します！

　本校では、「現場に立って、自ら考え、行動できる人材を育成」を基本理念とし、高度なものづくり人材の育成を支援していま
す。
　オープンキャンパスでは、各キャンパスの施設の様子や授業の体験ができます。

１　開催会場・日時（所要時間：２時間程度）
　【静岡キャンパス（静岡市清水区楠160）】
　　令和６年１月20日（土曜日）10時～

　【沼津キャンパス（沼津市大岡4044-24）】
　　令和６年１月20日（土曜日）10時～

２　対象者
　本校の見学を希望される方、進学検討をされている方、その保護者の方

３　内容
　学校紹介、キャンパスツアー、授業内容紹介・実演、入試案内、進路や通学に関しての個別相談

４　申込方法
　パソコン・スマートフォンから本校Ｗｅｂサイトにアクセスし申し込み
　申込ページ　https://scot.ac.jp/opencampus/

５　問合せ先
　静岡キャンパス学務課（054-345-2032）
　沼津キャンパス教務課（055-925-1073）

６　今後の予定

静岡キャンパス 沼津キャンパス

日
時

令和６年２月24日（土曜日）10時～ 令和６年３月２日（土曜日）10時～

【静岡県立工科短期大学校の概要】
　グローバル化や科学技術の進展による大きな変化に対応できる人材を育成するため、清水技術専門校及び沼津技術専門校の教育
内容を高度化し、令和３年４月に新たに開校。
　静岡キャンパス（３学科）：機械・制御技術科、電気技術科、建築設備科
　沼津キャンパス（３学科）：機械・生産技術科、電子情報技術科、情報技術科

【第３回入学試験情報】

試験区分 一般選抜

出願受付 令和６年１月18日(木)～２月１日(木)

試験日 令和６年２月10日(土)

試験科目 面接・数学１(マーク式)

SCoTR5opencampustirashi.pdfSCoTR5opencampustirashi.pdf

https://scot.ac.jp/opencampus/


提 供 日 2024/01/12

タイトル 野生イノシシの豚熱検査結果（1/5～1/11）

担　　当 経済産業部 農業局畜産振興課

連 絡 先 野生イノシシ対策班

TEL 054-221-2709

県内における豚熱の防疫対策に関する情報（第523報）

＜野生イノシシの豚熱検査結果（1/5～1/11）結果判明分＞

静岡県は、県内全域を対象に、死亡及び捕獲野生イノシシの豚熱遺伝子検査を実施しています。

新たに検査結果が判明したのは、下表の156頭で、うち２頭で豚熱ウイルスの感染を確認しました。

陽性は、15番目（585例目）、156番目（586例目）です。

平成30年９月以降、13,957頭（死亡382頭、捕獲13,575頭）の検査を実施し、586頭の陽性（死亡170頭、捕獲416頭）を確認して

います。

＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＜次ページへ続く＞



＊過去の検査の情報は、静岡県ホームページに掲載しています。
（ホーム ＞ 産業・しごと ＞ 農業 ＞ 畜産業 ＞ 家畜衛生に関する情報）



提 供 日 2024/01/12

タイトル 【災害時等における心の応急対応に向けて】サイコロ
ジカル・ファーストエイド（PFA)研修の開催

担　　当 健康福祉部 精神保健福祉センター

連 絡 先 精神保健福祉班

TEL 054-286-9247

（要旨）
　サイコロジカル・ファーストエイド（ＰＦＡ:ピー・エフ・エー）とは、心理的応急処置と訳され、災害などで危機的状況に陥
り、助けを必要としている人の心理的回復を支えるため、適切な人道的・支持的な支援を行う活動のことです。

　精神保健福祉センターでは平成２８年から毎年ＰＦＡ研修を開催しています。
　行政職員を対象に、ＰＦＡに関する基本的技能を習得し、今後の精神保健福祉活動に広く役立つ人材を育成を目的としていま
す。

１　日時
　令和６年１月15日（月）午前10時から午後４時まで

２　会場
　静岡県静岡総合庁舎７階第８会議室（静岡市駿河区有明町２－20）

３　対象者
　静岡県内市町職員（政令市除く）、県健康福祉センター職員等

４　内容
　(1)ＰＦＡ概論
　(2)ＰＦＡ活動原則
　(3)支援者自身と同僚へのケア
　　　※デモンストレーション、グループディスカッション、ロールプレイを含む
　　

５　講師
・川原正人（かわはらまさと）先生

東京未来大学

・髙橋布美子（たかはしふみこ）先生
ワールド・ビジョン・ジャパン



提 供 日 2024/01/12

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月12日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第80報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第80報（１月11日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 中学校 浜松市西区 303 9 1 32 9 9 1月12日
2 小学校 浜松市天竜区 18 4 4 18 9 7 1月12日

本日合計 １中学校、１小学校 5 50 18 16
７８６施設

本日までの
累計（実数） （ ８８高等学校、　１９５中学校、　４０７小学校、　６１幼稚園、

８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,650 104,590 33,499 31,046

　

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に再掲されて
います。） 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公表しています。 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛又は咳のいず
れか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/12

タイトル 令和６年能登半島地震への対応について(健康福祉部関
連)【第６報】（１月12日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第５報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12  能登医療圏活動拠点本部 、 輪島市 、 珠洲市内 の 病院等

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
（活動中）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
（派遣決定・派遣中） 静岡医療センター 4人 1/11～1/15

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成

　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣予定
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動



区分 派遣期間 派遣人数  活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
 珠洲市健康増進

 センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の被
　　　　災地へ派遣
　　　・今後も新たなチームを継続して派遣する予定（現在調整中 ３チーム）

派遣期間 派遣人数  活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

 能登総合病院 、 穴水町内 の ７
 避難所 のアセスメント
 （1/11 ）

1/19(金)～1/21(日)
３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27( 土) ～1/29( 月)
 ６ 人
 （ 医師2 人 、 看護師2 人 、 事務員2 人 ）

 能登総合病院 を 拠点 として 、
 穴水町内 にて 活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10 ～1/11 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊（活動中） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊 （ 活動中 ） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

 第 ４ 次隊 （ 派遣決定 ）  県立 こころの 医療 センター  ３ 人 1/18 ～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣
　　　　（47都道府県看護協会中17団体に要請）

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18 調整中

第３組 1/18～21 調整中

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　 キ 　 薬剤師及 びモバイルファーマシー 派遣
　　　 ・ 日本薬剤師会 の 派遣要請 を 受 け 、 静岡県薬剤師会 が 薬剤師及 びモバイル
　　　　 ファーマシー （ 移動調剤車 ） を 派遣予定

 区分  日程  派遣人数  備考

 第 １ 陣  １/13 ～ １/17  ３ 人

 第 ２ 陣  １/16 ～ １/20  ３ 人

 派遣地域 は 、 穴水町 、 輪島市 、
 珠洲市 、 能登町

 第 ３ 陣以降 も 派遣 を 継続 （ 派遣期間 は １ か 月 を 目途 ）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況
　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請有

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認



区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日) ４人

第４陣 1/21(日)～1/26(金) ４人

第５陣 1/26(金)～1/31(水) ４人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月) ４人

４名/班の１班体制
保健師３名、事務１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを 派遣

 区分  派遣期間  派遣人数  備考

 第 １ 陣 1/13( 土) ～1/17( 水)  ３ 人  うち １ 名 は 県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを継続して派遣する予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集を開始
・来庁者向けに県民サービスセンター（東館２階）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかけ

る。

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～3/29 富山県

新潟県支部 1/ 9～6/28 新潟県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県

富山県 1/ 5～3/29 富山県

新潟県 1/ 9～6/28 新潟県
共同募金会

中央 1/ 5～6/28 石川県、富山県、新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

　　　注：助成応募受付は、1月中旬からを予定



ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10 （ 水 ） ～6/30 （ 日 ） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中



提 供 日 2024/01/12

タイトル ＜参加者募集＞ふじのくに地球環境史ミュージアムの
佐藤館長が「イネ・米・田んぼ」をテーマに有識者と
対談します

担　　当 スポーツ・文化観光部 ふじのくに地球環境史ミュージ

アム

連 絡 先 企画総務課

TEL 054-260-7111

ふじのくに地球環境史ミュージアムの佐藤洋一郎館長が
「イネ・米・田んぼ」をテーマに有識者と対談します！

　ふじのくに地球環境史ミュージアムでは、企画展「イネ・米・田んぼ」の開催を記念し、佐藤館長と有識者による対談・講演会を開催します。
　現在、下記により参加者募集中です。

１　対談・講演会の概要
 　各回とも、講師と佐藤館長との対談形式で進行します。（テーマ、講師等は以下のとおり）

 (1)野生イネに魅せられた天才－彫刻家・田辺光彰－
　　 日　時　令和６年１月14日（日）14:00-15:00
　　 講　師　田邊　美紗代　氏（日吉の森庭園美術館館長）

 (2)米と和食－これほど環境にやさしい「食」はない－
　　 日　時　令和６年２月25日（日）14:00-15:00
　　 講　師　内海　亮　氏（清游　料理長）

 (3)自然農と棚田の再生－静岡市民活動としての米作り24年－
　　 日　時　令和６年３月17日（日）15:00-16:00
　　 講　師　天岸　祥光　氏（ＮＰＯ法人静岡県自然史博物館ネットワーク理事長）

２　申込方法
　企画展「イネ・米・田んぼ－人がつくる米_米がつくる世界－」特設ページからお申し込みください。なお、聴講には観覧料が必要です。
https://www.fujimu100.jp/rice/　

　
３　企画展の概要

主催 ふじのくに地球環境史ミュージアム
会期 令和５年11月11日（土）～令和６年３月24日（日）
会場 ふじのくに地球環境史ミュージアム企画展示室１・２

観覧料

一般600円（500円）、小学生以上大学生以下・70歳以上300円（200円）、
未就学児は無料
※（　）内は前売料金及び20名以上の団体料金。
※身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付
を受けている方とその付添者1名は無料。
※常設展も併せてご観覧いただけます。

https://www.fujimu100.jp/rice/


提 供 日 2024/01/12

タイトル 静岡－高雄（台湾）連続チャーター運航に伴うお出迎
え・記念品配布の実施

担　　当 スポーツ・文化観光部 空港振興局空港振興課

連 絡 先 小野、大澤

TEL 054-221-3166

静岡－高雄（台湾）連続チャーター運航に伴う
　　 お出迎え・記念品配布の実施！

静岡県、富士山静岡空港利用促進協議会及び富士山静岡空港株式会社では、チャイナエアラインによる高雄連続チャーター便が
運航されることを記念して、お出迎え及び記念品配布を実施します。

【概要】
１　日程　令和６年１月19日（金）

２　場所　富士山静岡空港旅客ターミナルビル国際線到着ロビー前ほか

３　主催　静岡県、富士山静岡空港利用促進協議会、富士山静岡空港株式会社

４　内容
内容 時間 場所等

　放水アーチ※１  16：50頃
（到着に合わせて）

【到着便】お出迎え・記念品配布※２ 17：10～18：30 空港１階国際線到着ロビー
　※１当日の天候により、中止となることもあります。
　※２ふじっぴー、島田市・牧之原市・吉田町からのゆるキャラも参加します。

５　お問合せ先
　(1) 取材申込等

　・取材希望の方は、 １ 月16 日( 火)17 時 までに別添申込書により富士山静岡空港株式会社へ直接お申込みください。
　（連絡先：0548-29-2001　富士山静岡空港（株）企画管理部経営企画ユニット）
　※搭乗客等を取材、撮影する場合は、必ず御本人の許可を取ってください。

　(2) 航空会社お問い合わせ先
　　　　・チャイナエアライン名古屋支店　052-202-7252

  【参考】
到着便 出発便

高雄発 静岡着 静岡発 高雄着

（チャーター便）
静岡-高雄（台湾）線
１月19日～３月29日
週３往復（水・金・日） 12：50 16：50 17：50 21：00

    



提 供 日 2024/01/12

タイトル 静岡ガス野球部が中学生に直接指導します。

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　

　県では、子どもたちがトップアスリート等から直接指導を受けられる「ドリカムスタート事業」を実施しています。
　 今回は、かごしま国体軟式野球競技に静岡県代表として出場し３位入賞を果たした静岡ガス野球部が、静岡市清水区内中学校野球部員
を対象にクリニックを開催します。

１　開催日　　令和６年１月20日（土)　　※雨天中止

２　会　 場　　静岡市立清水第二中学校グラウンド（静岡市清水区神田町4-57）  　

３　日　 程　　開講式 　　             　 　  8:50～  9:00
         クリニック　　　　　　　　 　  9:00～11:40

　　　　  　 閉講式・写真撮影等 　　11:40～11:50

４　参加者　　静岡市清水区内中学校野球部員及び指導者　36名

５　講　 師　　静岡ガス野球部監督・選手及びスタッフ等

６　その他
　  　　・取材希望の方は、１月18日(木)16時までに、別添「取材申込書」にてお申し込み
　　　　 ください。中止の際には御連絡いたします。
　　　　・取材当日、社名が分かる腕章又は名札等を身に付けてください。
　
７　問い合わせ先
　　　静岡県スポーツ・文化観光部　スポーツ局　スポーツ振興課（市川）　
　　　電　話　　　　 054-221-3177　　   FAX　054-221-2980　　
　　　当日連絡先　080-1580-8162



提 供 日 2024/01/12

タイトル 第2回総極真世界空手道選手権大会優勝者等による知事
表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　　　　　　第2回総極真世界空手道選手権大会優勝者等による知事表敬訪問

　第2回総極真世界空手道選手権大会（主催：国際空手道連盟極真会館世界総極真）に出場し優勝等の成績を収めた本県関係選手等が、
大会報告のため知事を表敬訪問する。

１　日　時　　令和６年１月19日(金）　14時30分から15時00分

２　場　所　 　県庁東館５階　知事室

３　訪問者　 国際空手道連盟極真会館世界総極真　代表
　　　　　   　　  大石代悟　

出場選手
　 日下部尚人、野澤歩生、山田貴市、小笠原快、日下部尚弥、長谷川明

　　　　　　　　 
４　次　第　　（１） 訪問者紹介
　　　　　　　　（2） 大会報告
　　　　　　　　（3） 歓談　

       　   （4） 記念撮影
５　その他　　
　　【大会について】
　　国内の選抜大会を勝ち抜いた250名に加え、世界35か国から350名近い海外選手を
　　迎え、性別・年齢ごとに型試合・組手試合を開催した。
　　訪問する選手の大会成績は以下のとおり。
　　
　　　　氏　名 　　　　　　成　績
　日下部　尚人     型 ：男子準優勝

  組手：一般男子中量級優勝
　野澤　歩生   　型 ：女子優勝

  組手：一般女子軽量級優勝
　山田　貴市   組手：一般男子軽量級準優勝
　小笠原　快   組手：一般男子重量級準優勝
　日下部　尚弥   組手：一般男子中量級４位
　長谷川　明 　組手：シニア男子クラス３優勝　



提 供 日 2024/01/12

タイトル ドッジボール第10回全日本女子総合選手権大会で優勝
（２連覇）した静岡県代表「Fillies（フィリーズ）」
による知事表敬訪問

担　　当 スポーツ・文化観光部 スポーツ局スポーツ振興課

連 絡 先 競技スポーツ班

TEL 054-221-3177

　ドッジボール第10回全日本女子総合選手権大会で優勝（２連覇）した

　　静岡県代表「Fillies（フィリーズ）」による知事表敬訪問

　ドッジボール静岡県代表「Fillies（フィリーズ）」が、第10回全日本女子総合選手権大会Ｄ－１Ｇの部（小学生女子）優
勝（２連覇）報告のため知事を表敬訪問する。

１　日　時　令和６年１月19日（金）　17時00分から17時20分まで

２　場　所　静岡県庁 本館４階特別会議室

３　次　第　(1) 訪問者及び、県側の紹介
　　　　　　(2) 監督から大会結果報告・チーム紹介、選手自己紹介
　　　　　　(3) 知事の挨拶
　　　　　　(4) 歓談
　　　　　　(5) 記念撮影

４　訪問者　Fillies（フィリーズ）（監督、コーチ・事務局４名、選手20名）
　　　　　　竹内　康一　静岡県ドッジボール協会理事長

　　【Fillies（フィリーズ）】
　　　県内クラブチームによる合同チーム。
　　　事務局は、磐田市のクラブチーム・龍池舎が務める。

　　【第10回全日本女子総合選手権】
　　　主催：一般財団法人日本ドッジボール協会
　　　期日：2023年12月３日（日）
　　　会場：いしかわ総合スポーツセンター（石川県金沢市）
　　　Ｄ－１Ｇの部（小学生女子）32チーム出場

　　予選リーグ　西京ガールズ（山口）１１－３
　　予選リーグ　石川エンジェルガールズ（石川）１１－４
　　予選リーグ　D League G（群馬）１１－０　予選１位
　　１ 回 戦　　　「加賀」（石川）１１－４
　　準々決勝　 TFガールズ（愛知）９－８
　　準決勝　　　EMPRESS（茨城）１０－７
　　決　 勝　  　Little Amaterasu（島根）９－８、１０－６

　　　　※予選～準決勝は５分間×１セットマッチ、決勝のみ３セットマッチ



提 供 日 2024/01/12

タイトル 中学生・高校生を事故から守る！
自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

中学生・高校生を交通事故から守る！

　　自転車マナー向上のため一斉街頭指導を行います。

本年度は５月、10月及び１月に自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」を設け、中学生・高校生を対象とした一斉街頭
指導を実施します。
１月は、中学校・高等学校の通学路を中心に、市町、学校、警察、ＰＴＡ、民間交通指導員、交通安全指導員等が協力して、自

転車マナーやルールについての指導を実施します。
　
１　日時　令和６年１月19日（金）
　　　　　概ね午前７時30分から午前８時30分の間
　　　　　（下記２のとおり実施場所により異なります。）

２　場所　県内各中学校・高等学校の通学路
　　　 　 　　＊県内各市町で実施。以下の３か所を中心に取材をお願いします。

　(1)　清水町（午前７時30分から８時30分）
　　　実施場所　清水町徳倉（静岡県立沼津商業高等学校駐輪場前）
　　　関係学校　静岡県立沼津商業高等学校

　(2)　藤枝市（午前７時40分から８時20分）
　　　実施場所　藤枝市城南（静岡県立藤枝西高等学校北門、周辺交差点、駐輪場）
　　　関係学校　静岡県立藤枝西高等学校

　(3)　掛川市（午前７時30分から８時）
　　　実施場所　掛川市富部（掛川市立桜が丘中学校敷地内）

　　関係学校　掛川市立桜が丘中学校
 

  ※　雨天の場合など、街頭指導が中止になる場合があるため、詳細は各市町交通安全担当課へお問い合わせください。
　　・　清水町・・・055-981-8217（くらし安全課）
　　・　藤枝市・・・054-631-5553（交通安全・地域安全課）
　　・　掛川市・・・0537-21-1131（危機管理課）

３　主催　静岡県交通安全対策協議会（会長：静岡県知事　川勝平太）
（参考）自転車マナー向上キャンペーン「指導強化の日」

　　関係機関が連携して、自転車通学の高校生等に対し、マナーやルールについて指導・取締り・街頭啓発を行うもの。



提 供 日 2024/01/12

タイトル 高齢ドライバーを対象とした「危険予測トレーニング
(ＫＹＴ)研修」を開催します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

高齢ドライバーを対象とした
「危険予測トレーニング(ＫＹＴ)研修」を開催します！

令和５年中の県内における高齢ドライバーによる人身交通事故（概数）は４，７５７件と、昨年と比較し約１割増加していま
す。
県では、増加傾向にある高齢ドライバー事故を抑止するため、参加体験型研修「危険予測トレーニング（ＫＹＴ）研修」を次の

とおり開催します。
研修では、瞬間視や盲点・視野の限界、反応の速さや正確性などの「人間の能力」について理解するための講習も実施します。

＜１月の開催計画＞
　機材の関係により、各回定員20名(募集済)で開催します。

市町名 開催日 開催時間 実施会場 対象者

伊豆の国市 １月18日(木）
午前の部 10:30～12:00
午後の部 13:30～15:00

伊豆の国市長岡３４０－１
伊豆の国市役所３階第１第２会議室

65歳以上の市民
シルバー人材センター会員

伊豆市 １月19日(金）
午前の部 10:30～12:00
午後の部 13:30～15:00

伊豆市修善寺８３８−１
修善寺総合会館

伊豆市民

　
　撮影条件等について各市に確認をする必要があるため、取材日前の開庁日正午までに上記担当班まで連絡をお願いします。
　
　○昨年度の研修の様子

※　高齢ドライバー事故：高齢者が原付以上の車両を運転して第１当事者となった人身事故件数



提 供 日 2024/01/12

タイトル 納税功労者表彰式

担　　当 経営管理部 財務局税務課

連 絡 先 企画管理班

TEL 054-221-2974

納税功労者表彰式

１　概　要
　　静岡県では、納税意識の高揚を図るため、租税教育の推進、税制度等の広報活動、電子申告の普及啓発など税務行政の推進について
特に貢献し、その功績が顕著である方を表彰しています。
　　令和５年度の受賞者を決定したため、表彰式を次のとおり開催します。

２　日　時　　令和６年１月17日（水）午後２時～３時（予定）

３　場　所　　静岡県庁本館４階特別会議室（静岡市葵区追手町９番６号）

４　式次第
　（1）14:00～14:10受賞者の紹介　　
  （2）14:10～14:45表彰状・褒状授与
  （3）14:45～14:50部長祝辞
  （4）14:50～15:00記念撮影

５　授与者　 静岡県経営管理部長　京極　仁志

６　受賞者
(1) 功労別表彰　10名

所属団体 役職 氏名

伊豆下田青色申告会 会長 土屋 善昭

(一社)熱海伊東青色申告会 会長 富岡 篤美 

三島税務署管内青色申告会 会長 西山 洋雄 

(一社)岳南法人会 会長 篠原 松太郎

(一社)静岡青色申告会 会長 飯塚　眞章

(公社)藤枝法人会 会長 青島 直久

掛川税務署管内青色申告会 会長 堀内 昭次

磐田税務署管内青色申告会 会長 森下 剛好

(一社)浜松東青色申告会 会長 石橋 立夫

(公社)浜松西法人会 会長

(2) 知事褒賞　1名
所属団体 役職 氏名

(公社)藤枝法人会 事務局次長 畑　晃代 



提 供 日 2024/01/12

タイトル 防災訓練の実施見合せ

担　　当 危機管理部 危機報道官

連 絡 先 危機対策課、原子力安全対策課

TEL 054-221-3594､054-221-2729

令和６年能登半島地震の発生を受け、防災訓練の実施を見合わせます

１　要旨
　・令和６年能登半島地震の発生を受け、静岡県では石川県穴水町をはじめとした被災地域において、警察・消防・自衛隊等の防

災関係機関や行政が一丸となって災害対応を行っており、今年度内に予定していた下表の訓練の実施を見合わせることといた
しました。

　・なお、今後も、本県において、災害対応を着実に行えるよう、県災害対策本部の各部ごとに、災害対応の手順確認などの研修
を逐次実施する予定です。

２　概要
　　実施を見合わせる訓練は以下のとおりです。
実施予定時期 訓練名
令和６年１月 地震対策オペレーション2024（大規模図上訓練）
令和６年１・２月 原子力防災訓練
令和６年２月 風水害対処訓練



提 供 日 2024/01/12

タイトル 令和６年能登半島地震における静岡県緊急消防援助隊
の派遣（第５報）

担　　当 危機管理部 消防保安課

連 絡 先 消防行政班

TEL 054-221-2073

１　要　旨
令和６年１月１日（月）16時10分頃の能登半島地震の発生に伴い、現在、緊急消防援助隊静岡県大隊（第４陣）が被災地において、救助活動
等に従事している。
令和６年１月13日（土）には、第５陣が被災地に向けて出動し、第４陣と交代して、１月14日から継続して救助活動等に従事する。

２　派遣概要
（1）緊急消防援助隊静岡県大隊（第５陣）
　○日　　時　　令和６年１月13日（土）13時出動（予定）
　○派遣場所　石川県珠洲市
　○派 遣 隊　  67隊　221名
　　　　　（内　訳）
　　　　　　 ・指揮隊：１隊５名
　　　　　 　・消火小隊：20隊86名
　　　　　 　・救助小隊：７隊29名
　　　　　 　・救急小隊：14隊42名
　　　　　 　・後方支援隊：23隊53名
　　　　　 　・特殊装備小隊：２隊６名
　○活動内容　被災者の捜索及び救助活動等
　○活動予定（１月12日　10時現在（速報））※第４陣までの派遣状況は別紙に記載
　　　１月14日～　静岡県大隊（第４陣）と交代して活動開始予定

（2）航空指揮支援隊（第２陣）
　○日　　時　　令和６年１月14日（日）７時出動（予定）
　○派遣場所　富山空港
　○派 遣 隊 　 １隊３名
　○活動内容　現地航空隊に係る連絡調整等の指揮支援
　○活動予定（１月12日　10時現在（速報））※第１陣の派遣状況は別紙に記載
　　１月14日　13:00　航空指揮支援隊（第１陣）と交代して活動開始予定

（3）航空小隊（第２陣）　※現在活動中
　○日　　時　　令和６年１月11日（木）７時出動
　○派遣場所　小松空港
　○派 遣 隊 　 １隊６名
　○活動内容　消防ヘリコプターによる物資搬送及び救急搬送の実施



提 供 日 2024/01/12

タイトル 【第３報】（訂正）令和６年能登半島地震への本県の
支援（１月12日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）
　　（※　支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　67隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　67隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

221 人 第５陣静岡県大隊　67 隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

小松空港 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

航空指揮支援
隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援
隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月18日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 ヘリコプター

特別機動捜査隊 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月２日から１
月６日

36人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月４日から１
月10日

40人 ８病院
・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月８日から１
月14日

32人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月11日から１
月15日

８人 ２病院
・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター

日本赤十字社
静岡県支部

（第１班） 能登医療圏活
動拠点本部ほ

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院



か
（第２班） 能登医療圏活

動拠点本部ほ
か

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム（第
１班）

珠洲市健康増
進センター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名
で構成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）（第１陣）

能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、事務１名を基
本構成（他の医療関係職も加えて活
動予定）

災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊 志賀町ほか １月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 志賀町ほか １月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 志賀町ほか １月12日から１
月17日

３人 神経科浜松病院

ドクターヘリ 石川県内 １月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

災害支援ナース
（第１陣）

珠洲市ほか 1月12日から
15日

２人 静岡県看護協会
看護師　２人

薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣
（第１陣）

能登地方 １月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）
　１台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日から１

月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日から１
月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

石川県内 １月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３名
（うち県職員１名）

日本災害リハビリ
テーション支援チー
ム（JRAT）（第１陣）

石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員



第１陣 金沢市・七
尾市

１月10日か
ら１月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介
護福祉士、保育士、児童指導員、
作業療法士、相談支援専門員等
から構成

第２陣 金沢市・七
尾市

１月12日か
ら１月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・七
尾市

１月14日か
ら１月17日

３人 同上

災害マネジメント
支援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から
１月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第１陣 穴水町 １月６日か
ら１月11日

２人
（増員）

県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第２陣 穴水町 1月10日か
ら１月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木 宏晃
・相良 健太
・鈴木 光真

被災建築物の応
急危険度判定支
援

第１陣（県） 穴水町 １月６日か
ら１月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日か
ら１月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士
宮市）

第３陣（県） 穴水町
ほか（未
定）

１月14日か
ら１月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

下水道管路被害
の調査

中能登町 １月８日か
ら１月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼
津市、袋井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：か
ほく市）も別途実施

住家被害認定調
査等の支援

第１陣 穴水町 １月７日か
ら１月15日
　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿
場市、西伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日か
ら１月22日

12人 県職員２人（１月12日～19日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南
町、小山町　各２人）

トイレトラック等派
遣　

穴水町 １月９日か
ら当分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月５日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸
静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸 菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸



３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用す
る。



提 供 日 2024/01/12

タイトル 【第３報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１
月12日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

 ※ 下線部 は 前回 からの 主 な 変更点

 ※追加情報が記載された資料が1５時に提供されました。
詳しくは１月１２日提供資料の「【第３報】（訂正）令和６年能登半島地震への本県の支援（１月12日現在）」を
ご覧下さい。（１月12日15時変更）

１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）
　　（※　支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災消
火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　67隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　67隊

 第 ４ 陣  珠洲市  １ 月11 日 から
 １ 月14 日

221 人  第 ４ 陣静岡県大隊 　67 隊

 第 ５ 陣  珠洲市  １ 月14 日 から
 １ 月17 日

 調整中  第 ５ 陣静岡県大隊 （ 詳細調整中 ）

航空小隊
 第 １ 陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

 航空小隊
 第 ２ 陣

 小松空港  １ 月11 日 から
 １ 月13 日

 ６ 人 浜松市消防局  １ 隊

航空指揮支援
隊
 第 １ 陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人  静岡県消防防災航空隊 　 １ 隊

 航空指揮支援
 隊
 第 ２ 陣

 富山空港  １ 月14 日 から １
 月18 日

 ３ 人  静岡県消防防災航空隊 　 １ 隊

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 ヘリコプター

特別機動捜査隊 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

 特別自動車警 ら 隊  石川県内  １ 月12 日 から １
 月24 日

 ７ 人  防犯活動 ・ 警戒活動

災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月２日から１
月６日

36人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月４日から１
月10日

40人 ８病院
・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月８日から１
月14日

32人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院



 第 ４ 次隊  能登医療圏活
 動拠点本部 ほ
 か

 １ 月11 日 から １
 月15 日

 ８ 人  ２ 病院
 ・ 国際医療福祉大学熱海病院
 ・ 国立病院機構静岡医療 センター

日本赤十字社
静岡県支部

（第１班） 能登医療圏活
動拠点本部ほ
か

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

 （ 第 ２ 班 ）  能登医療圏活
 動拠点本部 ほ
 か

 １ 月15 日 から １
 月17 日

 ７ 人  日本赤十字社 　 静岡赤十字病院

 日赤災害医療 コー
 ディネートチーム （ 第
 １ 班 ）

 珠洲市健康増
 進 センター

 １ 月12 日 から １
 月14 日

 ３ 人  浜松日赤
 医師 １ 名 、 看護師 １ 名 、 事務員 　 １ 名
 で 構成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）（第１陣）

 能登総合病
 院 ・ 穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、事務１名を基
本構成（他の医療関係職も加えて活
動予定）

災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊 志賀町ほか １月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 志賀町ほか １月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

 第 ３ 次隊  志賀町 ほか  １ 月12 日 から １
 月17 日

 ３ 人  神経科浜松病院

ドクターヘリ 石川県内 １月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

 災害支援 ナース
 （ 第 １ 陣 ）

 珠洲市 ほか 1 月12 日 から
15 日

 ２ 人  静岡県看護協会
 看護師 　 ２ 人

 薬剤師 ・モバイル
 ファーマシー 派遣
 （ 第 １ 陣 ）

 能登地方  １ 月13 日 から １
 月17 日

 ３ 人  静岡県薬剤師会
 薬剤師 　 ３ 人
 モバイルファーマシー （ 移動調剤車 ）
 　 １ 台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日から１

月11日
４人  ４ 名/ 班 の １ 班体制

保健師　３人
運転手　１人

 第 ２ 陣  穴水町  １ 月11 日 から １
 月16 日

 ４ 人  ４ 名/ 班 の １ 班体制
保健師　３人
運転手　１人

 日本栄養士会災害
 支援 チーム （JDA-
DAT ）

 石川県内  １ 月13 日 から １
 月17 日

 ３ 人  静岡県栄養士会
 栄養士 　 ３ 名
 （ うち 県職員 １ 名 ）

 日本災害 リハビリ
 テーション 支援 チー
 ム （JRAT ）（ 第 １ 陣 ）

 石川県内  １ 月12 日 から １
 月15 日

 ２ 人  医師 　 １ 人
 理学療法士 　 １ 人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員



第１陣 金沢市 ・ 七
 尾市

１月10日か
ら１月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介
護福祉士、保育士、児童指導員、
作業療法士、相談支援専門員等
から構成

 第 ２ 陣  金沢市 ・ 七
 尾市

 １ 月12 日 か
 ら １ 月15 日

 ３ 人  同上

 第 ３ 陣  金沢市 ・ 七
 尾市

 １ 月14 日 か
 ら １ 月17 日

 ３ 人  同上

災害マネジメント
支援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から
１月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第１陣 穴水町 １月６日か
ら１月11日

２人
（増員）

県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第２陣 穴水町 1月10日か
ら１月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木 宏晃
・相良 健太
・鈴木 光真

被災建築物の応
急危険度判定支
援

第１陣 （ 県 ） 穴水町 １月６日か
ら１月９日

６人 建築士等の県職員 判定士
市職員による支援も 別途実施
 （ 静岡市 、 沼津市 ）

第２陣 （ 県 ） 穴水町 １月10日か
ら１月13日

６人 建築士等の県職員 判定士
市職員による支援も 別途実施
 （ 静岡市 、 焼津市 、 富士市 、 富士
 宮市 ）

 第 ３ 陣 （ 県 ）  穴水町
 ほか （ 未
 定 ）

 １ 月14 日 か
 ら １ 月16 日

 ４ 人  建築士等 の 県職員判定士
 市職員 による 支援 も 別途実施
 （ 静岡市 、 沼津市 、 富士宮市 ）

下水道管路被害
の調査

中能登町 １月８日か
ら１月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼
津市、袋井市　各１人）
 ※ 政令市 による 支援 （ 支援先 ： か
 ほく 市 ） も 別途実施

住家被害認定調
査等の支援

 第 １ 陣 穴水町 １月７日か
ら１月15日
　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿
場市、西伊豆町　各２人）

 第 ２ 陣  穴水町  １ 月12 日 か
 ら １ 月22 日

12 人  県職員 ２ 人 （ １ 月12 日 ～19 日 ）
 市職員10 人 （ １ 月15 日 ～22 日 ）
 （ 沼津市 、 熱海市 、 湖西市 、 函南
 町 、 小山町 　 各 ２ 人 ）

トイレトラック 等派
遣　

穴水町 １月９日か
ら当分の間

 ４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
 多目的支援車
 ・ 藤枝市 　 １ 台 （ １ 月10 日 から ）
各市職員が常駐

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月５日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

 （ ３ ） 被災者受入 れ
　 被災 された 方 を 対象 に 県営住宅 の 一部 を 一定期間無償 で 提供 する 。

 地域  戸数  内訳

 東部 11 戸  沼津市内 ２ 団地 ６ 戸 、 富士市内 １ 団地 ５ 戸

 中部 12 戸
 静岡市内 １ 団地 ３ 戸 、 焼津市内 １ 団地 ３ 戸 、 藤枝市内 １ 団地 ２ 戸 、
 島田市内 ２ 団地 ４ 戸

 西部 24 戸  菊川市内 １ 団地 ６ 戸 、 掛川市内 １ 団地 ３ 戸 、 袋井市内 １ 団地 ２ 戸 、 磐田市内
 １ 団地 ６ 戸 、 浜松市内 ３ 団地 ５ 戸 、 湖西市内 １ 団地 ２ 戸

 計 47 戸



３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用す
る。



提 供 日 2024/01/15

タイトル 横須賀高校郷土芸能部が６年連続で全国高等学校総合
文化祭への出場を決めました！

担　　当 教育委員会 横須賀高等学校

連 絡 先 教頭　鈴木

TEL 0537-48-3421

横須賀高校郷土芸能部が６年連続で
全国高等学校総合文化祭への出場を決めました！

　令和５年12月22日に島田市民文化会館にて行われた、静岡県高等学校文化連盟郷土芸能専門部大会において、横須賀高校郷土芸
能部が最優秀賞を受賞しました。
　令和６年度岐阜県土岐市で開催される全国高等学校総合文化祭岐阜大会に、本県代表として出場します。全国高等学校総合文化
祭への出場は、令和元年度から６年連続です。

【静岡県高等学校文化連盟郷土芸能専門部大会の概要】
１　開催日　令和５年12月22日（金）

２　会　場　島田市民文化会館

３　参加者　横須賀高校　生徒７名

４　当日の様子
　　地域に伝わる三社祭礼囃子（さんじゃさいれいばやし）（※）を演舞する生徒

　 　

※三社祭礼囃子について
　静岡県無形文化財第一号。享保の頃、横須賀城主西尾隠岐守忠尚公が参勤交代で江戸に在った折
　に家臣に覚えさせた祭礼囃子を原型とし、横須賀独自の調子が加えられ、今日の形となったとさ
　れます。今も、４月第１金・土・日の遠州横須賀三熊野神社大祭において、祢里（ねり）と呼ば
　れる曳き物の上で奏でられています。名調子６曲は太鼓・笛・摺り鉦で奏し、火吹男・岡目・般
　若面の手古舞と粋な囃子方で盛り上りを見せます。
　横須賀高等学校郷土芸能部では、地域の誇りである三社祭礼囃子を習い覚えて様々な場所で披露
　し、後世へ伝える活動をしています。
　　
【問い合わせ先】
　掛川市横須賀1491－１
　静岡県立横須賀高等学校
　電　話：0537-48-3421
　メール：makoto02.suzuki@edu.pref.shizuoka.jp
　担　当：教頭　鈴木

「有徳の人づくり」を進めています。
静  岡  県  教  育  委  員  会　

mailto:makoto02.suzuki@edu.pref.shizuoka.jp


提 供 日 2024/01/15

タイトル 農業分野の全国大会等で顕著な成績を収めた県立農業
高校の生徒が、教育長を表敬訪問します

担　　当 教育委員会 高校教育課

連 絡 先 指導第２班　担当　平尾順哉

TEL 054-221-3146

農業分野の全国大会等で顕著な成績を収めた

県立農業高校の生徒が、教育長を表敬訪問します

１　日　時　令和６年１月18日（木）午後４時から４時30分まで

２　会　場　県庁西館７階　教育長室

３　訪問者
　(1) 第74回日本学校農業クラブ全国大会農業情報処理競技会で最優秀賞
　　　 県立磐田農業高校　山下さん
（2）令和５年度気候変動アクション環境大臣表彰（普及・促進部門）受賞

　　　 県立磐田農業高等学校長
　　　　受賞対象となった取組：農業高校における緑化推進・自然保護活動
（3）第20回全国高校生押し花コンテスト　最優秀賞（文部科学大臣賞）

　　　県立田方農業高校　島田さん、鈴木さん、杉山さん
　　　　※同校からは10年連続の文部科学大臣賞受賞

４　次　第
　(1) 開会のことば
　(2) 県立磐田農業高等学校、県立田方農業高等学校からの報告
　(3) 教育長お祝いのことば、歓談
　(4) 閉会のことば

５　大会概要
　(1) 農業クラブ全国大会概要
　　ア 大会名称　第74回日本学校農業クラブ全国大会「熊本大会」
　　イ 主　　催　日本学校農業クラブ連盟、全国農業高等学校長協会
　　ウ 大会期間　令和５年10月24日（火）から26日（木）
　(2) 令和５年度気候変動アクション環境大臣表彰概要
　　ア 目　　的　気候変動対策推進の一環として、顕著な功績のあった個人・団体を
　　　　　　　　　　たたえるため、表彰を行う。
　　イ 表彰者　環境大臣
　(3) 全国高校生押し花コンテスト概要
　　ア 大会名称　第20回全国高校生押し花コンテスト
　　イ 主　　催　ワールド・プレスフラワー協会　押し花・園芸福祉事務局
　　ウ 大会日程　令和５年４月１日(土)～令和５年９月30日(土)（募集期間）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「有徳の人づくり」を進めています
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  静　岡　県　教　育　委　員　会



提 供 日 2024/01/15

タイトル 静岡県県議会選挙区等調査検討委員会の開催

担　　当 議会事務局 議事課

連 絡 先 議会事務局　議事課

TEL 054-221-2555

「静岡県議会議員選挙区等調査検討委員会」の開催

　浜松市の行政区再編に伴う静岡県議会議員の選挙区及び配当定数について調査検討するため、下記のとおり第４回委員会を開催
する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　■　日　時　令和６年１月１９日(金)　午前１０時３０分から

　■　場　所　第５委員会室(静岡県庁本館４階)

　■　構成員　１１人

　
　
　 委 員 長

　
　良　知　淳　行　　（自民改革会議）

副委員長
　木　内　　　満　　（自民改革会議)

　四　本　康　久　　（ふじのくに県民クラブ)

委　　員

　
　藤　曲　敬　宏　　（自民改革会議)

　宮　沢　正　美　　（自民改革会議)

　相　坂　摂　治　　（自民改革会議)

　鈴　木　啓　嗣　　（自民改革会議）

　市　川　秀　之　　（自民改革会議)

　小長井　由　雄　　（ふじのくに県民クラブ)

　田　口　　　章　　（ふじのくに県民クラブ）  

　早　川　育　子　　（公明党静岡県議団）



提 供 日 2024/01/15

タイトル 令和５年度　公共事業の事業評価対応方針を決定

担　　当 交通基盤部 政策管理局建設政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3190

令和５年度　公共事業の事業評価対応方針を決定

（要 旨）
　　令和５年度に実施した「公共事業の事業評価」（再評価26事業、事後評価６事
　業）について、静岡県事業評価監視委員会（委員長：加藤 裕治　静岡文化芸術大
　学教授）の意見を踏まえ、令和６年１月10日に県の対応方針を以下のとおり決定
　しました。
　
（概 要）
　１　県の対応方針
　（１）再評価
　　・審議対象26事業については、いずれも事業を継続する。

対応方針
部局 事業数

中止 見直し後、継続 継続

経済産業部 ４ － － ４

交通基盤部 22 － － 22

計 26 － － 26

　（２）事後評価
　　・審議対象の６事業については、いずれも改善措置の必要はない。

対応方針

再度、事後評価を実施 事後評価完了
部局 事業数

改善措置が必要
効果発現が十分でない
今後時間の経過により
効果発現が期待できる

効果が十分発現
改善措置の必要なし

経済産業部 ２ － － ２

交通基盤部 ４ － － ４

計 ６ － － ６

　２　静岡県事業評価監視委員会の意見
　（１）再評価
　　・審議対象26事業については、いずれも事業を継続するのが相当である。

　（２）事後評価
　　・審議対象６事業については、改善措置の必要性は特に認められない。

　３　その他
　　　静岡県事業評価監視委員会において頂いた主な意見は以下のとおり。
　　
　　　地震・高潮対策事業　二級河川馬込川においては、事業の情報発信基地とし
　　　て設置した「馬込川水門インフォメーションセンター」において、ＶＲや
　　　ＡＲを活用したわかりやすい情報発信を実施するなど、地域住民の事業への
　　　理解促進に加え、インフラ施設のＰＲとしての取組が図られている。地域に
　　　寄り添った事業推進の良い取組として展開を図るとともに、事業完了後も防
　　　災教育を含めたＰＲを継続的に実施し、さらなる地域の防災力向上に努めら
　　　れたい。

　　　農業農村整備事業　天竜川下流寺谷地区においては、土地改良区等の地元組
　　　織と連携した農業用水路の維持管理や配水管理の実施が図られている。農地
　　　整備事業については、今後も適切に生産性向上や農地の集積・集約化を目的
　　　とした事業の推進を図るとともに、地元組織と連携した保全管理の取組を継
　　　続し、活動の更なる拡大に努められたい。
　　

　４　参　考
　　　令和５年度静岡県事業評価監視委員会の審議日程

　　　　令和５年７月26日（水）
　　　　　　　～８月25日（金）　再評価に対する県民意見の募集
　　　　令和５年９月８日（金）　第１回委員会
　　　　令和５年10月16日（月）　現地調査
　　　　令和５年11月13日（月）　第２回委員会



提 供 日 2024/01/15

タイトル 第５回ふじのくに木使い建築施設表彰の作品募集－静
岡県産材を活用した優れた建築施設を募集します－

担　　当 経済産業部 森林・林業局林業振興課

連 絡 先 県産材利用班

TEL 054-221-2691

第５回ふじのくに木使い建築施設表彰の作品募集

静岡県産材を活用した優れた建築施設を募集します

１　表彰制度概要

　  民間建築施設への県産材の一層の利用と、県産材利用に対する県民理解の醸成を目的に、県産材利用の模範となる、優良な非住宅の建築

施設の知事表彰制度を平成28年に創設し、隔年で表彰を行っています。

　  令和６年度は５回目となる表彰を実施します。

２　対象施設

　  静岡県産材を有効に利用し、令和元年４月以降に完成した県内外の建築施設。

  　ただし、専用住宅及び国、県が事業主体のものを除きます。

３　募集方法

　  表彰にふさわしいと考えられる建築施設について、広く推薦を募ります。

　⑴　提出書類　※自薦・他薦は問いません

　　　推薦書一式（県林業振興課ホームページからダウンロードをお願いします。）

　⑵　提出先（持参・郵送・メールに限る）

　　　静岡県経済産業部森林・林業局林業振興課県産材利用班

　　　〒420-8601

　　　静岡市葵区追手町９番６号

　　　E-mail：rinshin@pref.shizuoka.lg.jp

　　　ホームページ：https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041031/1026872.html

４　募集期間（一次）
　　令和６年１月９日（火）から３月29日（金）まで

５　審査
　  建築設計・木材利用等の学識経験者、専門家で構成する審査委員会が、書類及び現地で表彰施設を選定します。

６　表彰
　・審査委員会で選定し、知事が決定した表彰施設の施主、設計者、施工者の３者を表彰します。
　・最優秀賞１点、優秀賞２点以内、優良賞３点以内（全て静岡県知事賞）。
　・10月（木材利用推進月間）に表彰式を行う予定です。

７　主催
　　静岡県

　　　　 　　　　
　　　　　　第４回表彰最優秀賞
　　　静岡県森林組合連合会天竜事業所

　　　　　　　
　　　　　　　　　　↑
　　　　  しずおか木使いネットで
　　　  　 　過去の受賞作など
　　　  　　　　情報発信中

mailto:rinshin@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/introduction/soshiki/1002123/1041031/1026872.html


提 供 日 2024/01/15

タイトル 令和５年度静岡県農地利用最適化推進活動事業知事賞
の表彰式を行います！

担　　当 経済産業部 農業局農業ビジネス課

連 絡 先 経営基盤強化推進班

TEL 054-221-2617

令和５年度静岡県農地利用最適化推進活動事業知事賞の表彰式を行います！

　
　経営規模の拡大や耕作放棄地の再生など、農地の有効活用に功績のあった個人・団体に対してその功績を称えるため知事表彰を
行っています。
　このたび、令和５年度の受賞者を決定したので、表彰式を開催します。

１　日　時
　　令和６年１月18日（木）午後１時30分から午後２時まで

２　会　場
　　静岡県庁本館４階特別会議室
　　（静岡市葵区追手町９番６号）

３　内　容

（１）式典内容
　　・知事挨拶
　　・賞状授与式
　　・記念写真撮影

（２）出席者　
　　・令和５年度　受賞者及び団体　各代表者
　　・知事　ほか

（３）受賞者

　　　・耕作放棄地再生部門 （３者）　

賞 受賞者 市町

最優秀賞 笠原地区農業推進委員会 袋井市

優秀賞
佐藤　豪芳

（さとう　たけよし） 南伊豆町

優秀賞
NPO法人水辺の里
まちづくりの会 浜松市中央区

　　　
　
　　・農地集積・集約化部門（３者）

賞 受賞者 市町

最優秀賞 株式会社アイファーム 浜松市中央区

優秀賞 有限会社グリーンエイト 静岡市清水区

優秀賞 佐野　良一郎
（さの　りょういちろう） 沼津市

　　・受賞例
　
【耕作放棄地再生部門優秀賞取組】　　　【農地集積・集約化部門最優秀賞取組】
　　　

　 　　　　 　　
　・極早生柑橘定植により耕作放棄地解消　・集約と併せて画像処理解析を導入で　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スマート農業を実現　　　　　　
　



４　問い合わせ先
　　静岡県経済産業部農業局農業ビジネス課経営基盤強化推進班
　　電話：０５４－２２１－２６１７
　　E-mail：nougyoubiz@pref.shizuoka.lg.jp
      URL：　https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1053721/1054087/1040644/1040449/1043521 .html

mailto:nougyoubiz@pref.shizuoka.lg.jp
https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/nogyo/1053721/1054087/1040644/1040449/1043521.html


提 供 日 2024/01/15

タイトル 県HPによるサステナブルファイナンスの取組紹介

担　　当 経済産業部 商工業局商工金融課

連 絡 先 制度資金班

TEL 054-221-2525

１　概要
　県は、持続可能な社会の実現に向けて、金融機関と連携し、企業のサステナブルファイナンスに
関する取組事例をまとめ、ホームページに掲載しました。今後、サステナブルファイナンスの普及に
向けてホームページを通じた啓発活動を行っていきます。

２　掲載内容

※今後も掲載内容を更新し、定期的な周知を図ります。

３　掲載ホームページ
以下QRコードよりご確認ください。

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜サステナブルファイナンスとは＞
「持続可能な社会と地球を実現するための金融」と解釈されています。環境問題、社会問題、ガバ
ナンス課題の解決を目指して、さまざまな配慮を織り込んだ投融資、債券発行、その他幅広い金融
サービスを含む広い概念とされており、こうした考え方や取組が世界中に広がっています。



提 供 日 2024/01/15

タイトル 「バイ・ふじのくに」直売会を山梨県内（道の駅富士
川）にて開催します！

担　　当 経済産業部 産業革新局マーケティング課

連 絡 先 マーケティング企画班

TEL 054-221-3713

「バイ・ふじのくに」直売会を山梨県内（道の駅富士川）にて
開催します！

○県では、山梨県と連携して消費を喚起する「バイ・ふじのくに」に取り組んでいます。

○このたび、その取組の一環として、１月20日（土）、21日（日）に山梨県内（道の駅富士川）において、静岡県の特産品（お茶）の直売会を開

催します。

１　直売会の概要

開 催 日
令和６年１月20日(土)・21日(日)　

午前10時から午後４時まで（無くなり次第、終了）

開催場

所
道の駅富士川　屋根下スペース（山梨県南巨摩郡富士川町青柳町1655－3）

販売者 大高茶園

内　　容 煎茶・棒茶の詰め放題、玄米茶、ほうじ茶、ティーバッグ（予定）

開催協

力
株式会社道の駅富士川



提 供 日 2024/01/15

タイトル 適塩（てきえん）キッズの育成事業～野菜に関する健
康教育と適塩給食の試食会を開催します～

担　　当 健康福祉部 健康局健康増進課

連 絡 先 地域支援班

TEL 054-221-2433

適塩（てきえん）キッズの育成事業
～野菜を学ぶ食育教室と適塩給食の試食会を開催します～

県では今年度、高血圧対策として、適切な塩分量で野菜の味を楽しむ「適塩（てきえん）キッズの育成事業」に取り組んでいま
す。今回、事業の一環で西伊豆町立賀茂小学校で、児童への食育教室と適塩給食の親子試食会を開催します。

１　実施日時　令和６年１月17日（水）　
　　　　　　　11：50～12：35　１・２年生を対象とした食育教室（野菜について学びます）
　　　　　　　12：35～13：15　配膳・給食喫食（親子で一緒に食べます）

２　会　　場　西伊豆町立賀茂小学校（賀茂郡西伊豆町宇久須８３６－２）

３　対　　象　小学１・２年生及び保護者

４　献　　立　とり肉の五色煮、旨味たっぷりツナ和え、野菜マシマシけんちん汁、むぎごはん、みかん
　　　　　　　（野菜をたくさん使い、減塩しながら、野菜そのものの味や旨味、香りを大切にしたメニューです）

【適塩キッズの育成事業とは】
県では健康課題の１つである脳血管疾患の減少を目指し、高血圧対策に取り組んでいます。今年度は摂取量を減らす取組である
「減塩」、野菜摂取量の増加などを通じて、塩を排出する「排塩」、血圧測定の習慣化など健康的な生活習慣を身に付ける「行動
変容」の３つをテーマに事業展開しています。適塩キッズの育成事業では、子どもの頃からの食育推進として、子どもに対しては
主に野菜摂取について、保護者に対しては減塩と野菜摂取の両方について働きかけを行います。

１　絵本の作成（令和６年３月発行予定）
　　子どもが野菜に親しみ、静岡県で生産されている野菜を知るとともに、薄味（適塩）で野菜本来の味を楽しむ内容 
２　絵本を活用した健康教育（令和６年１月～３月：４校で実施）←今回実施
　　食育絵本の内容を踏まえ、野菜摂取の大切さを伝える健康教育を実施 
３　学校給食試食会の開催（令和５年12月、１月：２校で実施）　←今回実施
　　家庭で取り組むことができる適塩について伝えると共に、適塩に配慮した給食を試食



提 供 日 2024/01/15

タイトル インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】

担　　当 健康福祉部 感染症対策局感染症対策課

連 絡 先 ふじのくに感染症管理センター

TEL 055-928-7272

記者提供資料 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

発表日：令和６年１月15日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

タイトル：インフルエンザ施設別発生状況について【第81報】 　 　 　 　 　 　 　 　 　

担当：健康福祉部　感染症対策課 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

連絡先：ふじのくに感染症管理センター　055-928-7272 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

インフルエンザ施設別発生状況について【第81報（１月12日受付分）】 　

施　設　概　要 閉鎖等の措置をした学級の状況
番号

名　　　称 所　在　地 在籍者数 学級数 学級数 在籍者数 患者数 欠席者数
閉鎖等の期間

1 小学校 下田市 82 6 1 14 7 7 1月15日
2 小学校 賀茂郡東伊豆町 145 8 1 27 8 8 1月15日
3 小学校 浜松市天竜区 275 13 1 25 4 4 1月12日

本日合計 ３小学校 3 66 19 19
７８７施設

本日までの
累計（実数） （ ８８高等学校、　１９５中学校、　４０８小学校、　６１幼稚園、

８保育所、　１７こども園、　１０特別支援学校　０高等専門学校）
3,653 104,656 33,518 31,065

　

＊在籍者数、患者数及び欠席者数は、閉鎖措置がとられる直前の数です。 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊患者数は、欠席者及び罹患登校者を含めて計上してあります。（したがって、欠席者数は患者数に
再掲されています。） 　 　 　 　 　 　 　

＊初発・再発の別欄は、同じ学級で同一週に複数回学級閉鎖をした場合に再発と記入し
ています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊発生報告については、全国一律に令和５年９月４日から新しいシーズンとして集計・公
表しています。 　 　 　 　 　 　 　 　
＊本報告は、インフルエンザ様疾患（「38 度以上の発熱かつ急性呼吸器症状（鼻汁、鼻閉、咽頭痛
又は咳のいずれか１つ以上）」）を対象としています。 　

　 　 　 　 　 　
　　　ただし新型コロナウイルス感染症患者及び濃厚接触者は除きます。 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　



提 供 日 2024/01/15

タイトル 令和６年能登半島地震対応への静岡DMAT中間報告会及
び知事への活動報告を行います。

担　　当 健康福祉部 医療局地域医療課

連 絡 先 地域医療班

TEL 054-221-2543

令和６年能登半島地震対応への静岡ＤＭＡＴ中間報告会及び

知事への活動報告を行います。

　
　
 「令和６年能登半島地震」の対応のため、厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、今月２日から延べ24チーム（118人）の静岡
ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）が現地で活動しており、今後も継続して活動を予定しています。
　
　今回、静岡ＤＭＡＴにおいて、既に現地で支援活動を行ったチームから、活動内容、課題の共有等のための中間報告会を実施し
ます。
　
　併せて、現地で支援活動を行ったＤＭＡＴが、知事に活動報告を行います。

１　静岡ＤＭＡＴ中間報告会

（１）開催日時　令和６年１月17日（水）午前10時から正午まで
（２）開催方法　ＺＯＯＭを活用したＷＥＢ会議
　　　　　　　　 ※ 取材 は 、 県庁西館 ４ 階第一会議室 へお 越 しください 。
（３）内　  容　・支援活動を行ったＤＭＡＴからの報告（６チーム程度）
　　            ・意見交換
（４）参 加 者　静岡ＤＭＡＴ他

２　知事への活動報告

（１）時　　間　令和６年１月17日（水）午後１時から午後１時15分まで
（２）場　　所　県庁東館５階知事室
（３）内　　容　現地でのＤＭＡＴ活動を報告
　　　　　　　（１次隊で活動した県立総合病院のチームが代表して報告）



提 供 日 2024/01/15

タイトル しずマリ成婚者にインタビューを行います！
～フリーアナウンサー内山絵里加さんによる突撃取
材！～

担　　当 健康福祉部 こども未来局こども未来課

連 絡 先 少子化対策班

TEL 054-221-2037

しずマリ成婚者にインタビューを行います！

～　フリーアナウンサー内山絵里加さんによる突撃取材！　～

「ふじのくに出会いサポートセンター（通称：しずおかマリッジ）」主催のイベントでマッチングした２組のカップルから、うれしい成婚
報告がありました。しずマリを通じた出会いや幸せな新婚生活等について、内山氏によるインタビューの機会を設けます。

報道機関の皆様からインタビューしていただくことも可能ですので、ぜひ取材にお越しください！
当日は、ふじっぴーもお祝いに駆けつけます！

1　概要

日　　　程　：1月18日（木）

場　　　所　：ふじのくに出会いサポートセンター
　　　　　　　（静岡市葵区御幸町8-1　JADEビル４階）

内　　　容　
（１）スケジュール　：12:00～12:30　１組目の成婚者インタビュー
　　　　　　　　　　　12:30～13:00　2組目の成婚者インタビュー

（２）インタビュアー：内山絵里加氏
〈参考〉内山絵里加氏
　　・フリーアナウンサー
　　・浜松市出身
　　・2011年から2022年まで静岡放送所属
　　・2022年11月結婚　　

２　取材に係るお願い

取材申込は、令和６年１月17日（水）正午までに
こども未来課少子化対策班（054-221-2037）に連絡をお願いします。

※成婚者様への取材を希望される場合は、
　内山氏によるインタビュー終了後にお願いします。
※取材内容の取扱い等については、成婚者様と調整の上、対応してください。

３　イベントマッチングによる成婚２組の状況
　
【１組目】
・おふたりについて
　　県中部在住の30代の男性　と　県中部在住の30代の女性

・成婚までの状況　
　令和４年３月 　女性がセンターに入会
　　　　　９月 　男性がセンターに入会
　　　　 12月18日 　センター連携（青年部主催※）イベントでマッチング
　令和５年１月 　交際開始
　　　 　10月17日 　成婚

　　（※静岡県商工会議所青年部連合会は、令和４年２月から「ふじのくに出会い
　　　　サポートセンター」の取組に賛同し応援宣言を発表、事業連携推進中。）

・成婚メッセージ
　（男性）イベントを通じて、普段の検索条件では出会うことのなかった方と成婚する
　　　　　ことができました。
　（女性）条件よりもお互いのフィーリングを大切にすることが、成婚へつながったと
　　　　　感じています。

【２組目】
・おふたりについて
　　県中部在住の30代男性　と　県中部在住の30代女性

・成婚までの状況
　令和４年  ２月 　男性・女性がセンターに入会
　　　　    ５月8日 　センター第１回イベント（藤枝・水車村）でマッチング
　              ６月 　交際開始
　令和５年11月27日 　成婚

・成婚メッセージ
　（男性）センターからの手厚いサポート体制や激励の言葉などいただきました。
　　　　　今回良縁に恵まれ、このような場を提供してくださり感謝の気持ちでいっぱいです。
　（女性）ここでしか出会えないような出会いをいただき、
　　　　　さらにお付き合い後も気にかけてもらい、ありがとうございました。

（詳細はHPに掲載中：https://www.shizuoka-msc.jp/marriagereport/?p=1）

https://www.shizuoka-msc.jp/marriagereport/?p=1


４　ふじのくに出会いサポートセンター概要

　・県と市町で構成する「ふじのくに結婚応援協議会」が、結婚を希望する者を支援する
　　ために運営する拠点。（令和４年1月サービス開始）
　・マッチングシステムを活用した出会いの機会の提供のほか、会員を対象にした婚活
　　イベント等を開催。
　・令和５年10月から「しずマリ２周年キャンペーン～女性先着300名半額～」
　　実施中！！

　　※詳細はHP（https://www.shizuoka-msc.jp/）を御覧ください。

【開設からの累計実績（令和５年12月31日時点）】

お見合い成立 お友達成立 交際成立 ご成婚

4,591件 1,516件 242件 35件

https://www.shizuoka-msc.jp/


提 供 日 2024/01/15

タイトル 令和６年能登半島地震への対応(健康福祉部関連)【第
７報】（１月15日10時00分現在）

担　　当 健康福祉部 政策管理局企画政策課

連 絡 先 企画班

TEL 054-221-3357

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下線部は第６報からの変更箇所

１　概要
　令和６年１月１日午後４時10分に発災した「令和６年能登半島地震」への対応（健康福祉部関連：関係団体による対応を含む）
については、以下のとおりである。

２　支援状況
　（１）医療
　　ア　ＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＭＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＭＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＭＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＭＡＴが活動
　　　　中

1/3 能登医療圏活動拠点本部、七尾市内の避難所を巡回、患者搬送等

1/4・1/5 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、志賀町内の病院等

1/6～1/8 能登医療圏活動拠点本部、七尾市、輪島市、珠洲市内の病院等

1/9～1/11 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市、穴水町内の病院等

1/12 ・1/13 能登医療圏活動拠点本部、輪島市、珠洲市内の病院等

1/14 ～  能登医療圏活動拠点本部

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

順天堂大学医学部附属静岡病院 5人 1/2～1/5

静岡県立総合病院 5人 1/2～1/5

静岡赤十字病院 6人 1/2～1/6

中東遠総合医療センター 4人 1/2～1/5

磐田市立総合病院 4人 1/2～1/6

浜松医科大学医学部附属病院 6人 1/2～1/6

第１次隊　36人
（活動終了）

聖隷浜松病院 6人 1/2～1/5

伊東市民病院 5人 1/6～1/10

静岡県立総合病院 5人 1/5～1/8

静岡市立静岡病院 5人 1/5～1/9

静岡済生会総合病院 6人 1/5～1/9

焼津市立総合病院 5人 1/5～1/9

藤枝市立総合病院 5人 1/4～1/8

浜松赤十字病院 5人 1/4～1/8

第２次隊　40人
（活動終了）

総合病院聖隷三方原病院 4人 1/4～1/10

順天堂大学附属静岡病院 5人 1/8～1/12

富士宮市立病院 4人 1/8～1/14

静岡市立清水病院 5人 1/8～1/13

島田市立総合医療センター 5人 1/8～1/14

中東遠総合医療センター 4人 1/8～1/12

磐田市立総合病院 4人 1/8～1/14

第３次隊　32人
 （ 活動終了 ）

聖隷浜松病院 5人 1/8～1/14

国際医療福祉大学熱海病院 4人 1/12～1/15第４次隊　８人
 （ 活動中 ） 静岡医療センター 4人 1/11～1/15

※上記の他、２日からＤＭＡＴ調整本部（県庁西館４階）でＤＭＡＴが活動してお
　り、11日からは、被災地でＤＭＡＴロジスティックチーム（主に、情報収集・分
　析、医療チームの調整など、本部活動を支援）としても活動を開始した。

イ　日本赤十字社静岡県支部による派遣
　・日本赤十字社静岡県支部が医療救護班を派遣
　・第１班、第２班とも、能登医療圏活動拠点本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１班(静岡日赤) 1/ 8(月)～1/10(水) ７人

第２班(浜松日赤) 1/15(月)～1/17(水) ７人

医師・看護師・

薬剤師・事務員で構成



　・日本赤十字社静岡県支部が日赤災害医療コーディネートチームを派遣予定
　・第１班　日本赤十字社石川県支部災害対策本部の指示に従い活動

区分 派遣期間 派遣人数 活動場所 備考

日赤災害医療コー
ディネートチーム
第１班(浜松日赤)

1/12(金)～1/14(日) ３人
珠洲市健康増進

センター

医師・看護師・

事務員で構成

ウ　ＪＭＡＴ（日本医師会災害医療チーム）派遣
　　　・日本医師会の要請を受け、静岡県医師会が医療救護チームを石川県内の被
　　　　災地へ派遣
　　　・今後も新たなチームを継続して派遣する予定（現在調整中 ２チーム）
　　　 ・ 長期 にわたる 支援 を 実施 するため 、23 郡市医師会 に 新 たなチームの 登録 を
　　　　 要請 し 、ＪＭＡＴ 派遣 の 拡充 を 計画

派遣期間 派遣人数 活動概要

1/10(水)～1/12(金) ３人
（医師1人、看護師2人）

能登総合病院、穴水町内の７
避難所のアセスメント
（1/11）

1/19(金)～1/21(日)
３人
（医師1人、看護師1人、事務員１人）

1/27(土)～1/29(月)
６人
（医師2人、看護師2人、事務員2人）

1/31( 水) ～2/3( 土)
 ３ 人
 （ 医師1 人 、 薬剤師1 人 、 事務員 １ 人 ）

能登総合病院を拠点として、
穴水町内にて活動予定

　　エ　ＤＰＡＴ（災害派遣精神医療チーム）派遣・活動状況
　　　・厚生労働省ＤＰＡＴ事務局の要請を受け、静岡ＤＰＡＴの出動に関する協
　　　　定に基づき、県が県内ＤＰＡＴ指定病院に派遣を依頼し、ＤＰＡＴが活動
　　　　中
　　　・能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部の指示に従い活動

1/4 志賀町内の避難所等を巡回、地域支援に関する情報収集

1/5～1/9 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、七尾市、志賀町内の避難所等支援

1/10 ～1/12 能登医療圏ＤＰＡＴ活動拠点本部、珠洲市内の避難所等支援

1/13 ～1/14  能登医療圏 ＤＰＡＴ 活動拠点本部内 の 活動

区分 病院名 派遣人数 派遣期間

第１次隊（活動終了） 県立こころの医療センター ３人 1/3～1/8

第２次隊 （ 活動終了 ） 沼津中央病院 ３人 1/7～1/13

第３次隊（活動中） 神経科浜松病院 ３人 1/12～1/17

第４次隊（派遣決定） 県立こころの医療センター ３人 1/18～1/22

オ　ドクターヘリ派遣
　　　・中部ブロック（※）の大規模災害時におけるドクターヘリ広域連携に関す
　　　　る基本協定に基づき、石川県の要請を受け、県がドクターヘリを派遣

派遣期間 基地病院 派遣機数

1/4～1/5 総合病院聖隷三方原病院 １機

　　　※中部ブロック８県（静岡、愛知、三重、長野、富山、石川、福井、岐阜）
　　　　の知事及びドクターヘリ基地病院による協定

カ　災害支援ナース
　　　・日本看護協会の派遣要請を受け、静岡県看護協会が災害支援ナースを派遣
　　　　（47都道府県看護協会中17団体に要請）

区分 日　程 派遣人数 備考

第１組 1/12～15 ２人

第２組 1/15～18  ４ 人

第３組 1/18～21 調整中

第４組 1/21～24 調整中

第５組 1/24～27 調整中

派遣場所は珠洲市、能登町、穴
水町、七尾市、輪島市の病院、
避難所等

　　キ　薬剤師及びモバイルファーマシー派遣
　　　・日本薬剤師会の派遣要請を受け、静岡県薬剤師会が薬剤師及びモバイル
　　　　ファーマシー（移動調剤車）を派遣

区分 日程 派遣人数 備考

第１陣 １/13～１/17 ３人

第２陣 １/16～１/20 ３人

派遣地域は、穴水町、輪島市、
珠洲市、能登町

第３陣以降も派遣を継続（派遣期間は１か月を目途）

（２）保健
　　ア　保健師派遣・活動状況



　　　・厚生労働省の要請を受け、県保健師を穴水町へ派遣（1/6～2/5）
　　　・２月29日まで応援延長要請有

1/7 穴水町役場にて情報収集、活動方針打合せ

1/8 穴水中学校にて聞き取り調査

1/9～ 避難者、避難所の状況確認

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/ 6(土)～1/11(木) ４人

第２陣 1/11(木)～1/16(火) ４人

第３陣 1/16(火)～1/21(日)  ５人

第４陣 1/21(日)～1/26(金)  ５人

第５陣 1/26(金)～1/31(水)  ５人

第６陣 1/31(水)～2/ 5(月)  ５人

 ５名/班の１班体制
保健師３名、 事務 １ 名、運転
手１名で構成

派遣期間は、移動、引継期間
を含む

イ　ＪＤＡ－ＤＡＴ（日本栄養士会災害支援チーム）派遣
　　　・日本栄養士会の派遣要請を受け、静岡県栄養士会がＪＤＡ－ＤＡＴを派遣

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/13(土)～1/17(水) ３人 うち１名は県職員

ウ　ＪＲＡＴ（日本災害リハビリテーション支援チーム）派遣
　　　・日本災害リハビリテーション支援協会の派遣要請を受け、静岡県災害リハ
　　　　ビリテーション支援関連団体協議会がＪＲＡＴ隊員を派遣。今後も新たな
        チームを派遣する予定
　　　・ 第 １ 陣 は 金沢市内 「 いしかわスポーツセンター 」（1.5 次避難所 ） へ 移動
　　　　 する 避難者 のトリアージを 実施

区分 派遣期間 派遣人数 備考

第１陣 1/12(金)～1/15(月) ２人 医師、理学療法士

　（３）福祉
　　ア　ＤＷＡＴ（災害派遣福祉チーム）派遣

・災害福祉支援ネットワーク中央センター（全国社会福祉協議会）から先遣隊及び1月10日～１月31日までの派遣要請を受
け、災害時における福祉人材の派遣協力等に関する協定に基づき、県が静岡県災害福祉広域支援ネットワークに派遣を依
頼し、ＤＷＡＴが活動中

・先遣隊は金沢市内「いしかわスポーツセンター」（1.5次避難所）にて避難者（要配慮者）のスクリーニング等を実施
・第１陣以降は、いしかわスポーツセンター又は七尾市内で活動予定

区分 派遣期間 派遣人数 備考

先遣隊 1/ 8(月)～1/14(日) １人 社会福祉士、介護支援専門員

第１陣 1/10(水)～1/13(土) ３人

第２陣 1/12(金)～1/15(月) ３人

第３陣 1/14(日)～1/17(水) ３人

第４陣 1/16(火)～1/19(金) ３人

第５陣 1/18(木)～1/21(日) ３人

第６陣 1/20(土)～1/23(火) ３人

第７陣 1/22(月)～1/25(木) ３人

第８陣 1/24(水)～1/27(土) ３人

第９陣 1/26(金)～1/29(月) ３人

第10陣 1/28(日)～1/31(水) ３人

３名/班の１班体制
社会福祉士、介護支援専門
員、介護福祉士、保育士、児
童指導員、作業療法士、相談
支援専門員等から構成

活動内容は、要配慮者のスク
リーニング等

　（参考：要配慮者支援の流れ）

　（４）義援金等
　　ア　義援金の状況

・日本赤十字社及び共同募金会とも、被災県及び本社・中央で義援金の募集
　を開始
・来庁者向けに 県庁内 （ 本館1 階食堂 、 本館 ２ 階県庁案内 、 東館 ２ 階県民 サー
　 ビス センター 前 、 東館 ２ 階喫茶 ぴあ ～、 東館16 階食堂 、 西館 ３ 階健康福祉 部
　 部長室前 ）に募金箱を設置するとともに、職員に対し義援金への協力を呼びかける。

団体名 支部等 受付期間 配分地域

石川県支部 1/ 4～12/27 石川県

富山県支部 1/ 5～3/29 富山県

新潟県支部 1/ 9～6/28 新潟県

日本
赤十字社

本社 1/ 5～12/27 被災地全地域

石川県 1/ 4～12/27 石川県



富山県 1/ 5～3/29 富山県

新潟県 1/ 9～6/28 新潟県
共同募金会

中央 1/ 5～6/28 石川県、富山県、新潟県

イ　災害ボランティアサポート募金の状況
・中央共同募金会は、ボランティア・NPO 活動サポート募金 「ボラサポ・令和６年能登半島地震」への寄付募集を開始

募集共募 受付期間 受付方法

中央共同募金会 1/2～6/30 金融機関振込・クレジット決済

　　　注：助成応募受付は、1月中旬からを予定

ウ　静岡県ボランティア協会の状況
　・ボランティアの活動を支援するため、「ボランティア活動支援金」の募集
　　を開始

募集期間 受付方法

1/10（水）～6/30（日） 郵便振替

　・今後の活動に向け、独自にボランティア支援募金を実施するとともに、避
　　難所等で必要と思われる物資を収集し、要請に応じ速やかに送付できるよ
　　う準備中



提 供 日 2024/01/15

タイトル 第27回伊豆文学賞入賞作品が決定！

担　　当 スポーツ・文化観光部 文化局文化政策課

連 絡 先 文化振興班

TEL 054-221-3109

「第27回伊豆文学賞」入賞作品決定！

最優秀賞は、小説「（破城の主人）」（寺田勢司さん／大阪府吹田市）と掌篇「海へ」（鈴木みゆさん／静
岡県静岡市）
［要旨］
　文学にゆかりのある伊豆をはじめ静岡県全域を題材とした文学作品を公募する「伊豆文学賞」は今回で27回目となり、全国から414編の応
募がありました。厳正なる審査の結果、各部門の入賞作品を次のとおり決定しました。

［内容］
１　審査結果
　(1) 小説・随筆・紀行文部門（応募数：245編）

賞 作品名（種別） 作者名 居住地 副　賞

最優秀賞
破城の主人

(はじょうのあるじ)
（小説）

寺田　勢司
(てらだ　せいじ)

大阪府
吹田市

賞金
100万円

優秀賞
三日のつもりが三か月

　しずおか、静岡
（随筆）

　　横山　八千代　
（よこやま　やちよ）

京都府
京都市

賞金
20万円

兎たちの居た場所
（小説）

阿部　千絵
（あべ　ちえ）

愛知県
田原市

佳　作
太鼓リール
（小説）

青木　繁喜
(あおき　しげき)

静岡県
富士市

賞金
５万円

　

　(2) 掌篇部門（応募数：169編）
賞 作品名 作者名 居住地 副　賞

最優秀賞 海へ 　　鈴木　みゆ　※
(すずき　みゆ)

静岡県
静岡市

賞金
５万円

畳のある家 T・S・デミ　※
（てぃーえすでみ）

静岡県
田方郡函南

町

ヤマモモの実が熟す頃 阿部　英子
（あべ　えいこ）

静岡県
磐田市

闇を照らすのは みなみ　つきひ※
福岡県
福岡市

尊之島エレジー 宮内　昭子
（みやうち　あきこ）

静岡県
田方郡函南

町

優秀賞

鬼射の的 　　溪口　輝　
（たにぐち　ひかる）

静岡県
下田市

 賞金
 １万円

　　※印：筆名（ペンネーム）

２　今後の予定
　　・表彰式は、３月３日（日）に起雲閣(熱海市)で開催します。
　　・入賞作品を掲載した「第27回伊豆文学賞優秀作品集」を３月上旬に発行します。

３　最優秀賞受賞のコメント
　(1) 小説・随筆・紀行文部門　　寺田　勢司

（受賞の知らせを聞いて）
 　最近作品を読み返し、受賞は難しいかなと思っていたところに、最優秀賞受賞との知らせを受け信じら
れない気持ちであるとともに光栄です。田沼意次をテーマにしたのは、活躍した江戸時代中期近辺が好き
で、同人について調べれば調べるほど世の悪評とは異なる人物像に興味をひかれたからです。
（応募の動機、静岡県との関わり）
　仕事で幾度となく訪れた静岡という土地は、秋季、冬季と悪天に見舞われる石川県で育った私にとって
はある種、憧れの土地でした。温暖で風光明媚、住まう人々も朗らかな同県に魅了され、いつかこの土地
にまつわる話を書いてみたいと志すようになり、長きに渡って興味を抱いていた田沼意次に因んだ話を書
こうと思い立った次第です。
（作品に込めた思い）
　幕府の窮状を鑑み、道徳よりも経済実学、経世済民に重きを置いた田沼政治は私利私欲に走った政治
だったと言われています。しかし意次自身は主家の弥栄と救民、世の安寧を願い封建制度と門閥に凝り
固まった幕閣の中で手腕を発揮したリーダーであったと思います。そんな意次を慕った家臣たちも又、新
しい武士団であったはずで、もっと評価され、知られるべきだと思い書きました。

　(2) 掌篇部門　　　鈴木　みゆ

（受賞の知らせを聞いて）
　このように得難い機会をいただき、とても感謝しています。自問自答しながらなんとか書いたので、背中を
押していただけたようでうれしいです。



（応募の動機、静岡県との関わり）
　静岡で生まれ育ち、伊豆文学賞は読者として楽しんでいました。子供のころから慣れ親しんだ場所がなく
なるかもしれないと聞いて、その時の気持ちを文章という形に残したかったので、今回思い切って応募しま
した。
（作品に込めた思い）
　いつもわかっていると思っていることが、ふとした瞬間に揺らぐことがあります。時間や記憶のような捉えど
ころがないものの揺らぎと、人の再生への願いを込めました。

４　最優秀賞作品についての審査員コメント
　(1) 小説・随筆・紀行文部門
 　落城の様子を見てきたようにつづる著者の文章は圧巻。相良城に籠城中、「あじの干物もろとも七輪を火
薬樽の中に放り込みますぞ」という家臣四郎兵衛のセリフが愉快ユカイ。これからプロの作家としての活躍が
楽しみである。（審査員：嵐山　光三郎）

　(2) 掌篇部門
　メッセージ部門を掌編部門と改名した甲斐のある今回の候補作品だったが、審査員三人が揃って高評価
を与えたのが、「海へ」だった。冒頭と終わりが小説的結構を感じさせてもくれる、穏やか軽やかな想念と遊
び心にみちた、見事な掌篇だった。（審査員：村松　友視）

５　最優秀作品あらすじ（作者による作品紹介）
　(1) 小説・随筆・紀行文部門

 最優秀賞「破城の主人（はじょうのあるじ）」（小説）
　天明六年の八月、十代将軍家治逝去を皮切りに、その権勢に比肩するものが居なかった。田沼主殿
頭意次は凋落の一途を辿っていた。翌年十月には五万七千石の石高を誇った遠江は相良の領地から
の転封と相良城の破却の沙汰が御公儀より下された。城を預かる倉見金太夫は明け渡しに向けて事務
処理に追われていたがその最中にかつて仕官していた三好四郎兵衛が櫓に立て籠もり主人である意
次の入城を要求した。次々と相良に到着する幕使との折衝と、四郎兵衛の説得に追われる金太夫は自
分の中に芽生えた思いに気が付きながらも城代としての務めを果たすため、主人意次の沙汰を待つ。
城地明け渡しの当日、間一髪のところで意次からの書状が届き、四郎兵衛は観念して櫓を明け渡す旨
を伝えるもその矢先、廓に二発の鉄声が鳴り響き、四郎兵衛は屠腹する。四郎兵衛の自害をもってして
籠城劇は幕を閉じ、相良城は開城と相成った。

　(2) 掌篇部門
 最優秀賞「海へ」
　清水の三保半島にある小さな水族館は、深海魚の標本や展示があっておもしろい所です。私はここに
よく行っていたのですが、その体験をもとに短い物語にしました。リュウグウノツカイという名前から、いつ
も浦島太郎を連想します。語り手は時間の流れと曖昧な記憶に戸惑いながらも、様々なものに触れて世
界を見つめ回復していきます。

［参考］
１　審査員
　(1) 小説・随筆・紀行文部門
　　嵐山 光三郎　（第58回読売文学賞受賞作家）
　　太田 治子　　 （第１回坪田譲治文学賞受賞作家）
　(2) 掌篇部門
　　村松 友視　　 （第87回直木賞受賞作家）
　　諸田 玲子　　 （第26回新田次郎文学賞受賞作家）
　　中村 直美　　 （株式会社交通新聞社 常務取締役 
　　　　　　　　　　　　コミュニケーションデザイン事業部長）

２　応募概況
　(1) 応募総数　414編（小説194編、随筆39編、紀行文12編、掌篇169編）
　(2) 年代別応募数

部　門 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 90代100代 不詳 合計

小説・随筆・紀行文 5 8 14 21 32 62 66 29 3 1 4 245
掌　篇 0 15 19 15 30 33 42 12 1 0 2 169
合　計 5 23 33 36 62 95 108 41 4 1 6 414

　(3) 居住地別応募数
部　門 静岡県 東京都 神奈川県 埼玉県 千葉県 愛知県 その他

道府県
合　計

小説・随筆・紀行文 108 41 27 7 5 12 45 245
掌　篇 68 29 22 6 5 4 35 169
合　計 176 70 49 13 10 16 80 414



提 供 日 2024/01/15

タイトル 木造住宅の耐震診断・耐震改修などに関するご相談を
お受けしています

担　　当 くらし・環境部 建築住宅局建築安全推進課

連 絡 先 建築耐震班

TEL 054-221-3076

～お住まいの住宅の耐震性などにご心配のある方へ～
耐震診断・耐震改修などに関するご相談をお受けしています

１　要　旨
　お住まいの住宅の耐震性などにご心配のある方は、下記「相談窓口」へお気軽にご連絡ください。

２　相談窓口
　お住まいの市町の建築担当窓口

３　相談内容
　・耐震診断・耐震改修に関すること
　・耐震改修以外の命を守る対策（防災ベッド、耐震シェルターなど）に関すること

４　その他
　・住宅に関する支援制度は、静岡県木造住宅耐震補強ITナビゲーション「耐震ナビ」からご確認いただけます。
　・相談内容に応じて、市町から静岡県耐震診断補強相談士※を派遣します。

　※　静岡県耐震診断補強相談士



提 供 日 2024/01/15

タイトル 「地域で活躍する女性防災リーダー育成講座」を開催
します！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局男女共同参画課

連 絡 先 男女共同参画班

TEL 054-221-3363

「地域で活躍する女性防災リーダー育成講座」を開催します！

県では、男女共同参画の推進による地域防災力の強化を図るため、平成25年度から地域で活躍する女性防災リーダー育成事業を実施しています。
今年度は、川根本町との共催で、「地域防災への女性の参画」をテーマに開催します。

１　日　時
　　第１回：令和６年１月20日（土）10：00～16：00（公開講座は10：00～12：00）
　　第２回：令和６年１月28日（日）10：00～16：00

２　場　所
川根本町文化会館保健研修室（川根本町東藤川909-1）※駐車場有り　
※公開講座はオンライン（Zoom）参加も可能

３　講座内容
　　　（１）第１回：令和６年１月20日（土）

10：00 講座１
「女性も担い手となる地域防災のために」

講師：池田恵子 氏（静岡大学グローバル共創科学部／防災総合センター　
教授）

11：30 講座２ 「川根本町における地域の防災活動について」
講師：中村裕好 氏（川根本町総務課　政策専門官）

12：00 休　憩

13：00 講座３
あざれあ防災カードゲーム
避難所では「女性にはこんなことが・・・」なりきりカードで考えよう！
講師：あざれあ防災講師

16：00 終　了

　　（２）第２回：令和６年１月28日（日）

10：00 講座４

「自分たちで地域を守る！ 女性も活躍する災害支援」
・昨年の台風15号被害時に私はどう動いたか体験談
講師：鈴木まり子 氏（NPO法人日本ファシリテーション協会災害復興委員会メ

ンバー）

12：00 休　憩

13：00 講座５

「私にはこれができる！ 地域でつながる防災活動」
・地域で「今できること」を考えるワークショップ
講師：鈴木まり子 氏（NPO法人日本ファシリテーション協会災害復興委員会メ

ンバー）

16：00 終　了

 　
４　受講予定者数　　30名程度　※申込みは終了しています。



提 供 日 2024/01/15

タイトル 清水町を交通安全優良市町（交通死亡事故連続ゼロ基
準達成）として表彰！

担　　当 くらし・環境部 県民生活局くらし交通安全課

連 絡 先 交通安全班

TEL 054-221-2104

～　交通死亡事故ゼロ連続１，５００日達成　～

静岡県交通安全対策協議会が
清水町を交通安全優良市町として表彰！

　静岡県交通安全対策協議会（会長：知事）は、長期間に渡る交通死亡事故ゼロを達成した市区町を表彰しています。
　この度、令和６年１月４日（木）をもって、清水町が交通死亡事故ゼロ連続
１，５００日を達成したことから、交通安全優良市町として下記のとおり表彰状の伝達式を行います。
※清水町の受賞は、本表彰制度の創設（平成３年６月）から１２回目となります。
　清水町の人口３１，４３１人（令和５年１月１日現在）

１　表彰式の概要
（１）日時
　　　令和６年１月２２日（月）午前１１時開始（概ね２０分間）
（２）場所
　　　清水町役場３階　町長応接室（駿東郡清水町堂庭２１０－１）
（３）出席者
　　　清水町長　　　　　　　関　義弘　（せき　よしひろ）　　　
　　　沼津警察署長　　　　　吉田　光広（よしだ　みつひろ）
　　　県くらし交通安全課長　入戸野　明（にっとの　あきら）　外

２　静岡県交通安全対策協議会優良市町表彰基準　

市区町の区分 　交通死亡事故ゼロ連続日数
【達成後は、下記日数の倍数で表彰を行います。】

　人口１５万人以上 　　　２００日
　人口８万人以上１５万人未満 　　　３００日
　人口４万人以上８万人未満 　　　４００日
　 人口 ２ 万人以上 ４ 万人未満 　　　 ５００ 日
　人口２万人未満 　  １，０００日　
　※　静岡市及び浜松市については、各区ごと表彰を実施しています。

３　その他
     表彰状 の 伝達式前 に 交通死亡事故 が 発生 した 場合 は 、 表彰状 の 伝達 を 中止 する
　 ことがあります 。



提 供 日 2024/01/15

タイトル 【第４報】令和６年能登半島地震への本県の支援（１
月15日現在）

担　　当 危機管理部 危機政策課

連 絡 先 危機報道官

TEL 054-221-2316

１　概要
　　令和６年能登半島地震より被災した地域への支援の概要は以下のとおりです。
　　（※　日程等は今後変わることがあります。）
　　（※　支援状況について、原則、毎週金曜日に報道提供いたします。）

２　本県の被災地への支援状況
（１）人的支援

区　分 支援先 活動期間 人数 内訳
緊急消防援助隊
（救出救助、火災
消火など）

第１陣 珠洲市 １月１日から１
月５日

239人 第１陣静岡県大隊　68隊
捜索及び救助活動

第２陣 珠洲市 １月５日から１
月８日

229人 第２陣静岡県大隊　66隊

第３陣 珠洲市 １月８日から１
月11日

226人 第３陣静岡県大隊　68隊

第４陣 珠洲市 １月11日から
１月14日

221人 第４陣静岡県大隊　67隊

第５陣 珠洲市 １月14日から
１月17日

221人 第５陣静岡県大隊　67隊

航空小隊
第１陣

石川県内 １月５日から１
月６日

６人 浜松市消防局 １隊

航空小隊
第２陣

 石川県内 １月11日から
１月13日

６人 浜松市消防局 １隊

航空指揮支援
隊
第１陣

富山空港 １月10日から
１月14日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

航空指揮支援
隊
第２陣

富山空港 １月14日から１
月18日

３人 静岡県消防防災航空隊　１隊

広域緊急援助隊
警備部隊
（救出救助）

珠洲市 １月１日から１
月４日

66人

広域警察航空隊 石川県内 １月２日から１
月３日

４人 ヘリコプター

特別機動捜査隊 石川県内 １月５日から１
月11日

４人 防犯活動・警戒活動

特別自動車警ら隊 石川県内 １月12日から１
月24日

７人 防犯活動・警戒活動

災害派遣医療チー
ム（DMAT）

第１次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月２日から１
月６日

36人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・静岡県立総合病院
・静岡赤十字病院
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・浜松医科大学医学部附属病院
・聖隷浜松病院

第２次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月４日から１
月10日

40人 ８病院
・伊東市民病院
・静岡県立総合病院
・静岡市立静岡病院
・静岡済生会総合病院
・焼津市立総合病院
・藤枝市立総合病院
・浜松赤十字病院
・聖隷三方原病院

第３次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月14日

32人 ７病院
・順天堂大学医学部附属静岡病院
・富士宮市立病院
・静岡市立清水病院
・島田市立総合医療センター
・中東遠総合医療センター
・磐田市立総合病院
・聖隷浜松病院

第４次隊 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月11日から１
月15日

８人 ２病院
・国際医療福祉大学熱海病院
・国立病院機構静岡医療センター



日本赤十字社
静岡県支部

（第１班） 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月８日から１
月10日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

（第２班） 能登医療圏
活動拠点本
部ほか

１月15日から１
月17日

７人 日本赤十字社　静岡赤十字病院

日赤災害医療コー
ディネートチーム
（第１班）

珠洲市健康
増進セン
ター

１月12日から１
月14日

３人 浜松日赤
医師１名、看護師１名、事務員　１名で構
成

日本医師会災害医
療チーム
（JMAT）

第１陣 能登総合病
院・穴水町

１月10日から１
月12日

３人 静岡県医師会
医師１名、看護師１名、事務１名を基本構
成（他の医療関係職も加えて活動予定）

災害派遣精神医療
チーム（DPAT）

第１次隊 志賀町ほか １月３日から１
月８日

３人 静岡県立こころの医療センター

第２次隊 志賀町ほか １月７日から１
月13日

３人 沼津中央病院

第３次隊 志賀町ほか １月12日から１
月17日

３人 神経科浜松病院

ドクターヘリ 石川県内 １月４日から１
月５日

１機 聖隷三方原病院ドクターヘリ

災害支援ナース
（第１陣） 珠洲市ほか 1月12日から１

月15日
２人 静岡県看護協会

看護師　２人
 （ 第 ２ 陣 ）  珠洲市 ほか 1 月15 日 から １

 月18 日
 ４ 人  静岡県看護協会

 看護師 　 ４ 人
薬剤師・モバイル
ファーマシー派遣
（第１陣）

能登地方 １月13日から１
月17日

３人 静岡県薬剤師会
薬剤師　３人
モバイルファーマシー（移動調剤車）　１台

保健師
第１陣 穴水町 １月６日から１

月11日
４人 ４名/班の１班体制

保健師　３人
運転手　１人

第２陣 穴水町 １月11日から１
月16日

４人 ４名/班の１班体制
保健師　３人
運転手　１人

 第 ３ 陣  穴水町  １ 月16 日 から １
 月21 日

 ５ 人  ５ 名/ 班 の １ 班体制
 保健師 　 ３ 人 　 事務 　 １ 人
 運転手 　 １ 人

日本栄養士会災害
支援チーム（JDA-
DAT）

石川県内 １月13日から１
月17日

３人 静岡県栄養士会
栄養士　３名
（うち県職員１名）

日本災害リハビリ
テーション支援
チーム（JRAT）（第
１陣）

石川県内 １月12日から１
月15日

２人 医師　１人
理学療法士　１人

静岡県災害派遣福
祉チーム（DWAT）

先遣隊 金沢市 １月８日から１
月14日

１人 社会福祉士・介護支援専門員

第１陣 金沢市・七尾
市

１月10日から１
月13日

３人 ３名/班の１班体制
社会福祉士・介護支援専門員・介護福祉
士、保育士、児童指導員、作業療法士、相
談支援専門員等から構成

第２陣 金沢市・
七尾市

１月12日から１
月15日

３人 同上

第３陣 金沢市・
七尾市

１月14日から１
月17日

３人 同上

 第 ４ 陣  金沢市 ・
 七尾市

 １ 月16 日 から １
 月19 日

 ３ 人  同上

災害マネジメント支
援チーム

被災市町村の災害対応を支援

第１陣 穴水町 1月３日から１
月10日

４人 県職員４人
総括支援員
・板坂孝司
支援員
・鈴木昭彦、鈴木正人、川島廉

第 ２陣 穴水町 １月６日から１
月11日

 ２ 人 県職員２人
・梶恒一郎、伊藤岳仁

第 ３陣 穴水町 1月10日から１
月17日

４人 県職員４人
総括支援員
・沼野 克史
支援員
・八木 宏晃、相良 健太、鈴木 光真

被災建築物の応急
危険度判定支援



第１陣（県） 穴水町 １月６日から１
月９日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市）

第２陣（県） 穴水町 １月10日から１
月13日

６人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、焼津市、富士市、富士宮市）

第３陣（県）  穴水町 １月14日から１
月16日

４人 建築士等の県職員判定士
市職員による支援も別途実施
（静岡市、沼津市、富士宮市）

下水道管路被害の
調査

中能登町 １月８日から１
月11日

８人 県職員３人
市職員５人
（沼津市、富士市、富士宮市、焼津市、袋
井市　各１人）
※政令市による支援（支援先：かほく市）も
別途実施

 漁港関係施設被害
 の 調査

 石川県内漁
 港

 １ 月16 日 から １
 月22 日

 ２ 人  県職員 ２ 人

住家被害認定調査
等の支援

第１陣 穴水町 １月７日から１
月15日　

12人 県職員２人（１月７日～12日）
市職員10人（１月９日～15日）
（伊東市、焼津市、藤枝市、御殿場市、西
伊豆町　各２人）

第２陣 穴水町 １月12日から１
月22日

12人 県職員２人（１月12日～18日）
市職員10人（１月15日～22日）
（沼津市、熱海市、湖西市、函南町、小山
町　各２人）

トイレトラック等派遣
　

穴水町 １月９日から当
分の間

４台 トイレトラック　
・磐田市　１台（１月９日から）
・藤枝市　１台（１月10日から）
・島田市　１台（１月10日から）
多目的支援車
・藤枝市　１台（１月10日から）
各市職員が常駐

（２）物的支援

日　付 手段 送付先 内　　　　　　　　容

１月３日 陸輸 かほく市 サバイバルパン　170箱（4,080食）
アルファ化米　66箱（3,300食）

１月５日 陸輸
七尾市、
中能登
町

水　6,900L
ブルーシート　2,595枚
おむつ（大人用） 2,700袋
ウェットタオル　500個
（静岡県、静岡市、島田市、藤枝市が提供）

（※　県トラック協会が輸送協力）

（３）被災者受入れ
　被災された方を対象に県営住宅の一部を一定期間無償で提供する。

地域 戸数 内訳

東部 11戸 沼津市内２団地６戸、富士市内１団地５戸

中部 12戸 静岡市内１団地３戸、焼津市内１団地３戸、藤枝市内１団地２戸、
島田市内２団地４戸

西部 24戸 菊川市内１団地６戸、掛川市内１団地３戸、袋井市内１団地２戸、磐田市内
１団地６戸、浜松市内３団地５戸、湖西市内１団地２戸

計 47戸

３　応援派遣職員の拠点
本県は、石川県穴水町の応援活動拠点として、能登空港ターミナルビル４階多目的ルームを確保し、応援職員の打合せや宿泊等に活用す
る。



提 供 日 2024/01/15

タイトル 県庁に冬の彩り　高校生からシクラメンを県に寄贈

担　　当 知事直轄組織 知事戦略局広聴広報課

連 絡 先 県民のこえ班　石田

TEL 054-221-2244

県庁に冬の彩り 　 高校生から シク ラ メ ン を 県に寄贈

県庁の環境美化と来庁者へのおもてなしの一環として、県立静岡農業高等学校の皆さんが丹精込めて育てた花き（シクラメン、サクラソウ
（プリムラ））の鉢植えの寄贈を受けています。
平成22年度から継続して実施しており、今年で14回目となります。そこで受贈式を行い、県から感謝の気持ちをお伝えします。

１. 日時　令和６年１月18日（木）16時から16時30分まで（約30分間）

２. 場所　県庁東館２階　しずおか情報ステージ（県民サービスセンター内）

３. 出席者（予定）
　　＜寄贈者＞

　県立静岡農業高等学校　生物生産科３年生徒(３名）
　　＜受贈者＞

　知事戦略局広聴広報課長　岩崎　正

４．内容
（１）参加者紹介
（２）受贈式
（３）写真撮影



第２部 : ファルマバレープロジェクトが進める高齢者の理想郷づくり

14:45～15:15 30
基調講演３
医療田園都市構想の概要・取組み

静岡がんセンター
名誉総長　山口 建

15:15～15:35 20
講演６
技術が描く未来の自立した生活
～自立のための3歩の住まい～

パナソニック（株）
エレクトリックワークス
社
中島 優子

15:35～15:45 10 休憩
15:45～16:05 20 講演７

田園都市構想への市町の思いと取組み（仮）　　　　
三島市長　豊岡 武士

16:05～16:15 10 第２部　質疑応答

16:15～16:25 10 閉会挨拶
静岡がんセンター
総長　上坂 克彦

※講演テーマ等につきましては、当日変更となる場合もございますのでご了承ください。


